
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　連結点　Destiny_ Joint.









　表側で隠された歴史を紐解くだけでも、その『人間』を表すのに必要ないくつかの重要な言葉がある事が分かる。

　汝なんじの欲ほつする所を為なせ、それが汝なんじの法テレマとならん。

　全ての男女は星である。

　愛は法テレマだ、それが意志の力で支配される限り。




『勝手に自己犠牲になんか酔いやがって。ふざけるんじゃねえぞ、上かみ里さと翔かけ流る』

『らしくないのはここまでだ。上かみ条じよう当とう麻まを見せてやる!!』




　これらの思想によってもたらされるその『人間』の言動は時に支離滅裂な毒舌家とまで評される事もあるが、そこに一つの単語を折り込む事で混こん沌とんとした知識の渦を劇的に整理する柱を打ち立てる事が可能となる。




『木き原はら唯ゆい一いつは「理想送りワールドリジエクター」を盾にする事で、上かみ里さと勢せい力りよく一〇〇人を丸ごと鎖で縛っちまった』

『みんなを助ける方法は一つだけなのです。私わたし達たちの手だけで、「向こう」から上かみ里さとちゃんを引きずり出す』




　すなわち、『計画プラン』。

　まず第一の前提として、その『人間』は常に一つの目的を見据えて行動していたのだ、という簡潔極まる事実を認める事がスタートラインとなるのだ。




『協力しろ、琉ル華カ』

『お前の魔ま術じゆつで、上かみ里さとを助けるんだ。それでも文句はあるか!?』




　それは普通の人生設計や犯罪計画とは話が違う。一つ一つを積み重ね、どこか一点で躓つまずけば全てがご破算となってしまうような、言ってみれば『直列の策謀』ではない。




『今襲ってきている呪じゆ詛そとA.A.A.に共通項が見られるの！』

『このまま解析を続けていけば、きっと上里くんを助ける手がかりが見つかるわ!!』




　その『人間』は困難と共に成功し、あまりにも簡単に失敗する。

　それでいて、その『人間』は当たり前のように諦あきらめる事を知らない。




『私は、アンタに呪じゆ縛ばくを解いてもらった……』

『だけど常盤ときわ台だいのみんなが救われた訳じゃない。見た目は笑顔でも心の奥には冷たい氷の塊みたいなものが残ってる。だからこのまま踏み越えて、あの子こ達たちを助けて……。アンタの手でこの問題に終止符を打つの!!』




　一つが壊れればその残骸を積み上げて、二つが失われれば地面の亀き裂れつを迂う回かいして。何かが失敗する事が、次への手がかり足がかりを構築していくと信じる。よって、正常な『直列』の思考に縛られた者にはその『並列』の行いが理解できないのだ。かの邪悪なる狂人は何な故ぜそこまで破滅の壁へ全力でぶつかっていけるのか、と。




『唯ゆい一いつに上かみ里さとはんの右手を奪われた時も、あんただけは呪じゆ縛ばくに囚とらわれなかった』

『ひょっとしてあんた、魔ま術じゆつ師しなんと違います？　それも英国のマスコットに執着している所を見ると、イギリス清せい教きよう系けいとか』




　しかし、ここまで非人道的な『人間』に、このような話がある事は知っているだろうか。




『私わたし達たちの上かみ里さとくんを奪い取るな、烏丸からすまふらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん!!』

『誰があなたのものになったのですか、冥メイ亞ア。私は自ら離れる事で証明する、上かみ里さとちゃんは誰かを縛っているのでなく、私わたし達たちの意思でついていっただけだという事を。だからあの人が気に病む必要なんて一つもないんだって事を!!』




　例えば。

　魔ま術じゆつ研けん究きゆうを軌道に乗せる傍らで、場末の出版社に出入りして官能小説を執筆していた事を。……とか言いながら実際には男性器の表現一つに一〇〇個以上のたとえを用いるくらい乗り気だった事を。




『ここまで付き合ってくれてありがとうなのです、琉ル華カ』

『さあ、この恋を終わらせましょう』




　例えば。

　同じ『黄金』の魔ま術じゆつ師し達たちとのケンカが絶えず、腹の中に溜たまった鬱うつ憤ぷんを発散するために自身で執筆した作劇の中に同じ結社の人間を散々登場させて喜ぶという、何とも香ばしい遊びを繰り返していた事を。




『おや、もう行くんだね』

『ああ、向こうでみんなが呼んでる』




　例えば。

　パリ警察が男性像の彫刻が卑ひ猥わいだとして股間を隠すよう求めると、その像の股間を覆っていた蝶ちようの飾りを盗み出し、自分のズボンに締めて威風堂々と社交場に乗り出した事を。




『なるほど、なるほど、なるほどねえ』

『これでゲームセット、か』




　そして、例えば。

　初めて生まれた娘に文章で書き記すのも大変なくらい膨大な名前をつけ、その娘が幼少の内に病死してしまった日の日記には涙の跡が残っていた事を。




『これはただの偶然だよ』

『今回の件で最大のダメージは烏丸からすま府ふ蘭らんの大熱波でも木き原はら唯ゆい一いつのエレメントでもなく、この私が「窓のないビル」から表に出た事そのものだった』

『だがこの失敗を次に繫つなげよう。ローラ＝スチュアートと直接繫つながった、上かみ里さと翔かけ流るの監視役。君を手中に収めればこの先へ進める』




　時の政府どころか不滅の神に唾つばを吐くほどの唯ゆい我が独どく尊そん。あらゆる真理はあらゆる人が平等に全てを解き明かし振りかざす権利があると信じ切って、既存の常識、倫理、あるいは信仰によって目の前の答えに蓋ふたをして自ら真なる自由を放棄するその他大勢を完全に見下した心性の持ち主。それでいて同じ家族には無む知ち蒙もう昧まいと嘲あざけった彼らの中からはみ出て欲しくなかったという、矛盾した優しさの持ち主。




『思春期の少年少女を一ヵ所に集め、薬物投与も辞さない方法で叡えい智ちを目指す。ここはテレマの再来だ』

『普通に逃げても振り切れないが、ヤツにとって最も壊して欲しくないものを盾にすれば話だって変わってくるだろう』




　結局、『人間』は『人間』だったのだ。その本質を理解不能の怪物とみなした時点で、多くの歴史研究家は迷いの森へ踏み込んでいる。




『上かみ条じよう当とう麻ま。困った時はクラスメイトに相談だにゃー☆』




　では、他の誰とも変わらぬ『人間』が、何な故ぜここまで『並列』の『計画プラン』を積み上げ、多くを壊して多くを積み上げていったのか。安易な迷いの森を否定して、真剣に狂人の内側へ切り込んでみよう。

　幕は開く。

　これより始まるのは一片の曇りもない『人間』アレイスター＝クロウリーの物語である。








第一章　生き残るために必要な事　X.
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「やー、帰ってきた帰ってきた」

「ただいまーなんだよ……。私はもう疲れたあ……」




　一二月一一日、午前五時三〇分。

　早朝も早朝。夜の街を駆けずり回ってすっかり悪い子モード、色々あってへとへとになっていたツンツン頭の高校生・上かみ条じよう当とう麻まと放ほったらかしだった真っ白シスター・インデックス。ついでに言えば全長一五センチの妖精ことオティヌスやその天敵の三毛猫なんかは全く気づかなかったのだ。

　学生寮のドアを開けたその五秒後に待っている運命を。




「フリーズドライも随分変わったにゃー。リゾットとか普通にあんのね（もむもむ）」

「ワンタンスープが地獄のようにお腹なかへ染しみ込こむのです（ずずーう……）」




　なんかいた。

　似合わないパツキンにグラサンのにゃーにゃー男とド派手に失恋しちゃってどう声を掛けたら良いいのか対応に困るパーカービキニにウサギアンテナ女が勝手に上がり込んでなんか食ってた。

「何してんの？　どうして勝手に食べちゃってんの、土つち御み門かど！　府フ蘭ランも!?　何でいつの間にか二人して仲良くなってんのかも分かりゃしないしあーもー人が楽しみにしていた人間的な食べ物をよくもまあそんなに食い散らかしやがってーっ!?」

「ああ、冷蔵庫と炊飯器は覗のぞかない方が良いいぜい。……昔懐なつかしい精神的ブラクラって言葉を思い出す羽目になるから」

「マジかよっ、あーっ!!　ひどいっ。こっちも、ああーっ!!」

　やめろと言っているのに次々地獄の扉を開いて格闘ゲームでフルボッコされるみたいにノックバックしていく上かみ条じよう当とう麻ま。冷蔵庫と炊飯器は完全に腐臭の源となっており、何だか呪いのアイテムというか『出る』物件というか、とにかく嫌すぎる付加価値を存分にくっつけていた。

「キャットフードもカリカリ系は袋の開いてるヤツだと全部ダメになっているようなのです。今夜は残った缶詰系ですね」

「……何でこの惨状でこいつだけ食い物のグレードが上がるんだ、納得できん」

　呻うめくように上かみ条じようは疑問を発するが、三毛猫は吞のん気きにみにゃーと鳴くばかりだ。

　大熱波やエレメントで大打撃を受けた学園都市のインフラ自体は復活を遂げたようだが、個人個人の家電は相変わらず壊れたままなのでできる事には限りがある。おそらく今後一週間くらいは家電量販店とネット通販はクリスマス前にビッグウェーブが巻き起こる事だろう。……寮なんだから学校の方で工面してくれないもんかなとも思うのだが、普段から好き放題自分好みの家具を持ち込んでいるのでそういう事も言っていられない。

「お湯沸かしているって事はガスは使えるのか？」

「例のマイクロ波で点火装置ぶっ壊れてるから、ガスのつまみひねってライターで炙あぶったわりばしとかで点つけるしかないけどにゃー。ライター直ちよくでやると指が燃えるから気をつけろ」

「今さらプロの馬鹿野郎共に聞くのはアレだけど、何でお前らライター持ってんの？」

　だとしても僥ぎよう倖こうだ。

　超原始的で加減が難しいが、水とお湯は使える。つまり湯船に水を張ってからやかんのお湯で微調整を繰り返せばお風ふ呂ろに入れる!!

「顔を見れば分かりますッ!!　ここ最近何かが足りないと思っていたけどそれは紛れもなく女の子のお風ふ呂ろですものねあははうふふッッッ!!!!!!」

「心の声に割り込んでくるんじゃねえよ土つち御み門かどお前大熱波とかエレメントとかの時も一人行方不明だったけどどこで何してたんだよ」

　そして気がつけばにゃーにゃー馬鹿の妄言のせいでヒロイン勢の視線が絶対零度で俺ピンチな上かみ条じよう当とう麻まに陥っていた。何だか知らない間に人生のタイトルが暴落している。

　人様の肩に乗っている一五センチの神様は不ふ遜そん極まる声色で、

「覗のぞいたら殺すぞ、それはもう神罰とか言葉を濁す事なくストレートに」

「お前は洗面器どころかお茶ちや碗わん一つで事足りるんだから大熱波の時も結構普通に湯船に浸つかっていただろ、お風ふ呂ろ好ずきめ」

　何にしたってさわらぬ神にたたりなしだ。たかが一五センチ、されど一五センチ。しかも徒と手しゆ空くう拳けんではなく槍やりや弓の使い手だ。ハチ、クモ、サソリなんかの危険生物を思い浮かべれば分かると思うが、やりようによっては普通に人間を殺せる大きさだというのを忘れてはならない。

　しかし、

「（……だがどうしてもと言うのであれば許可を取れ。黙ってコソコソされるのが性に合わん）」

「おい神、顔を赤らめて耳元でそういう事を付け足すなッ!!」

　まったく誘ってんだか断ってんだか分かりゃしないし真に受けたら受けたでぶっ飛ばされるに決まっている理解者の声ですっかり挙動不審に陥る上かみ条じように、土つち御み門かどは土つち御み門かどでこんな風に返してきた。

「まあ、どこで何してたって言えばそりゃあ義理の妹、舞まい夏かの面倒見てたんだぜい」

「む……。意外と真面目な答えでござった」

　一言で言えばそれまでだが、あの大熱波にエレメント、おまけに人間の暴徒まで入り乱れた数日間だ。そんな地獄の中、たった一人で少女を庇かばい続つづけたとなればさぞかし壮絶な展開が待っていた事だろう。家族を守るのは当然、なんて『当たり前』が無条件で通じるほど甘い環境ではなかったのは上かみ条じようも骨身に沁しみている。それでもこの男は守り通したのだ、自分の中の『当たり前』を。

　戦場帰りな感じでヤツは言った。

「……ふっ。男って生き物はな、妹のためならいつだって英雄になれる生き物なのさ」

「そして根っこが変態でござった」

「そこからの本題なんだけどにゃー、聞いておくれよカミやん」

　台風か大雪かで学校がお休みになった用の非常食をモリモリ食べながら、土つち御み門かどはそんな風に切り出してきた。

「統括理事長のアレイスターってのがいるんだけどさ、ドタマに鉛弾ぶち込んじゃったから逃げるの手伝ってくんね？」

「すげー重大情報がしれっと出てきてんだけど俺は通報するべきなの!?」

「……頭に鉛弾を撃ち込まれても平気でむくりと起き上がるような輩やからでもですか？」

「むくりと起き上がるからって自由に撃ち放題ってのもおかしな話じゃないかな!?」

「まあまあ府フ蘭ランちゃん、実際に見てないヤツに恐怖を実感しろってのも無理な相談だぜい」

　なんか土つち御み門かどはこっちが世間知らずみたいな声色で息を吐いている。意外と気づかないものだが、人のドタマをぶち抜いてきた人間から常識を疑われると地味にイライラするらしい。

「まあ、アレイスターとは都合の悪い汚れ仕事を請け負う代わりに舞まい夏かの身の安全を守ってもらう契約だったんだが、今回の件でボロが出てにゃー。元から信用できる人間じゃないし、その上利害すらもズレてきたんですたい。……つまり、ここで見限らないと本当に失いかねない」

　一方で、三毛猫を抱えるインデックスが何な故ぜだか両目を真ん丸にしていた。

「アレイスター？」

「だにゃー」

「それってまさか、そのまんま『あの』アレイスター＝クロウリーなの!?」

「有名過ぎる名前だから、そういう筆名を借りているだけだと思っていたかにゃ？　……悪いがありゃあ本物だ、エドワード＝アレクサンダーご本人様。ヤツは史実の終わり、運命の一九四七年を乗り越えて今日まで生きている」

「ん？　んん？？？　何のこっちゃサッパリなんだけどつまり最初から並べるとどういう……」

「とうまはちょっと黙ってて!!」

「また一つ常識を疑われた!?」

「にゃーん!!」

「そして何にも分かってねえはずの三毛猫からノリで見下された!?」

　飼い主（？）の態度をペットは良く観察しているものだ。すっかり家族のピラミッドが暴落した上かみ条じようは訳が分からず涙目になる。

「……何だ何だ？　相手がアレイスターさん家のクロウリーさんならドタマ撃ち抜かれても文句なしだっていうのか、この世界の常識は」

「お前な……。どっちみちアレイスター＝クロウリーは本名ではないんだが、それでも一応言っておくぞ。洋名では手前が名前フアーストで末尾が名字フアミリーだ。少なくともこれくらいは世界の常識で通じると思うんだが、人間……」

　たとえどれだけ頭の中身を憐あわれんでも、決して見捨てないでくれるのが小さな理解者の優しさだ。おかげで小刻みに震えてうずくまる上かみ条じよう当とう麻まは涙るい腺せんの蛇口が締まらない。この摩ま訶か不ふ思し議ぎな世界には柔らかい刃というものが存在する事も忘れてはならないのだ。

「まあともあれ、学園都市のトップにケンカを売った以上、オレはここにはいられないんですたい。オレの立場は分かってるだろ、学園都市とイギリス清せい教きようの多重スパイ。つまりバランスを崩すと敵性工作員として登録されちまう。それは良いいんだが舞まい夏かのヤツを釣つり餌えとして使つかい潰つぶされるような展開は避けたいんだにゃー」

　結論としては一人きりではなく、義理の妹の舞まい夏かと一緒に脱出する。それが土つち御み門かどが自分に課したルールらしい。おそらくは惑星一つ、地球人類全体よりも重たい鉄の掟おきてだ。

「アテはあんのかよ……？」

「ここに、特大のが」

　土つち御み門かどは何な故ぜだか共同戦線を張っている府フ蘭ランをスプーンの先で指し示して、

「こいつもこいつで上かみ里さと翔かけ流るに対しイギリス清せい教きようから派遣された魔ま術じゆつ側がわのスパイだ。つまり境遇が近い。最大主教アークビシヨツプのローラ＝スチュアート直属って事でアレイスターから目を付けられていてな、一緒に街の外まで逃げる事になった。つまり、普通の魔ま術じゆつ師しより権限が大きいんだにゃー」

「……今、学園都市外周にイギリス清せい教きようの部隊を呼び集めていますが、あくまで『回収要員』に過ぎないので、直接壁を壊して踏み込んでくるほどの火力はないのです。でも、どうにかして街の外まで出る事ができれば」

「隠いん蔽ぺい特とつ化かの魔ま術じゆつ師しらしいから、完全に足取りを消せるぜよ。追撃の部隊は気にしなくても構わないぜい」

　街の外へ出る。

　簡単な話のようだが、ここは学園都市だ。

　次世代兵器や超能力開発に繫つながるテクノロジーの漏ろう洩えいを防ぐため、街全体は分厚い壁で覆われ、内外の出入りは厳しく制限されている。そこを強行突破するとなればかなりの難題だ。冗談ではなく警告抜きの発砲もありえそうな話である。

「運良く脱出できたとして、やっぱりお前もイギリスに戻るのか？　その、ステイルとか神かん裂ざきとかとおんなじように」

「おいおいオレは戦勝国の恩恵である国連常任理事国の支援を受けて敵地から脱出するって言っても逃亡者だぞ、それを今ここで言ってどうすんだカミやん。ま、カナダとかオーストラリアとか、選択肢は多い。欧州経済をＥＵが牛耳るせいで忘れられがちだけど、昔ながらのイギリス連邦って枠組みもまだまだ存続している事実を忘れちゃいかんのだぜい？」

　地理歴史の教科書がそのまんままな板に載るのが彼らのスケールだ。別に羨うらやましいとかいう話ではなく、正直、問題の発生を望んでいる訳ではない側からすればメンドクサイ事この上ないのだが。

「しかしまあ、俺には止める権利なんかないんだろうけど」

「てか止められたら殺されちまうんだけどな」

「……やっぱり寂しくなるな。隣の部屋から人がいなくなるのは」

「む」

「お前と、舞まい夏かもいなくなるって事だろ。そりゃあここは仮の宿の学生寮なんだし、いつかはみんな別れの時も来るんだろうけど、こうもいきなり突き付けられるとやっぱりな」

　ピタリと土つち御み門かどの動きが止まった。

　なんか嫌な予感がした。

「おい……お前まさか……？」

「……そうだよ。まぁーだ説明できてないんだよなあ、学校辞めて逃げるぞって。ああそう、舞まい夏かのヤツに」
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　とにかく悲惨としか言いようがない冷蔵庫と炊飯器の中のドロドロ（詳しく描写するとえらい事になるので敢あえて割愛させていただく）をとりあえず処理すると、いよいよ本題だ。

「大熱波の最中は舞まい夏かをずっと守っていたんだろ。何で一緒じゃないんだよ」

「アレイスターとかち合って頼みの綱の府フ蘭ランちゃんを横取りしようってんだぜ。流れ弾とかおっかないだろ、そんな現場に可愛かわいい義理の妹を連れてこれるかよ。義理のヤツをにゃーっ!!」

　何でそこを強調すんのかサッパリ理解が追い着かない上かみ条じよう当とう麻まだが、とにかく着替えを済ませて一二月の寒空らしい格好を身に纏まとう。大熱波の影響とはいえここ数日はオーストラリアで波乗りしているサンタクロースみたいな事になっていたので、ようやく日本の常識が一つ一つ返ってきて上かみ条じようはどこかホッとしている自分を感じていた。

「で、舞まい夏かのヤツは今どこにいるんだ」

「第七学区駅前の炊き出し会場。メイド見習いだからにゃー、カップ麵めんやフリーズドライをそのまま口に入れるヤツじゃないんだぜい。何はともあれ食材をもらって自分の冷蔵庫を満たさないと気が済まないはずだ」

「……何でここにいない人の行動をそんなすらすら並べられるの？　まさかＧＰＳで常時監視してるとかじゃねえだろうな!?」

「そんなガジェットに頼るのは根暗な三流のやる事だぜい。……プロの兄貴なら普段の言動の蓄積から義理の妹の現イ在マが読めるようになる（ビシッ）」

「このストーカーのプロファイリングが狂った精度で友達の妹が超絶ピンチな件……ッ!?」

「何事も積み重ねが大事なんだ、兄貴の道は一日にしてならずだにゃー。……あと人様の金字塔をライトなタイトルに置き換えるんじゃねえよ」

　これを燦さん然ぜんと輝く金字塔とみなして疑わない辺りがまさに本気のド変態なのだが、これはもう言葉で説き伏せようとしても無駄だ。変態は自分の視界を覆う色眼鏡の存在に気づけない生き物なのだから。多分こいつはこの色眼鏡を取ったら死ぬ。それだけ把握して上かみ条じよう当とう麻まは話を先に進めた。

「……府フ蘭ランも大変だな、こんなのと一いち蓮れん托たく生しようだなんて」

「その憐あわれみの目線は生涯絶対に忘れないのです」

　無表情ながらも唇を尖とがらせているパーカービキニはつまり相変わらずのパーカービキニだった。……てっきり大熱波で暑いから北風と太陽的にあの格好を選んでいたのだと思っていたのだが、もしや冬でも無理してへそ出し系の人だったのだろうか？

「いや嬉うれしいか嬉うれしくないかなら嬉うれしいけどね。見るけどさあ」

「何でそんなそこまで上から目線なのか問とい質ただしてもよろしいのです……？」

「くっくっくっ、この調子だと将来的には自宅では全裸でないと落ち着かないフリーダムな人になるかもしれんな」

「おめーも似たようなもんだよ神」

　というか娘ニヤン々ニヤンもネフテュスも大概だったし、てっぺんの『魔ま神じん』連中がこんなだから魔ま術じゆつサイド全体が奇抜な事になっているんじゃあるまいか。とりとめのない思春期の妄想と笑ってしまいたいが……だが冷静に振り返ってみると『聖人』の神かん裂ざきなんかもぱっつんぱっつんで目の毒だったし、英国第二王女のキャーリサも大変素敵な肩出しお姫様ドレスだったし、旧『グレムリン』の黒小人ドヴエルグ・マリアン＝スリンゲナイヤーに至っては裸オーバーオールだったような……。あまり考えたくはないが、もしや強ければ強いほど人は裸ラに近づいていくとかいう世界の真理が渦巻いているのではないか。仮にこのどうしようもない妄想がたまたまの偶然で真実を突いているとしたら、もう魔術サイドお気の毒様としか言いようがない。

「……あの堕天使エロメイドにも意味があったのかなあ？　第二形態への進化の伏線とか」

「何だいきなり溜たまってんのか」

　神様から大変ありがたい警句がド直球で飛んできたのでこの辺にしておく事にした。

　今は本題だ。

「それじゃ舞まい夏かを拾いに行こうぜい」

「良いいけど、やっぱ邪魔って入るのかな？」

「今はチャンスでもあるのです」

「どうして？　『秩序回復の四八時間』とかいうのは乗り越えたから、警備員アンチスキルとか風紀委員ジヤツジメントとかも普通に機能してるんだろ。それに考えたくもないけど、日陰にいる連中だって」

　上かみ条じようからの何気ない問いかけに、しかし土つち御み門かども府フ蘭ランも答えなかった。代わりになんかアイコンタクトをかましている。

　どうやらツンツン頭には言えない秘策があるらしい。

　土つち御み門かどという魔ま術じゆつ師しの秘密主義は今に始まった話ではないし、自分の命より大切な義理の妹の件でこの男が手を抜くとも思えない。とりあえず破れかぶれではなく、具体的な『何か』があるという事さえ分かっていれば安心して良いだろう。

　上かみ条じよう、インデックス、オティヌス、三毛猫、土つち御み門かどに府フ蘭ランまで。全員揃そろって朝のラッシュと呼ぶにもまだ早い学園都市へ再び繰り出していく。吐く息白く、その寒さをふかふかに膨らませたコートやマフラーで防ぐ生活。これもまた、何気ないようでいて大切な『当たり前』だ。

　大熱波やエレメントに脅おびえていた頃と違って、寒空の下には当たり前のように人が行き交い、歩道と車道を切り分けて車が列を作っていた。ビルに分厚い布がかけてあったり、ビニールの覆いに包まれた風力発電プロペラを立て直しているものの、高架線路の方からはガタンゴトンという列車の音も聞こえてくるし、大空には旅客機が飛行機雲を描いている。街は返ってきたのだ。嬉うれしい事のはずなのに、治安維持機関が正常に回り始めた事で上かみ条じようの心には一抹の不安が見え隠れし始めている。

　信号機や風力発電のプロペラを差し替えている大通りでカラフルな指示棒とホイッスルを使って交通整理をしている警備員アンチスキルを見て、ついついコソコソしようとしてしまう上かみ条じよう。

「そんなに挙動不審になるなよ。かえって目立つんだにゃー」

「……自分で何かした訳じゃないのに、お前にそう注意されるのも心外だ」

　朝のラッシュにしては早い時間帯だが、これだけ人がいるのはやはり冷蔵庫や炊飯器の問題があるからだろう。二四時間やっているコンビニや牛丼屋はもちろん、普段は朝の一〇時とかに開くスーパーやデパートなんかも金属製のシャッターを押し上げてお客さんを受け入れていた。

　パーカービキニは食べ物の匂いに釣られたように首を動かして、

「もう物流も正常化しているようなのです」

「元々、世界中から学園都市に集まるはずだった食材や生活物資なんかは壁の外にある貨物ターミナルで足止め喰くらっていた訳だしにゃー。門を開いてそいつを受け入れるだけでこの街の動脈に血は通うんだ」

「……ようは体がきちんと動くまで、外からの輸血に頼るって訳か」

　学園都市の台所を支える野菜工場やクローン食肉のビルなんかは機材の入れ替えなんかで再さい稼か働どうに時間がかかるかもしれないが、それで干からびる訳でもない。オティヌスの無む間げん地じ獄ごくでも味わったが、実際には食糧自給率については街の外に頼る部分もあったのだし。

　荷台付きのトラックから小型のクレーンで店の前に降りてきたピカピカのＡＴＭの周りに人だかりができるのも見かけた。電源や通信ケーブルの接続を待つのももどかしいといった感じだ。ペットボトルの水や防寒具ではなく、再びお金が幅を利きかせる生活が戻ってきたのである。

『おーい、おやっさん。この辺りで良いいのかー？』

『浜はま面づらくんさあ。今は人手不足だから大変ありがたいんだけど、何でその歳としでクレーン操れんの？　一応国家資格じゃなかったっけ？？？』

『……にしたって前は重機でかっぱらう側だったのに、ついに設置する側に回るとはねえ』

『君の過去が気になるよう!!』

　黄色い半帽のヘルメット連中を横目で見つつ、上かみ条じよう達たちは舞まい夏かがいる（とプロの兄貴が不気味なくらいに断言する）駅前広場へと向かう。

　ちょっとした物産展とかフリーマーケットみたいになっていた。農業用のプラスチックかごの中にジャガイモや大根なんかの食材を詰め込んで、自由に売り買いできるようになっている。

「舞まい夏かのヤツはどこだ？」

「どうせ食材を安く手に入れようとしたけど情にほだされて炊き出しコーナーで自慢の料理でも振る舞ってんだろうさ。ボランティアという名のタダ働きでにゃー」

「このプロの兄貴が本格的に怖い」

「なんかタイトル系でまとめるのが流は行やってんのか？」

　上かみ条じようがそう評価したのは、自炊できない派のために並べられた大鍋の前で本当にメイド服が忙しそうに動き回っていたからだ。匂いからすると炊き出しの定番のカレーのようだが、バリエーションに幅を持たせるためライス、うどん、ラーメン、揚げパンなどが自由に選べる仕様になっているらしい。ものによってはこってり系のカレーを薄めるための鶏とりがらスープが別口で用意されている。……なのに元祖のナンがない辺りがいかにもジャパニーズテイストだ。

　例のメイド服はこちらを見つけるなりパッと顔を明るくして、

「おー、どうした兄貴と愉快な仲なか間ま達たちー？」

「言っておくがこいつの一味にされるのは本格的に心外だぞ!!」

「……そして私は紛れもなく初顔合わせのはずなのですがお構いなしの距離感なのです。近い近い」

　兄貴も兄貴なら義妹も義妹なので、舞まい夏かとしては基本的に土つち御み門かどが信頼を置いている人間はみんな信頼して良し、と判断を下しているのだろう。一五センチの神様を見ても疑問すら抱いていない辺りはやはり大物か変態だ。

「そういや誰も彼も自炊できない派だったなー。なんか食べていくかー？」

「メイドから見たらな。とりあえず餓うえた獅し子しと化しつつあるインデックスに一つ頼む。後は猫でも食べられるものって用意してもらえるか」

「うーん、そうなると湯がいて脂を落とした鶏とり肉にくとかかなー？」

　横おう柄へいなリクエストに舞まい夏かがクーラーボックスの食材へ向かった所で、上かみ条じようは伝説のスパイの脇腹へ軽く肘ひじを入れた。

「早はよ説明」

「よっ、世の中には良きタイミングってものがあるんだにゃー……」

　かつてビル壁をよじ登って統括理事会の重鎮を殺しに来た殺人サングラスがなんかまごまごしていた。

　……そりゃまあ生いき甲が斐いそのものといった感じでメイド見習いをやっている舞まい夏かを見れば、その道を諦あきらめて学園都市から逃げ出そうと迫るのは大変な難業だろう。だがこれは土つち御み門かどが自分で背負った十字架だ。他の誰を頼る事も許されない。

　ごくりと喉のどを鳴らして、土つち御み門かどはキッチンスペースの方へ向かっていく。

「ま、舞まい夏かちゃーん、ちょっと話があるんだぜーい……」

　史上最悪の猫ねこ撫なで声ごえであった。

　こいつはひょっとしたら兄と妹で修羅場になるかもしれん、と上かみ条じようは紙皿に載ったカレーライスを使って微妙にインデックスを危険地帯から遠ざけるように誘導させていたが、

「んっ？　なら私も兄貴と一緒についていくしかないなー」

「早いな展開が!!」

「兄貴のいる場所が私のいる場所だし。メイドの勉強は学園都市にいなくても日々の生活から学んでいけるからなー」

　そういえばメイドは国家資格ではないので特に学歴社会にこだわる必要もないのであった。それに仮にイギリス行きなら近衛侍女メイドオブオナーとかいう王室御ご用よう達たしのプロ集団みたいなのがいたので、かえってメイド界（？）におけるメジャーな夢の舞台に近づけるのかもしれない。

　だが上かみ条じようは納得がいかない様子で首をひねっていた。

「……おかしいなあ、ここまで来て土つち御み門かどがひどい目に遭わないなんて」

「カミやんお前最低なのな？」

「まあどうしようもない事だけど、でも友達とか良いいのか？」

「哀かなしいっちゃ哀かなしいけど、今はもう電子の網で友達が繫つながる時代だし。ＳＮＳと動画チャットがあれば人の絆きずなに距離の不都合は感じないしなー。多分地球の裏側に行ったって相変わらず数分おきにツブヤキがばら撒まかれると思うぞ、グループ登録とか既読スルーとか煩わずらわしい風習をそのまんま引きずってなー」

　まったく現代っ子はこれだからであった。

　そういうのを使い慣れていない上かみ条じようからすると物理的距離の開いた、それも国と国をまたぐような『別れ』の匂いは結構胸に来るものがあるというのに。

　当の本人がこの調子だとこっちも哀かなしめない。

「土つち御み門かど、一応確認するけど逃亡中ってそういう連絡を繫つなげるのって大丈夫なのか？　ほら、逆探知とか何とか」

「逃亡中ならダメに決まってんだが、逃亡後なら話は変わる」

「あん？」

「ようは政治的な亡命の手続きをきちんと終わらせちまえば科学サイド側には手出しできなくなるって事。そうすりゃ堂々と居場所を明かしても問題なくなるはずだにゃー」

　……となると、どうやら一生人里離れた廃はい墟きよに籠こもって追跡者に脅おびえながら生きていく訳ではなさそうだ。書類を書き換えて新しい生活を手に入れるため、一時的にイギリス系の大使館だの領事館だのに立ち寄る必要がある、といったニュアンスの方が近いのか。

　逃亡者という字じ面づらからどんどん悲観的な色彩が消えていくのが分かる。土つち御み門かども土つち御み門かどで、やっている事はサイケデリックだが妹の生活については配慮していたようだった。

「（……その考え方だと、今後も学園都市に残り、亡命の手続きもできない私わたし達たちが逃とう亡ぼう幇ほう助じよでひどい目に遭うような気もするんだがな）」

　なんか肩のオティヌスがぶつぶつ言っているような気もするが。

「ともあれ、そうと分かれば善は急げだ。アレイスターってこの街のてっぺんにいるヤツなんだろ。何の気き紛まぐれで邪魔してくるか分かんないんだ。早く安全圏まで送り出そう」

「おう」
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「……、」

　御み坂さか美み琴ことがその自動ドアを潜くぐって外へ出ても、ありがとうございましたもまたのお越しをもなかった。

　病院というのは不思議な施設だ。どう考えたって客がいなければ成立しないビジネスでありながら、客がやってくる事を望まれている訳でもない。

　彼女が第七学区の病院の世話になっていた理由は、何だったか。

　第一一学区のコンテナ置き場に隠していたオリジナルのA.A.A.と接触し、起動する事。いいや、その直後に襲いかかってきた不可視の……呪じゆ詛そ？　一時、共に行動していた海賊のような少女はえらく時代がかったオカルティックな言い回しをしていたような気もする。

　病院に担かつぎ込こまれた少女はそこでいくつかの処置を受けたはずだが、正直に言ってあまり覚えていないし、違和感らしい違和感もない。どこかが不自由であったり激しい痛みが今も残るといった事もない。

　だがそれは別段今の自分が安全であるという保証にはならない。

　あの時味わったのは外からの刺激で皮膚が傷つくような、真っ当なものではない。もっと体の芯から直接響き渡るようなダメージだった。そして内臓のダメージは自覚症状がない事も多い。痛みを感じるレベルになったらもう手遅れ、というケースだって。

　そもそもあれは一般の病院で原因を特定できるものだったのだろうか。特殊な病変が普通の検査機器では見過ごされてしまうのと同じように、あの時襲いかかってきたモノは世界の死角、ブラックボックスにわだかまっている『何か』という可能性はあるまいか。

「……やれやれ」

　思わず美み琴ことは首を横に振った。

　それが何であるかは誰にも分からない。故ゆえにこそ、その病変が存在するか否いなかも誰にもジャッジできない。……これで脅おびえているようでは、散々病院を巡り歩いた後に場末の自称御お祓はらい師しとやらを訪ねて民家のあばら家で札束を浪費するのと何も変わらない。未確認ゼロデイの脆ぜい弱じやく性せいと同じくスキャン結果がゼロ件だからといって安心はできないが、かといってあれもこれもと疑い続けても自じ縄じよう自じ縛ばくに陥るだけだ。

（さて、どうするかな）

　すでに大熱波やエレメントによる騒動には終止符が打たれ、学園都市は通常運転になっているはずだ。つまり学校がある。とはいえ、退院直後の病み上がりだ。本来であればこのまま自分のベッドがある学生寮に向かってしまっても誰にも咎とがめられないだろう。

　しかし何な故ぜだか美み琴ことはそうしなかった。

　彼女の足は自然と『学まなび舎やの園その』にある常盤ときわ台だい中ちゆう学がくへと向かっていた。

「……、」

　冬の早朝に相応ふさわしい、白い息を吐きながら美み琴ことはその正門を見上げていた。

　その奥にあるモノ。

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの象徴だった白亜の校舎はエレメント達たちの猛攻でメチャクチャに倒壊させられているはずだった。さらには調度品や能力開発機材を巡って、外から流入した暴ぼう徒と達たちの略奪にすら遭っている。

　にも拘かかわらず、時間の流れは早かった。

　クレーンやトラックなどの大型重機の音がひっきりなしに聞こえていた。そして原形すら留とどめず瓦が礫れきの山と化していたはずの校舎は、すでに半分以上が組み上げられて全体の輪郭を整えられつつある。規則的な笛の音に合わせて太いワイヤーで吊つり下さげられているのはブロック化、モジュール化された校舎のパーツパーツであった。また工法が更新されたのか、まるで子供が遊ぶプラスチックのオモチャのように組み上げられ、細部を金具や充じゆう塡てん剤ざいで繫つなぎ合あわせていく事で、従来の鉄筋コンクリートにはない速度と効率で大型建築が完成へと近づいていく。

　見た目は至高の芸術の塊のように見えても、やはりここは科学技術の粋すいを集めた大都市なのだ。むしろ数十年の研けん鑽さんを積んだ職人と同等の成果物を誰でも扱える領域にまで引き下げる事こそが、高い技術を証明しているのかもしれなかった。

「……、」

　何な故ぜ自分はここに来たのか。

　常盤ときわ台だいまでやってきて何をしたかったのか。

　建設会社のコマーシャルなどにあるような、高層建築の工事を早送りするような光景を眺めながら自分の思考に没入していく少女の耳に、こんな甘ったるい声が滑り込んできた。




「あらぁ、御み坂さかさん？　あなたも外見力と違ってよくよく優等生ちゃんよねぇ」




　　　　４




　学園都市からの大脱出。

　……とはいえ、別に高速で走る列車の屋根に飛び乗ったり、離陸寸前の旅客機の車軸にしがみついて機内に潜り込んだり、スプーン一本でトンネルを掘ったりする必要はない。普通に歩いて普通にバス停で車を待って普通に学園都市外周に面した第一一学区を目指す。本格的なラッシュアワーよりは少し早いため、まだまだ座席もすいていた。

「あんまりキョロキョロすんなよカミやん、ここに鉄砲弾なんて紛れちゃいないよ」

「そ、そういうもんなのか？」

　かえって心配になってしまうくらいに、何とも穏やかな一日であった。

　時折、窓に面した座席から携帯電話を使って外の様子を撮影している舞まい夏かを見ると、口ではああ言ってもやっぱり少しは名残惜しいのかもしれない。

「この何にもない時間の流れを持て余している自分を感じる……」

「とうまは今まで大スペクタクル過ぎたんだよ。こっちの方が正しいんだから、体内時計を元に戻さないと」

　全くその通りだ。本当に今のまま教室に並べられた机にしがみついて大人しく授業を聞く事ができるのか、少し不安になってくるくらいだ。

　ゆっくりと時間をかけてバスは終点の第一一学区に入り、ラッシュアワーの始まりくらいのギリギリのタイミングでバス停を降りる。折り返しで学園都市中心へ向かう入れ替わりの便はまさに戦場だった。上かみ条じようは基本的に雨の日も風の日も苦行のような歩き通学だが、バスや電車の乗り物通学もそれはそれで大変そうだ。

　第一一学区は先日の上かみ里さと救出の件でも重要な意味を持つ場所だった。

「ここって山積みのコンテナだらけの学区ってイメージだったんだけどな。こうして見ると、意外と人が暮らしているもんだ」

「陸路物流基地として整備されてるからその認識は間違ってない。メチャクチャ家賃が安いんだ、ここ。コンビニもスーパーもない買い物難民地区だからオススメはできないけどにゃー」

　学園都市に入ってくる商品の半分はここを通過するのに、ここに住んでいる人間はそれを手にする事はできない訳だ。学園都市は終電の時間が早いし、おそらくネット通販頼みの生活スタイルを選択する以外に道はないだろう。

「……てか今日学校あんのかな？　あったらヤバいな、出席日数!!」

「まだ気にしてんのかよどうせカミやんはもう留年だよ」

「まだ、どうせ、もう、三段重ねで勝手に諦あきらめないで!!　コーコーセーの留年には非常に重たい意味が付きまとうのよ!?」

　人の人生には色々ある。難病と闘ったり家族を支えるためバイトに明け暮れたり、色んな理由で留年を選択する人もいるだろう。だがそういうきちんとしたのを何も抱えず、『特にエピソードもなく、ただ単に馬鹿だった』という怒ど濤とうの理由が原因で同じクラスのみんなからセンパイ呼びされるのが上かみ条じよう当とう麻まの思い描く理想のスクールライフではないのだ。ああそうだ、こんなの何の合理性もない。二ハ〇タ歳チまでにきちんとした恋愛を通じてこんな童貞なぞ投げ捨ててしまいたい、あるいは近所にキレイで優しいお姉さんがポップして以下略でも可、と同レベルのこだわりでしかない。だがどうか大人になるまでの物語、思春期の脳で考えて欲しい。ここはどうしても守りたい人生の一線だったりするのだ！

「ちくしょう絶対にしがみついてやるぞ」

「無駄な努力を……」

「ぶつぶつ、管理人のお姉さん、ブツブツ、テレビとレコーダーの配線ができなくて」

「そしてどこにチャネリングが繫つながったんだカミやん？」

　思考の連結は人間の脳がスパコンに勝る美点のはずだが、使い所を誤るととんでもない事になる。その典型がここに極まっていた。

　ツンツン頭の肩に乗っていたオティヌスは野郎の耳たぶを嚙かんで、

「おい人間、そろそろ目を覚ませ。ガジガジ」

「ハッ!?　お、俺は今何を……？」

「なかなかにイカれたトランスだった。セイズの才能があるかもしれん」

「あ、あのええと、そうだ。土つち御み門かど、外周までやってきたのは良いいけどここからどうするんだ。許可証もなくゲートを潜くぐれるとも思えないぞ」

　上かみ条じようの背丈の二倍を超える高さの巨大な壁がそびえている。わざわざここを土つち御み門かどが選んだのだ、あの向こうにイギリス清せい教きようの回収部隊が控えているようだ。

　だがこれでゴールではない。直線距離ならせいぜい数メートルだが、むしろここからが本番なのだ。幽霊のように壁をすり抜ける事はできない以上、クリアするための手段がいる。

　土つち御み門かどはこう答えた。

「なら壁を乗り越える」

「もっと難易度高いような気がするんだけど」

　何しろテクノロジー漏ろう洩えいを防ぐためなら発砲も辞さない連中が警備にあたっているのだ。センサーやカメラに守られていないとも思えない。発見次第射殺せよ、が素でまかり通っているような状況で命懸けのボルダリングに挑戦したいと考える輩やからは大変稀まれだろう。

　ところが当の土つち御み門かどはあっさりした調子でこう続けた。

「カミやん。学園都市をぐるりと取り囲む分厚い壁とその地下構造体は、同時に素粒子研究用の大規模な円形加速器としても機能している。当然単位は一〇億ｅＶクラス。電気的なショート一つでドーム球場が閃せん光こうの中に消えていくレベルのエネルギーを取り扱っているんだにゃー」

「それ以前に意図して光速の九九％以上の速度で原子や陽子をぶつけて崩壊していく様を観察するための施設なので、使用中にトンネルの被覆が破られたら中性子がバンバン飛び出しそうなのです。まあ分厚い鉛のシールドが大熱波から機材を守ったのかもですが」

「……聞けば聞くほどおっかないんだけどこの街は相変わらず狂ってんのか」

「地下二〇〇メートルの厚みも信用できんしにゃー。つまり安全装置もそれだけ厳重って事」

　土つち御み門かどはそう言った。

「確かに円形の壁の周囲はカメラやセンサーだらけだが、『壁というカラクリ細工』の中での優先順位ははっきりしている。何があっても第一に加速器を守る事。他は全部後回しだ。……つまり、加速器内部の安定が損なわれれば、カラクリ全体のリソースはそっちの修復に全ての力を注ぐはずだ。その間、侵入者または脱走者の迎撃機能は著しく低下する。場合によっては無効化と呼べるかもしれないレベルでにゃー」

　言いながら、土つち御み門かどはどこからともなく物騒なモノを取り出して組み立て始めた。

「そんな訳で大型ドリルと王おう水すいのご登場だにゃー。壁も地面もぶち抜いて配線をショートさせましょさせましょー」

「ぶっ!?　なんてもんバスの中に持ち込んでたんだ、それってマフィア映画で死体を溶かすヤツじゃなかったっけ!?」

　割とエンタメ作品ではフッ酸と並んで有名な強酸で、濃硝酸と濃塩酸を一定の割合で調合したものを指す。単なる硫酸と違って純金やプラチナでも普通に溶かす極悪ぶりを発揮するので、死体を溶かしてもペースメーカーの基板が残るとかいう事態にはならない事で有名なヤツだ。……つまり持ち運びが超大変でうっかり容器を割ってしまったら最後、誰の手にも負えなくなる点でも。

「図面は頭の中に叩たたき込こんである。カメラの死角で作業を始めて、網の目のように走る壁の中のセンサー糸をかいくぐるように壁の根元から斜め下へ向けてドリルで穴を空けて、後は中に王おう水すいを注げば出来上がりだにゃー。実際にゃ地下深くまで狙う必要はない。壁と地下を垂直に繫ぐ送電線を焼ければ良い」

「分かったよ大先生もう一人で勝手にやってくれよ」

　まったく反則のオンパレードだ。犯人捜しのサスペンスホラーかと思っていたのにラストでチュパカブラが出てきちゃった映画を観みた時と同じ眼まな差ざしで、ふてくされたように上かみ条じようは言った。この完璧超人は一体何のために自分に協力を求めてきたのか。全く意味不明だったが、どうも土つち御み門かどや府フ蘭ランにはツンツン頭を巻き込ませる事に特別な意味を見み出いだしているようだ。つまり欲しいのは参加賞だけで、あんまり活躍自体は期待していない匂いがある。これならわざわざ出席せんでも電報でご祝辞でも贈ってやればそれで良かったのではないか。そんな風にさえ思えてくる。

　ガリガリ岩の塊を削るような音がしばらく続いた。

　特に何のトラブルもなく、握り拳よりも大きな風穴に極悪な薬液が注がれていく。

　ばづんっっっ!!!!!!　と。

　何の変哲もない清すが々すがしい早朝の景色の中、むしろ今までそんなに大量の電気を使っていたのかと驚いてしまうくらい低く重々しい『停止音』が辺り一帯に響き渡った。

「送電網は一つじゃないからな、完全に目を覚ますまで四分五〇秒。ちょっとした長めの曲が終わるくらいだが、上下移動を考えると決して楽観できる時間じゃないぞ。それっ!!」

　発破をかけながら、土つち御み門かどはその辺にあったクリスマス電飾のロープ状ＬＥＤを引っ張り出して壁の上面へと投げつけた。彼一人なら高層ビルの壁をよじ登れるはずなので、主に舞まい夏かや府フ蘭ランのための措置だろう。自慢の妹が関わる場面でのみレディファーストの精神に目覚めるらしかった。

　とはいえ、縄なわ梯ばし子ごのように足の踏み場がある訳でもなく、単純に一本のロープだ。これだけ摑つかんで壁を登るだけでも結構大変だろう。

　自分については自信があるのか、土つち御み門かどは下に着いたようだった。

「まずは一番もたもたしそうな舞まい夏かを押し上げよう。次は府フ蘭ランちゃん。誰か上に登れば、壁の上から次の人間の手を摑つかんで引き上げる力も加わる。時間の短縮にもなるはずだ」

「分かった。俺も踏み台役になる」

　分厚い壁は言い換えれば万里の長城みたいなものなので、いったん登ってしまえば落ちる事はない。重たい人間を引っ張るための足の踏み場にも困らないはずだ。

　舞まい夏かは舞まい夏かでメイド服のロングスカートを気にしながら、

「一応こういう格好なんだけどなー」

「早く行きなさいよ必要なら目隠しでも何でもしてくれよ」

「おい人間、それで胸の内から溢あふれ出だすジェントルを出しているつもりかもしれないが、その格好でメイドに踏まれているのを遠目に眺めると極めて高度な変態にしか見えなくなるぞ」

　ありがたい神託が下ったので強行突破する事にした。

　土つち御み門かどと二人掛かりで舞まい夏かの足を摑つかんで持ち上げる。高い壁ではあるが人間二人分くらいなので、ほとんどクリスマス電飾のロープはいらないくらいだ。メイド見習いは壁の縁に両手を引っ掛けて、ジタバタしながら何とかして身を乗り上げている。

　一転、壁の上からこちらへ身を乗り出して、手を伸ばしながら、舞まい夏かはこう言ってきた。

「なあ上かみ条じよう当とう麻ま、向こうに着いたら……まあそれがどこかは分からないんだけども、とにかくお前にも連絡送るから『承認』してくれよなー」

「あんまりＳＮＳとかやらないんだけどな……」

「ならこれをきっかけに始めれば良いさー」

　壁を越えれば舞まい夏かや土つち御み門かどとはなかなか会えなくなる。だけどそれで繫つながりが断たれる訳ではない。だから上かみ条じようは頷うなずいた。それを見てメイド見習いは小さく笑っていた。

　直後だった。

　府フ蘭ランの番に移るまでもなかった。




　ズドンッッッ!!!!!!　と。

　まず低く禍まが々まがしい大音響が炸さく裂れつし、しかし上かみ条じようにはその明確極まる現象が何に由来するものか全く理解できなかった。
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　　　　５




　壁が。

　上かみ条じよう当とう麻まはそこに極大の異変を見て取った。

　学園都市を円形に取り囲む巨大で分厚い壁から真上に向けて、何か得え体たいのしれない黒い闇のようなものが真まっ直すぐ飛び出したのだ。

　何なん人ぴとたりとも逃がさぬという邪悪な意志の表れ。

　それが壁の上に身を乗り上げた小さな少女を丸ごと吞のみ込こむ格好で。

「舞まい夏か……ッッッ!?」

　土つち御み門かどが叫んだのは、その黒い闇に何かしらの『力』が備わっていた事だ。小柄とはいえ少女一人分の質量が、不安定に宙を舞う。まるで勢い良く棒で突き上げられるように。ろくに悲鳴を上げる事もできず、バランスを崩してこちら側へ落下してきた舞まい夏かに対し、土つち御み門かどは両手を伸ばして危なげなく受け止める。

　何かがおかしかった。

　上かみ条じよう当とう麻まの視界の中に明確な異物が存在した。

「……何だ、これ……？」

　兄の腕の中でぐったりしている舞まい夏かは、そもそもぐったりしているのがまずおかしいのだ。地面との激突は避けられたのだから、ダメージを受ける理由は特にない。そのはずだ。

　にも拘かかわらず四肢から力が抜けている原因は明確だった。

　その薄い胸。

　中央に、得え体たいのしれない黒い闇を凝縮した短剣のようなものが突き刺さっていたのだ。出血らしい出血はないが、メイド服どころか肉体をも貫き、背中側から先端が突き出てしまっている。

　明らかに通常の物理法則ではありえない事態。

　何かしらの異能の力が用いられた、見えざる追っ手からの一撃。

「土つち御み門かどどけ、俺の右手で何とかする!!」

「いや待て、ダメだ人間!!」

　思わず一歩踏み出した上かみ条じように、しかし一番近くにいる理解者のオティヌスから否定の言葉が挿し込まれた。

「今の今まで貴様を抱え込み続けたあの統括理事長が、幻想殺しイマジンブレイカーの性質も理解せず異能の力を振りかざすものか！　こいつは破壊される事を前提として組み上げられた呪じゆ詛そだ!!」

「つまり何がどうなんだ舞まい夏かは助かるのか!?」

「とうま、これはガラス細工でできたジグソーパズルみたいなものなんだよ」

　インデックスはこんな時だからこそ冷静に舞まい夏かの体を観察していた。

　呪じゆ詛そという言葉に、魔ま道どう書しよ図と書しよ館かんの分析。

　……となるとこいつは超能力ではなく魔ま術じゆつなのだろうか？

「つまり砕いても欠片かけらが飛び散る。まいかの体を内側からザクザク刺していくはず。右手の力で触れてしまうのは逆効果にしかならないの」

「ちくしょう、そんなのアリか!?」

　騙だまし絵えのようなというか、ありそうでなかった攻撃だ。ステイルの『魔女狩りの王イノケンテイウス』のように壊しても壊しても復活するパターンや、魔ま神じんオティヌスの『主神の槍グングニル』のように力が強過ぎて弾はじかれるのともまた違う。力任せというよりは、どちらかというと限られたリソースを使って組み上げられた陰湿なトラップに直面したような印象があった。

　一つの魔ま術じゆつでも、扱う者によって色や匂いは大きく変わる。

　攻撃者がこの場に顔を出さない事も含めて、ソリが合う気はしなかった。

　そして連想があった。

　やはり呪じゆ詛そが引っかかったのだ。

（……あいつ）

　上かみ里さと救出の過程でダウンしてしまった御み坂さか美み琴こと。オリジナルのA.A.A.に息い吹ぶきを吹き込もうとした彼女を狙った攻撃者もまた、直接顔を出さずに呪じゆ詛そを使って確実なダウンを取っていたのではなかったか。

（まさか、あの野郎の正体が？　俺の右手のせいで美み琴ことを確実にやれなかったから、さらに方法をアップデートして……ッ!?）

　悪夢のような予想が正しければ、今こうして舞まい夏かを極大の異変の渦か中ちゆうへ突き落としている原因の一端に上かみ条じようの存在が連なっているようなものだ。

「インデックス、詳しい仕組みは分かるか？　オティヌスは？　俺の幻想殺しイマジンブレイカーがダメだとして、どうすればこいつを取り外す事ができるんだ。府フ蘭ラン、土つち御み門かど。誰か分からないのか!?」

　それは手術前の医者にすがる家族のように、意味のない問いかけだったのかもしれない。質問を繰り返した所で今も苦しむ舞まい夏かの生還率を上げる事には繫つながらないのかもしれない。

　分かっていたら誰も沈黙するはずがないのだ。

　一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよを完全記憶するインデックス、『魔ま神じん』唯一の生き残りであるオティヌス、魔ま術じゆつと科学の多重のスパイの土つち御み門かど、上かみ里さと翔かけ流るの監視役として密命を帯びていた府フ蘭ラン。問題文を目の前に広げられ、異端も異端が頭を揃そろえても答えが出ないくらいの難問に直面しているのだ。

　学園都市統括理事長。

　アレイスター＝クロウリーという壁に。

「……なあカミやん」

　やがて、土つち御み門かどはこう呟つぶやいた。

「方針転換したいが、そうなると最大級の修羅場になるかもしれない。それでもオレの話を聞いてくれるか」

「まどろっこしい。早く俺のわがままに付き合えって言えよ」

　クラスメイトの即答に義理の妹を抱える兄は小さく笑った。

　多重スパイという複雑な立場の人間が、敵地とも言える学園都市で腹を割って話ができるという事実。そのありがたみをきっとツンツン頭は気づいていない事だろう。

　肩の荷を下ろすように、サングラスの男はぶっちゃけた。

「……こいつがアレイスター直々の呪じゆ詛そなら、あいつの懐ふところを調べれば解かい呪じゆの方法も見つかるはずだ。あらゆる魔ま術じゆつは人の手で行使されるべき技術なんだからな。だけどそうなると、オレ達たちは我先に逃げ出そうとしていた相手と真正面から向き合う格好になる。わざわざ自じ分ぶん達たちの方から特大の人ひと喰くい虎とらが待つ虎こ穴けつに飛び込むって訳だ」

「つまり？」

「『窓のないビル』。ヤツの居城へ踏み込む」

　これまでの構図がガラリと変わる意見だった。

　中から外へ逃げ出すのではなく、外から中へと踏み込む。大切な命を守るために、世界の中心に向かって走り、駆け抜け、飛び込んでいく。

　だが上かみ条じようは迷わなかった。

　彼もまた笑ってこう答えたのだ。

「良いいね。そっちの方が『らしい』じゃないか」

「言っておくが、相手は核でも破壊不可能な要よう塞さいだぞ」

「だけど絶対なんて言葉はないよ。生あい憎にく、こっちはもうその不可能を二回破ってる。雷神トールと木き原はら唯ゆい一いつの時にな」

　当事者として、持てる知識を総動員すれば良い。

　顔を見れば分かるが、この辺りは同じ時間を共有している府フ蘭ランもピンときているようだった。

「あのビルの真下には巨大な地下空間がある。上かみ里さと翔かけ流るは俺おれ達たちを助けるために『理想送りワールドリジエクター』を使って、『窓のないビル』の尻についていたロケットブースターを破壊してくれたんだ。……つまり、今なら大穴が空いている。難攻不落も何もない、そのまま中に潜り込めるはずなんだ」

　……当然、王の城に籠こもるアレイスターが風穴の存在に気づいていないという可能性は恐ろしく低い。つまり侵入口または『窓のないビル』内部で何かしらの罠わなや待ち伏せが敷かれているリスクがそのまま反比例して跳ね上がる図式である。

　ただし、ここ以外に活路がないのも事実だ。

　もたもたしている間に約束の四分五〇秒は過ぎた。それに、仮に何かしらの方法で壁を越えようとしても、おそらくあの呪じゆ詛そが再び襲ってくる。どっちみち、こうなったら安全に抜け出すためには排除するしかないのだ。学園都市の頂点に君臨する『人間』を。

　だから上かみ条じようと土つち御み門かどは迷わなかった。

　善も悪も味方はしてくれない。この街を造った『人間』がてっぺんに立って制定したルールブックと照らし合わせ、逃亡者という立場を考えれば、少しよう年ねん達たちの方こそが断罪されるべき椅子に座っているのかもしれない。だが彼らは六〇億なり七〇億なりが心酔する平べったいルールブックよりも、一片の曇りもない己の主観を信じた。

　大切な一つの命を守る。

　たとえ書類にまとめられたルールが許さなくても、そこに恥じる理由なんて何もない。その行いには、世界の誰にも許しを求める必要なんかない。大熱波もエレメントも去り、『秩序回復の四八時間』も乗り越えた。当たり前は取り戻したのだ。ならばその当たり前に従って行動させてもらう。

　それだけを胸に、二人の男は声すら合わせて全世界にこう宣告したのだ。




「「全部ぶっ潰つぶしてやろうぜ」」








第二章　逃げ込むべき先は　Escape_to_Central.
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　さまよう旅人のような御み坂さか美み琴ことに声を投げかけてきたのは、少女も良く知る人物だった。

「食しよく蜂ほう？　アンタこそこんなトコで何やってんの？」

「何してるように見えるぅ？」

「……台風でお休みなのに連絡ミスで一人頑張り過ぎちゃった子みたいに見える」

「げふんげふんっ!!　何を妄想力全開にしてるの、そっ、そんな訳がないでしょぉ!!」

「摑つかみかかってこないでよ距離が近いわよ」

　ちょっと勢い余ったら整った鼻先同士がツンとぶつかりそうな距離で、面倒臭そうに目を逸そらす第三位。

　御み坂さか美み琴ことに食しよく蜂ほう操みさ祈き。

　共に名門常盤ときわ台だい中ちゆう学がくが誇るエース級の二人。学園都市でも七人しかいない超レ能ベ力ル者５の、その二つの枠を埋める怪かい物ぶつ達たち。

　だがそんな彼かの女じよ達たちに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける人間はここにはいなかった。

　美み琴ことは食しよく蜂ほうの豊かな胸の真ん中を掌てのひらで軽く押して、圧のすごい体を遠ざけながら、

「……誰も、来なかったのね」

　美み琴ことはポツリと呟つぶやいた。

　常盤ときわ台だいの制服を纏まとっているのは彼かの女じよ達たち二人だけだった。他には誰もいない。学園都市が通常運転なら今日も授業はあるはずだ。校舎があんなになってもどこか別の場所にスペースを間借りしているかもしれない。だが誰も集まらなかった。学校という仕組みは崩壊していた。

　第五位は子供みたいに唇を尖とがらせつつ、

「ま、あれだけの事があったからねぇ。一人二人の不登校なら寮監やカウンセラーが対処したんでしょうけど、流石さすがにこれだけ一斉になると大人おとな達たちも対処不能に陥るみたいダゾ」

　むしろ『いつもの』思考でここまでやってこられた少しよう女じよ達たちの方が規格外だった、とでも言いたげに一人ぼっちの女王もそんな風に洩もらしていた。

「気持ちは分からなくもないけど」

「御み坂さかさんがそんな風に言うとは意外力の塊だわぁ」

「そう？」

　美み琴ことは白い息を吐いて、

「別に見慣れた校舎を壊されたのが衝撃だったんじゃない。暴ぼう徒と達たちが押し寄せてきたのが今でも怖いんじゃない。……ただただ、力を求めた自分が怖かった。そして生き残るための力を具体的に手に入れた自じ分ぶん達たちが、スイッチでも切り替えるように元の生活に戻れって言われても馴な染じめるかどうか自信がなかった。だから歯車が固まっちゃっているんでしょ」

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくは能力開発の名門だ。

　在籍しているお嬢じよう様さま達たちは最低でも強能力レベル３、最高では超能力レベル５に達する。

　扱い方次第では刃物や拳銃をも凌りよう駕がする『力』を持つ生徒も決して少なくないが、ここに一つの歪ゆがみが存在する。

　そう、

「何のために能力を鍛えているのか、いまいちピンと来てない子も多かったからねぇ」

　白い息を吐く食しよく蜂ほうは自分の体を両手で抱いて、太ふと股ももを擦こすり合あわせながらそんな風に言っていた。

　あなたは何のために勉強しているのですか？

　こう質問されたとして、きちんと答えられる人間はさてどれほどいるだろう。親に言われているから、先生にそう教えられているから、世の中の仕組みだから。大体はこうではないだろうか。未来へのビジョンが見えている生徒でも、受験のためとか将来のためとか、改めて考え直してみればふわっとしている事は少なくない。

　具体的に、ロケットを組み立てるにあたってこの方程式はここで扱うから覚えておかなくてはならない……などと、あたかもジグソーパズルのピースを一つ一つ嵌はめ込こんでいくような感覚で勉強している者は、流石さすがにほんの一握りではないだろうか。

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さま達たちも同じだった。

「白しら井いさんみたいなのは周りのケアに奔走してるようだけど、ああいうのは稀き少しよう力りよくのカタマリでしょうねぇ。まったく御み坂さかさんに預けておくには惜しい人材ダゾ」

「預けるって、まるで元はアンタのものみたいな言い方ね」

「あなたのものでもないけどねぇ？」

　今の今まで、彼かの女じよ達たちは絶大な能力を『どう』使うのか、正確なビジョンを思い浮かべる事ができずに開発を進めてきたのだ。

「能力は、使える」

　両手を口元に寄せて白い息を吹きかける美み琴ことに、何な故ぜだか食しよく蜂ほうの方も寄ってきた。背に腹は代えられないのか、二人でふうふうしながら指先を寒さの痺しびれから守っていく。

　正面というより肩を寄せ合うようにして、甘い匂いを振ふり撒まく食しよく蜂ほうはこう続ける。

「……当たり前の事なんだけどねぇ。でも、その当たり前がひどく、怖い。灼しやく熱ねつの大熱波に猛威を振るうエレメント。そんな中でも平然と生き残れるくらい実践を繰り返してきたんだもの。何も事件の起こらない平穏な日常にそんな能力を持ち込めるなんて知ってしまったら、そりゃあ恐ろしくも感じるわよねぇ」

　力と快楽は似ている部分がある。

　一度でも覚えてしまったら抜け出せなくなる恐怖がある。

　あるいは麻薬、あるいはチート、あるいは賭け事、あるいはカンニング。

　やってしまえば楽ができると分かっているからこそ、動けない。あれだけ過酷な環境でも悠々と生き残れるような能力はいつでも彼かの女じよ達たちの傍そばに寄り添っている。使う使わないなら、使った方が便利に決まっているのだ。だが階段からエレベーターに切り替えれば足腰が弱り、スマホの漢字変換に頼れば読み書きに支障が出るのと同じく、楽な道は一度覚えてしまえば抜け出せなくなり、そして今まで当たり前のように律していた自己を抑えられなくなる。

　醜く堕落していく自分を許せない。

　世界に通じる力がある事が、怖い。

「気持ちは分からなくもないって言い出している所を見るに、御み坂さかさんも燃焼力全開で燃え尽きちゃったとかぁ？」

「むしろアンタ一人が何でそこまで平常運転なのかが見えないんだけど。ここでショックを受けていないって事は、普段どんだけ能力に頼り切りの生活を送ってんのよ」

「年中ビリビリ撒まき散ちらしてる御み坂さかさんに言われる筋合いはないと思うんだケド、でもやっぱり私わたし達たちが超レ能ベ力ル者５だっていうのも関わっているのかしらねぇ」

「かもね」

「自分の能力を自重している超レ能ベ力ル者５はいない」

　食しよく蜂ほうはそんな風に囁ささやいた。

「……とまで言っちゃうと流石さすがに語弊があるかもしれないけどぉ、でも私わたし達たちみたいなクラスになるともう人間としてのステータスと自分の能力の強さが切っても切れない関係になっちゃうからねぇ」

　オリンピックで金メダルを獲とったスポーツ選手は、そのプライベートが何であれ金メダルを獲とった競技から逃れる事はできなくなるだろう。ノーベル賞を獲とった科学者は、どんな仕事をしていたってその専攻分野の話で頼られるばかりになるだろう。優れた功績を残した者はその功績に縛られる事になる。能力は常に自分の傍そばに寄り添っている、という事実を嫌というほど実感させられ、当たり前のように共に歩んでいく事となる。それはもう、自覚症状の生じないレベルでだ。

　にも拘かかわらず、御み坂さか美み琴ことはこう言ったのだ。

　自分と能力が乖かい離りしかけたお嬢じよう様さま達たちに対して、気持ちは分からなくもない、と。

「……てか、それこそアンタの能力があればカウンセラーなんかいらないんじゃない？　私以外の生徒なら誰にだって届くんでしょ、心理掌握メンタルアウト」

「かもしれないわねぇ。でも別に、そこまで異常な心理状態とも思わないのよね」

「？」

「扱い方次第では人を殺せる力がいつでもついて回る。刃物や銃器と違って自分の意思で手放す事もできない。これって本来、恐怖力を覚えるべき事案よねぇ？」

「それもまあそうか」

「御み坂さかさんみたいにリアルファイトで加減を覚えるなんてのは論外だけどぉ、恐怖を覚えた上で折り合いをつけるって大切な事だと思うわよ。むしろ凶器を持っている恐怖を能力で麻ま痺ひさせて学校生活へ戻したら、にっこり笑顔で何が起こるか分かったもんじゃないわぁ」

「何か人をとんでもないバケモノみたいに扱わなかった？」

「あれだけ音速の三倍で金属砲弾飛ばしておいて一人も死なせないなんていうのはね、日本刀振り回してあちこちのムダ毛を奇麗に処理するよりも力加減がシビアなはずなんダゾ？　感覚で取り扱ってる御み坂さかさんにはサッパリ分からないかもしれないけどねぇ」

　はあ、と御み坂さか美み琴ことは息を吐いた。

　彼女も彼女で心が弱っているのだろう。気がつけば、平素であれば絶対に言い出さないような事を切り出していた。

「……相談しても良い？」

「やだ怖い、槍やりが降ってくるからお断りだわぁ」

「例のバカも関わってるんだけど」

「さっさと言いなさいよいちいち許可なんて取っているんじゃないわよ」

　何な故ぜだかすごい勢いで前のめりにきた。

　傍はたから見れば唇と唇の距離が五センチ以内、非常に百ゆ合りな匂いの漂うお嬢様とお嬢様はこんな風に言い合っていた。

「私が怖いって言っているのは、第三位の超能力レベル５、つまり自前で備えている超電磁砲レールガンの事じゃないのよ」

「それを第五位の私に相談してどうする訳ぇ？」

「順位自慢じゃなくて」

　美み琴ことは間近にいる食しよく蜂ほうの唇に人差し指の腹を当て、

「私が言っているのは能力の外にある『力』」

「むー。御み坂さかさん、人の唇むにむにするのやめてもらえますぅ？」

「つまりA.A.A.どうしようって話なんだけど」
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「んー？」

　当のメイド少女・土つち御み門かど舞まい夏かは吞のん気きなもので、ぱちりと目を覚まして身を起こすと、そのまま小さく首を傾かしげていた。その薄い胸のど真ん中に闇を固めたような短剣が貫いているというのに、痛みや苦しみ、そして恐怖らしい恐怖すら浮かんでいない。

「結局これ何なんだ？　騙だまし絵えとか立体映像とかのイタズラじゃなくてかー？」

　……そりゃあ上かみ条じようだって知り合いの女の子に胸を押さえてのた打ち回って欲しくはないが、これはこれで不気味でもあった。当人に自覚症状がない事が、安全か危険かを測るバロメータになるとは限らない。不吉極まる連想だが、たまにテレビでやってる世界のびっくりニュース特番なんかで出てくる、手術ミスとかで体内にメスやカンシが残ったままごく普通に生活している人を見ているような気にさせられる。

　そして拘こう泥でいしている場合でもなかった。

　ゴン、と何か重たい音が落ちたのだ。

「……？」

　上かみ条じようが眉をひそめ、全員でそちらへ首を振った。

　道端に何かがあったた。さっきまでは確実になかったはずのものだ。風景から切り取られた明らかな異物の正体を、上かみ条じようは最初イメージできなかった。何に使うかも分からない銀の輪。文字も模様もないそれの正体を看破したのは、結局ツンツン頭の少年ではなく隣にいた土つち御み門かどだった。

「手錠、だと？」

　ああそうか、手錠だ。鎖がなく、片方だけだからピンと来なかったが、改めて見てみれば、と場違いにもすっと腑ふに落ちて安あん堵どする上かみ条じよう。訳の分からないものが自分の言葉で説明できる引き出しへ収められた事での落ち着きのようなものを得ていたのだ。しかしあんな禍まが々まがしい道具と接する機会はない。

　ただし当然、それだけでは終わらない。

　ずるりと何かが蠢うごめいた。

　手錠の足りない部分を補うように、銀の輪の一端から指先大の鎖が飛び出したのだ。収納するスペースなんてどこにもないのに、メジャーか何かのように次から次へと際限なく鎖は伸びる。のたくり、互いに絡からまり合あい、気がつけば大量の鎖は一つの形を作っていた。

　まるで人間の骨格。

　そして空間中に漂う何かを水みず飴あめのように取り込み絡からみ付つき、透明な血肉を纏まとっていく。

　一つきりの輪の部分を頭ず蓋がい骨こつとしたようなそれは、地面に額を擦こすりつけて四肢を折り曲げ、うずくまっているようにも見える。

　手錠の輪の部分が地面から持ち上がり、四肢を地に着けた何かが明確にこちらを見据える。

　それはもうニンゲンというよりケダモノに近かった。

　そこからの連想か、インデックスが思わず呟つぶやく。

「……Beast666」

「アレイスター＝クロウリーの魔法名か!!」

　肩に乗るオティヌスが吼ほえたのが引き金となった。

　透明な血肉の芯となる手錠と鎖が怪しい虹色の光を発する。まるで暗闇の中でＬＥＤスーツを纏まとってダンスを踊るパフォーマンスにも似た異世界感。それでいてアンダースローで地面すれすれを伸びるように飛んでいく硬球を連想させた。

　ここまで来て害意がないとは言わせない。

　そして単なる偶然の辻つじ斬ぎりや通り魔に巻き込まれたというのもありえない。

「うおおっ!?」

　心臓から全身へ伝わる恐怖と嫌けん悪おへ上かみ条じようは率直に従った。その右の拳を強く握り締め、一歩前へ。勇気を振り絞るというよりは、テレビに映るホラー映画からよそのチャンネルへ切り替えるためにリモコンを摑つかむような後ろ向きのモチベーションで拳を振り抜く。

「っ!?　待て人間!!」

　肩のオティヌスがまたも叫んだ。

　ぎくりと上かみ条じようの全身が跳ねるが今さら動きは止まらない。何かとんでもない地雷を踏んだ、それだけは理解できた。何しろ『主神の槍グングニル』や『弩いしゆみ』で真正面から幻想殺しイマジンブレイカーを砕いて吹き飛ばす、あの『魔ま神じん』が慌てて引き止めるような事態だ。絶対に何かろくでもない事が起きる。思わず両目さえ瞑つぶってしまいそうな恐怖と後悔が背筋に忍び寄る。

　そして拳と鎖の骨格とが激突した。

　直後の出来事だった。




　ぱんっ、と。

　あまりにも呆あつ気けなく、透明な血肉と虹色の骨格は水風船のように弾はじけ飛とんでしまう。




「えっ……あ……？？？」

　逆に。

　順調過ぎて上かみ条じようの心臓が不規則に跳ねた。このボールペンはノックするとビリビリが流れますよと教えられていたのに、歯を食いしばって試してみても何も起きなかった時のような……？　目の前で起きた現象をどう処理して良いのか、頭の中が混乱で満ちる。

　だが魔ま術じゆつ師し達たちは警戒を解かなかった。

「油断をしてはダメなのです。何かもやのようなものが絡み付いている!!」

「っ？」

　パーカービキニの府フ蘭ランから指摘されて、上かみ条じようはようやっと自分の格好へと目をやった。

　確かに。

　静電気とも、オーロラとも、霧とも違う。とにかくＣＤの表面のような輝きがあった。空気から滲にじみ出でては消えるように曖あい昧まいなもやのようなものが、上かみ条じようの周囲をうっすらと漂い始めている。あの奇怪な手錠の鎖と同じ色彩に取とり憑つかれる事は、魔ま術じゆつに明るくない上かみ条じようでも不吉な何かを感じてしまう。

「でっ、でもだからどうしたっていうんだ？　こんな光だかもやだか分からないもの、別にまとわりつかれたってどうって事ない。大体痛みも何も……」

　……ある訳じゃない、と言いかけてギクリと上かみ条じようは全身が凍りついた。

　彼の視界の中にキョトンとした土つち御み門かど舞まい夏かがいた。

　明らかに胸の真ん中を異物が貫いているのに、痛みも苦しみも感じる事ができない一人の少女を。自覚症状がない事と異常が存在しない事はイコールで結べるとは限らないのだ。

「業、か」

　土つち御み門かどは忌いま々いましげに呟つぶやいた。

　上かみ条じようは眉をひそめて、

「ごう？」

「カルマ。イギリス生まれのクロウリーらしくないって思うかもしれないが、カバラベースを謳う『黄金』だって土台となったヘルメス学はトートとかマーキュリーとかエジプトやギリシアなんかの多国籍ごった煮だった節もあるし、ヤツは独自の対応表を作って東洋の易えき経きようが西洋のどんな数値に置き換わるかを残しているほどだ。旅行通でアジアにも足を運んでいたし、鎌倉の仏閣を眺めて思わずその場で宗旨替えをしようとしたなんてエピソードもある」

「いやあの、それ以前に業とかカルマが分からない」

「自じ業ごう自じ得とくの業だ。つまり、自分の行いが自分の結果を招く、という考えだな」

　肩のオティヌスは腕を組んで鼻から息を吐くと、

「この業の中で最も分かりやすいのは殺せつ生しようのカルマだ。ある人物が人の親を殺せばその子から仇かたきとして追われる。これが自じ業ごう自じ得とく。……そしてお前は今、やってしまっただろう。虹色の鎖を右手で砕いて殺し、その業を背負った。面白い状況じゃないぞ、ヤツは明らかにお前へ業を負わせるために刺客を放っている」

　インデックスは難しい顔で、

「第四の書や７７７の書によれば、『鎖』の象徴武器シンボリツクウエポンは迷走する思考を縛り付ける因子だったはず。でも『火の杖つえ』や『風の短剣』と違って形のある道具じゃなくて、意識なく術者を制限するものでしかない」

「結局これを纏まとうと何が起きるんだ……？」

「分からないのです。ただ、数を重ねるほど効力は強く分厚くなっていくでしょう。一枚の紙切れは指先で貫けるけど、束ねてしまえば銃弾すら受け止められるように」

　何となく、望んでもいない重ね着を一〇枚一〇〇枚と被かぶせられるイメージを頭に浮かべる上かみ条じよう。これから来るのは重みか痛みか。何にしても身動きが取れなくなる可能性が出てきた。

「でも、ならそのカルマ？　虹色のもやを右手で壊しちまえば……」

「これまで幻想殺しイマジンブレイカーを飼い殺しにしてきたアレイスターがそんな事にも気が回らないとでも思っているのか人間？　カルマを殺す事はできるが、その場合は『カルマを殺したカルマ』が生じるだけだ。親の仇かたきを取るためにやってきた子を返り討ちにしても、その兄弟が襲いかかってくるようにな」

　殺せば殺すほど人の業、カルマとやらが膨らんでいくと考えると、それでは雪だるま式だ。結局、相手にしないのがベスト、という事になるのだろうか。

　そして気になる事がある。

「ちょっと待った。……殺せば殺すほどペナルティが溜たまっていく、ってルールだとすると」

「ああ」

　土つち御み門かどは油断なく辺りを見回して、




「あれ一回で終わるとは到底思えない」




　ゴン、と。何かが落ちた。

　一体どこから現れたのかは分からない。とにかく少し離れた場所に、さっきと同じ手錠の輪が一つだけ。

　いいや、『だけ』ではない。

　今度はさっきとは違う、自転車の歯車のようなものもあった。

　じゃらじゃらじゃらじゃら!!　と激しい金属音を立てて双方のヘッドから鎖が飛び出し、人間に似た骨格を作っていく。

　片方は何かを縛り付け、動きを封じるための鎖。

　片方は何かの力を伝達し、動きを加速させるための鎖。

　同じ鎖でも意味エツセンスが違う。

「本来の役割にない象徴武器シンボリツクウエポンがいる……!?　歯車を太陽とみなすと男性原理、手錠を輪とみなすと女性原理。対称を作る事で存在しない属性を浮かび上がらせているんだよ！」

「ヤバい、これがカルマとかいうペナルティか？　俺が呼び込んでんのか!?」

　不気味に輝く鎖の骨格に上かみ条じようは総毛立つが、三毛猫を抱えるインデックスは首を横に振っていた。

「ううん、それだとそもそも一体目がどうやってここに現れたのか説明できないかも。だとすればとうまが虹色の鎖の怪物を破壊するより前に最初の原因があるはずなんだよ！」

「最初の、原因……？」

　そもそも一番初めにあった異常事態は何だったか。

　上かみ条じよう当とう麻ま、インデックス、オティヌス、烏丸からすま府ふ蘭らん、土つち御み門かど元もと春はる、そして三毛猫までもがある一点に目をやっていた。

「？」

　当の本人、土つち御み門かど舞まい夏かだけが皆の視線を受けて首を傾かしげていた。

　その胸の真ん中に、痛みなき闇の短剣を突き刺したまま。

　二体分の鎖の骨格に透明な何かが水みず飴あめのように絡からみ付ついていく。それらは血肉だ。いよいよ爪つめも牙きばも持つ刺客が明確に産み落とされていく。

　こいつらを倒しても終わりではない。

　いくらでも積み上げられていく。

「じ、冗談だろ……」

　業の獣。

　一体倒せば虹色のもやがまとわりつき、それが一〇体一〇〇体と重なれば何がどうなるのかは誰にも想像がつかない謎を秘めた攻撃手段。

　勝つか負けるかなど関係なく、確実に『何か』を背負わせる罪の群れ。

　壁のすぐ内側、誰に助けを求められる訳でもない無人の領域に明確な脅威が湧き立っていく。

「それじゃ何か？　舞まい夏かの胸にあれがある限り無限に手錠だの歯車だのが湧いて出るっていうのか!?　それじゃどこまで行ったって振り切れないじゃないか!!」

　どっ!!　と。

　複数方向から生肉を貪むさぼるハイエナの群体のように虹色の鎖の骨格と透明な血肉が勢い良く迫ってくる。その鋭い爪つめを持つ手が、手が、手が、手が!!　次々に伸ばされるそれを見て、まずいと分かっても上かみ条じようは思わず右の拳を握り締めてしまう。

「んっ!!」

　とっさに叫んだのはパーカービキニの府フ蘭ランだった。ＵＦＯ少女を卒業した彼女は、イギリス清せい教きようの魔ま術じゆつ師しでもある。

「処しよ女じよ宮きゆう。Heh、Heh、Vau、Yod、歳差によりすでに失われし第六宮の輝きに導かれ神名八文字の天使よ目の前の厄災を討うち祓はらえ!!」

　その指先から黄緑の光が溢あふれる。

　だがそれが具体的にどんな意味を持つのかが分かる前に、自転車歯車の鎖が前へ躍り出た。ぐるりと頭部代わりの歯車が回った途端、

「っ、だめ、待って!!」

　インデックスが叫んだ直後、ウサギアンテナの指先にあった光の色が狂った。

　突然鮮烈な赤に切り替わったかと思ったら、手の中でその光が爆発したのだ。

「ううっ!?」

　自らの爆発で呻うめく少女に向けて、続けざまに手錠の鎖が迫る。もうなりふり構っていられなかった。上かみ条じようは握った拳をケダモノへと叩たたきつける。

　あまりにもあっさりとした破裂音と共に、再び『業』が上かみ条じようの腕へ絡からみ付つく。

　分厚く、禍まが々まがしく。

　府フ蘭ランも府フ蘭ランで自分の手を押さえつけながら顔をしかめて、

「……ど、どうして第一の白はく羊よう宮きゆうが……？」

「人の心に働きかけて、頭に浮かぶ配色を変えているの！　手錠が停滞、歯車が加速。赤から紫まで、ガラスの柱で分解できる光の色をぐるりと回しているんだよ!!」

　どれだけ危険なものかは高校生の上かみ条じようには測れないが、ようは魔ま術じゆつを暴走させる事ができるようだ。

　そして魔ま術じゆつ関かん係けいが役に立たないとなると、ますます上かみ条じようの比重が高まってしまう。

　ガツンと音を立てて、虚こ空くうから落ちた手錠の輪から新しく虹色の鎖が生じる。

　いよいよ待ったなし。

　だが立て続けの揺さぶりに、上かみ条じようは注意が散漫していたと言わざるを得ない。

　気づかなかったのだ。

　すぐ隣にいたはずの金髪にサングラスの少年、土つち御み門かど元もと春はるがいつの間にか消えている事に。




　ドゴンッッッ!!!!!!　と、恐るべき轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　黄色い巨大なクレーン車が包囲網を外から突き破るように突撃してきたのだ。




　重量にして一〇トン以上。

　ノーブレーキで突っ込んだ鋼の塊がディーゼルエンジンの力を存分に蓄え、刺客をまとめてボウリングのように吹き飛ばす。

　当然、乗っているのはヤツだった。

「乗れ!!」

「乗れって言われてもボックス席しかねえだろ土つち御み門かど!!」

　仕方がないので上かみ条じようは舞まい夏かや府フ蘭ランのお尻を押して側面に上げ、インデックスの手を摑つかんで引っ張り上げて、兎とにも角かくにも消防車にしがみつくレスキュー隊員みたいに側面へひっついた。こっちの了解など待たずにサングラスの破天荒兄貴は馬鹿デカいシフトレバーをガコガコ鳴らして超重量級のモンスター車両を急発進させていく。

　もぞもぞと路上で蠢うごめく虹色の鎖をもう一度轢ひき潰つぶし、上かみ条じよう達たちをくっつけたクレーン車が包囲網を突破していく。

　猛烈な突風を全身に浴びながら、上かみ条じようは思わず後方へ目をやっていた。

「ちくしょう、普通にあっさりむくむく起き上がってやがるぞ!?」

「カミやんの幻想殺しイマジンブレイカー以外、まともな方法じゃ死なないんだろ。そもそもアレイスタークラスの大だい魔ま術じゆつって事もあるんだろうが……それ以前に、完全に狙いを絞ってやがるんだにゃー」

　運転席の声は焦あせっていなかった。

　これくらいのゲテモノは想定していたかのような口ぶりだ。

「どっちみち第七学区の『窓のないビル』まで出向かなくちゃならないんだ。このままぶっ飛ばしていけば良いんだぜい!!」

「……、」

　超重量級のクレーン車だが、いったん加速がついてしまえばかなりの勢いが出るらしい。みるみる内に後方から迫る手錠と歯車の刺客が小さくなっていく。上かみ条じよう達たちは死を連想させる静寂に包まれた無人のコンテナエリアから活気溢あふれる市街地へと突っ込んでいく。

　だがそれで危機が終わる訳ではない。

「わっ!?　何だ何だー？」

　一番の当事者なのにいまいち危機感が追い着いていないメイド少女の舞まい夏かが、クレーン車側面にしがみついたまま目を白黒させていた。

　ゴン、ガン！　と。

　時折不規則に路上でオレンジ色の火花が散っていた。どこからともなく落ちてきた歯車や手錠の輪がアスファルトに激突しているのだ。だが速度についていけないのか、地面に落ちて明確な形を作る前にははるか後方に流されてしまっている。

「何だありゃ、いくらでも生み出せるのか!?」

「ううん、あれはそもそも物質的なものじゃないの。おそらく追跡不可能になった古い個体は自ら形を失って『ストック』を増やしているんだよ！　あくまでも『枠』は一対、二人までのはず！」

　しかし油断も安心もできない。

　速度で振り切ったからと言って、彼らが消えてなくなる訳ではないのだ。そしてストック分の歯車か手錠は舞まい夏かの周囲ならいつでもどこでも形を作れるというのなら、距離を稼いでも意味はない。言ってみれば、駅伝で距離を稼いだのにさっさと繰り上げで次のランナーが走り出してしまうのと同じだ。

　黙って倒されるのは論外だが、迂う闊かつに倒してしまってもペナルティを背負わされる。しかも相手は数を減らしても空きストックが増えるだけ。これではもうフルアクセルで逃げるくらいしかやる事がない。

「気になるな……」

　肩に乗るオティヌスがそんな風に囁ささやいた。

「確かに陰湿な手だが、決め手に欠ける。まるで私わたし達たちを既定のレールに乗せるために追っ手をけしかけているみたいだ。野の兎うさぎを追い立てる猟犬のように」

　上かみ条じようは思わずぎょっとした。

「……アレイスターとかいうヤツが自分から『窓のないビル』に俺おれ達たちを誘い込んでいるって事なのか？」

「いいや、それでは意味がない。お前は実感がないかもしれないが、『窓のないビル』は科学サイドの中枢だぞ。絶対に取られてはならない本丸だ。どこでも自由にコースを決めて誘い込めるなら、何でもない路地の行き止まりにでも誘導してボコ殴りにしてしまえばそれで済むはずではないか」

「それがあいつのやり方なんだ」

　口を挟んできたのは運転席の土つち御み門かどだった。

「勝利も敗北も、成功も失敗も、獲得も喪失も、栄光も挫折も、アレイスター＝クロウリーにとっては同じ事ぜよ。たとえ一から六まで賽さいの目めに何が出たとしても、結果として一つの向きに流れを整えられれば目的は達成される。あいつは本気でそう信じてやがるのさ。普通はコロンゾンの召喚であれだけ派手に失敗していれば萎い縮しゆくするものを、ヤツはそこから燃え上がったからな」

　何か大きな流れのようなものを感じる。

　必死にもがいて激流から岸へ上がろうとしているのに、どうあっても大量の水は上かみ条じよう達たちに絡からみ付ついて離さない。努力をすればするほど、それを嘲あざ笑わらうように下流へ下流へと流されていく。

「……、」

　いくらでも信号を無視して十字路に突っ込み、けたたましい音を立てる踏ふみ切きりの遮断機を豪快に突き破って、土つち御み門かどのクレーン車は朝の街を爆走していく。

　いかに広い敷しき地ちといっても所しよ詮せんは一つの街だ。

　第一一学区から目的の第七学区へ入るのにさして時間はかからなかった。

　ウサギアンテナの少女が、かつて見た入口に反応して声を出す。

「見つけたのです」

「カミやん出入口は!?」

「あっ、ああ、確か道路が四角く切り抜かれていたような、そうだあの枯れた街路樹の辺り……ッ!!」

　にゃーにゃーサングラスは最後まで人様の言葉を待たなかった。サイドブレーキを引いてその場で大きく巨体を振り回しつつ、クレーンアームからぶら下がっていたものを思い切り解放していく。

　ビル解体用の巨大鉄球であった。

　超特大のモーニングスターが遠心力をたっぷりと蓄えて振り回され、そしてアスファルトに偽装する形で固く閉ざされた地下への出入口をしたたかに強打した。何しろ一〇トンオーバーものクレーン車が浮かび上がって片輪走行に陥るほどの破壊力だ。元々何重のロックやデッドボルトで保護されていたかは知らないが、一発でぶち抜いて四角い出入口が生じた。

　一体何をどうしたのか、片輪走行から車体を元に戻しつつ、土つち御み門かどの操るクレーン車は下りのスロープへと突っ込んでいく。

　忘れてはならないのは、こうしている今もクレーン車にしがみついている舞まい夏かを中心に歯車や手錠の輪が産み落とされている点だ。どれだけアクセルを踏んで距離を離しても決して安あん堵どする事はできないのだ。

　ガリガリとタイヤを擦こすらせ、一気に最下層まで爆走していく。

　クレーン車が甲高い音を立てて急ブレーキをかける。そこは相変わらず広い空間だった。一〇〇人の少しよう女じよ達たちを右手一つで支配していた、木き原はら唯ゆい一いつの城。

　何とも奇妙なものだった。

　破滅と災厄の空洞は、今彼らにとっての希望の道へと変へん貌ぼうしている。

（そういや唯ゆい一いつのヤツはどこへ消えたんだ？　っと!?）

　そして振り落とされそうになりながら上かみ条じようが真上を見上げると、鍾しよう乳にゆう洞どうのように無数のロケットブースターがぶら下がっている。その全てが破損し、大きな傷口をさらしていた。あそこからなら、難攻不落の『窓のないビル』へ飛び込める。

「……、」

　パーカービキニの府フ蘭ランもまた、太陽でも見上げるように頭上の大穴へ目をやっていた。

　今はもうここにいない上かみ里さと翔かけ流るが繫つないでくれた突破口。恋の終わりを迎えた小さな少女の胸中には一体何がよぎっているのか。

「時間はないぞ！」

　土つち御み門かどはクレーン車の支持脚で地面を踏み締め、そのアームを大きく伸ばしながらそんな風に叫んでいた。そう、車が動きを止めてしまえば舞まい夏かの周りにいつでもどこでも現れる二体の鎖の怪物から逃げられなくなる。後方から着実に追ってくる連中とも鉢合わせてしまう。しかも倒せば倒すほど正体不明のペナルティ、カルマがついて回る。

　そうなると、とにかく移動を続けるしかないのだ。

「ここを行くのかよ……ッ!?」

「あれだけ学生寮から飛び降りたり飛行機からスカイダイビングやっておいて、今さら高所恐怖症って訳でもないだろうカミやん!!」

　現代のジャックと豆の木とは、斜めに伸びきったクレーンのアームであった。手すりも命綱もない。ちょっと足を滑らせれば硬い地面まで真っ逆さまだ。

　無理矢理ポジティブに考えるとすれば、これくらいしかなかった。

　Ｑ１、高所から墜落するのと不気味な虹色の鎖から嬲なぶり殺ごろしにされるの、どっちがマシ？

「ちくしょうひでえ話だ!!」

　方針は決まった。

　最初に土つち御み門かどがひらりとクレーンのアームに摑つかみかかって先行していく。言うまでもなく登山ガイドと同じで『お手本のコース』を後続に教えるためのものだ。後にはインデックス、舞まい夏か、府フ蘭ランなどの女の子勢が続き、上かみ条じようがしんがりを務めた。

（こんな状況じゃ後ろに転がってきても受け止めらんないけど……）

　流石さすがに声に出すほどデリカシーがない訳ではない。

　そして前を行くパーカービキニが、お尻のサッカーボールみたいなアンテナをふりふり左右に振りながら、ふとその小さなお尻を片手で庇かばい始はじめた。

　呪いの声が聞こえる。

「……何見上げているんですかこのド変態ゴミ虫ローアングル覗のぞき野郎」

「水着はパンチラに入りません！　てか冬でも半ズボンの子なんかに色気もクソもないわ!!」

「人のファッションセンスを滅法大味な引き出しに入れないでくださいなのです!!」

　こうしている今もアームをよじ登る舞まい夏かの周囲には重たい手錠の輪や歯車が落ちているのだが、やはり細いクレーン上での話だ。取っ掛かりらしい取っ掛かりもないのではるか真下の地面へと消えていってしまう。

　だがほっと一息ついている暇はない。虹色の鎖の骨格と透明な血肉を纏まとうケダモノもまた、アームをよじ登ってこっちに迫ってくるのが見える。

「っ！　ああもう!!」

　迫り来る鎖の内、歯車の方を蹴け落おとす上かみ条じよう。幻想殺しイマジンブレイカーさえ使わなければ謎のカルマを背負う必要はなくなるが、代わりに決め手に欠ける。連中はどんな高さから落とされようが死ぬ事はないのだ。

　ただ、おかげで高さへの恐怖に縛られている暇もなかった。

　気がつけば結構な距離を進み、破損したブースターからその内部へと潜り込む事に成功していた。

　ただし侵入ルートがあるのは、相手も同じように追い駆けてこられるという事を忘れてはならない。

「っ、どけカミやん!!」

　土つち御み門かどが躍り出た。

　彼は自分のこめかみの辺りから血管がボコボコと湧き立つのも気に留めず、

「五行ノ黒よおヤンキー、水龍ノウネリヲ以テねぼけてねえでし障壁ヲ取リ除ク可ごとをしやがれ!!」

　小さな折り紙で作った龍が解き放たれた直後だった。

　一対のケダモノの内、手錠の輪がガチャガチャと開閉する。

　ヤツらは魔ま術じゆつの色を変えて暴走を促す。

　ただし、

「元からっ、暴走するのは織り込み済みだっっっ!!」

　構わず押し通した。

　空間から生じた膨大な鉄砲水が土つち御み門かどの周囲に絡からみ付つき、そしてクレーンのアーム先端へ勢い良くぶち当たった。振り回されるアームごと超重量級のクレーン車がまとめて横に倒れていく。豆の木は切り倒され、しがみついていた亡もう者じやが振り落とされていく。

「ぶっ……」

「兄貴？　どうした兄貴!?　血まみれだけども!!」

「……っぼ」

　ぎょっとした舞まい夏かの言葉に取り繕う事もできず、土つち御み門かどは体をくの字に折り曲げて盛大に吐血した。魔ま術じゆつ師しでありながら能力者としても開発を進めてきた、その弊害が彼の全身を蝕むしばんでいるのだ。

　そもそも、この副作用には何発までと決まった数値は存在しない。

　一〇〇回やっても耐えられるかもしれないし、たった一回で心臓の血管が破裂して死ぬかもしれない。そんなロシアンルーレットのような理不尽さに縛られているのだ。

「後続は来ない……。ヤツらは天使や悪あく魔まみたいに翼が生えるって訳でもないだろう……」

　土つち御み門かどは口元を手の甲で拭ぬぐいながらそんな風に言った。

　からん、という乾いた音が聞こえたのはその時だった。

「だが舞まい夏かの問題を解決しない限り、いくらでも手錠だの歯車だの、虹色の鎖の連中は現れる。早く先に進むぞ、そうしないと挟まれる……っ!!」
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　A.A.A.。

　アンチアートアタッチメント。

　元々、御み坂さか美み琴ことには縁もゆかりもない単語のはずだった。手に入れたきっかけについても棚から牡ぼ丹た餅もちに近い。しかし現状、少女にとって切っても切れない関係になりつつあるのも事実だ。

　だがあれについては謎も多い。

　それは多くのエレメントを引き連れていた木き原はら唯ゆい一いつの手で常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの校舎を徹底的に破壊された原因の一つにもなっていたらしい。さらには呪じゆ詛そという聞き慣れない単語が具体的な脅威として牙きばを剝むいてきたのだって、A.A.A.によって『一歩奥へ』進んだからかもしれない。

「つまり、あの子こ達たちと同じなのよ」

　美み琴ことは改めてそんな風に切り出した。

　場所は『学まなび舎やの園その』の外にあるハンバーガーショップだった。どこにでも門戸を開いているチェーン店ではなく、狭っ苦しい雑居ビルの窮屈な階段を上った先にある、一体誰をウェルカムしてんだか分かりゃしない小さな店だ。ていうか表に看板すらない。何も知らなければ得え体たいのしれないコワモテ揃ぞろいの事務所にしか見えないかもしれない。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは店の前で蜂蜜色の髪を払い、ここぞとばかりのドヤ顔でこう言ったものだ。

『別に「学まなび舎やの園その」だからって無条件で名店ばかりが揃そろっている訳じゃないわぁ。保存料、着色料、合成甘味料に牛脂やラード、素知らぬ顔で色々ぶち込んでるトコも珍しくないし。見た目に惑わされずホンモノをいくつ押さえておけるかで人としての格ってのが決まっていくものなのよぉ？』

『はいはい、隠れた名店知ってる私スゲェー理論ね。すごいすごい』

『……ぶすぅ』

『何で今急に可愛かわいくなった？　上から目線で扱われると幼児退行する人種かアンタ』

　でもって今。

　たまにテレビとかでやっている、どこからどう見ても建売住宅やマンションの一室なのに蓋ふたを開けてみたら一いち見げんさんお断りの高級フレンチでしたー的なアレだ。仕方がないので頭を撫なでてやったらお餅もちみたいに女王様のほっぺたが膨らんだ訳だが、それはさておき。

「あむあむ☆」

　その味に幸せな思い出でも絡からみ付ついているのか、子供みたいな笑顔で特大のハンバーガーにかぶりついている斜めの席の食しよく蜂ほう操みさ祈きに、美み琴ことは本題を進めていく。

「何の脈絡もなく手に入った、突然自覚を強いられるようになった『力』ってのは色々と調子を狂わせてくれるものでさ。でも正直、今の私じゃ目に見えない世界の流れみたいなものから明らかに周回遅れになってる。A.A.A.とかいう得え体たいのしれない『力』に頼らないと、舞台の上に上がれないのよ」

「御み坂さかさんさぁ」

　一度に食べきれないハンバーガーをいったんトレイに置いて唇の上の油を小さく出した舌で舐なめ取とると、天然水から作った炭酸飲料をストローで口に含み、フライドポテトへ手を伸ばす第五位は呆あきれたように呟つぶやいた。

「それって結局、問題力の核はどこにあるワケ？　おお、強過ぎる力を手に入れた自分が恐ろしい！　……そんな言葉に酔ってるだけじゃなくてぇ？？？」

「……ある意味感謝するわ食しよく蜂ほう。そこまでずけずけ言ってこられるのは多分常盤ときわ台だいを見て回ってもアンタしかいないでしょうし」

「だってぇ」

　食しよく蜂ほうは摘つまんだフライドポテトを一本、美み琴ことの口元へと差し出しながら、

「条件を天てん秤びんにかけてみなさいよ。力を手に入れるか、手に入れないか。仮に『手に入れない』を選んだ所で何か活路はある訳え？」

「あむ」

「……い、いやに素直に咥くわえるわねぇ。正直ちょっと拍子抜けダゾ」

「口に入れても問題ないってのは、腹黒なアンタの食べっぷりを見ていれば分かる事だし」
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　だが少し離れたテーブルでピッチャーからお冷ひやを注いでいたウェイトレスさんが顔を真っ赤にしたままだばだばとグラスから水を溢あふれさせている事実にまでは気が回っていないご様子であった。

「話を元に戻すけどぉ、A.A.A.に何かしらの代償のようなものがあるとして、すでに知らずに支払っちゃった御み坂さかさんとしては、今さら使用をやめた所でリスクがなくなる訳でもないんでしょ？　それは肉体的な問題であれ、ええと、ジュソ？　事件関係の問題であれ」

「ええと、だからバンバン使えってのは流石さすがに暴論じゃない？　得え体たいのしれない眠気覚ましのタブレットを一粒飲んじゃったからって、中身が分かった後もガバガバ吞のんで良いって事にはならないでしょ」

「そうじゃなくてぇ。A.A.A.の副作用にしてもジュソとやらの後遺症にしても、普通の病院に頼っても確信は得られないんでしょ？　だったら自分の手でA.A.A.を分析する以外に安心を得る方法ってないんじゃないかしら。胡う散さん臭くさいタブレットとかサプリとかなら然しかるべき機関にサンプルを送れば決着つくかもしれないけど、そういう伝つ手てのある話でもないんだしぃ、自分でやる以外に選択肢なくない？」

「……そりゃそうなんだけどさ」

　すねた子供みたいに唇を尖とがらせる美み琴ことを見て、斜めの席に座る食しよく蜂ほうは盛大に息を吐いた。

　彼女は椅子の背もたれに体を預け、テーブルの下へ伸ばした長い脚を絡からみ付つかせて美み琴ことにちょっかいを出しながら、

「相談者ってのは大体こんな感じよねぇ。まったく、自分の中で半分答えが出かかっているのに選択した責任を一人で背負うのが怖いから、別の誰かに背中を押してもらって重圧を分散させようとする。親切心で悩みを聞いている方にとっては災難だわ、自分でやった訳でもない事の責任の一部を背負わされるっていうんだからぁ」

「……、」

「まったく時間の無駄だわ、御み坂さかさんがそんなじゃなければリモコン一つで本音を引きずり出してハイおしまいだったっていうのにぃ。どうして私が第五位であなたが第三位なのかしらぁ」

「なら何でこんな話に付き合ったの」

「決まってんだろ例のツンツン頭とどう関わってんの？」
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『窓のないビル』。

　上かみ条じよう達たちが誰もいない巨大な空間までやってきたのは、インデックスやオティヌスさえ解決法が分からない舞まい夏かの胸に刺さった闇の短剣を何とかする方法を探すためだ。アレイスター＝クロウリーの城に潜り、ヤツ自身が作り上げた術式に関する資料を見つけ出し、そこから逆算して中和・抹消するための魔ま術じゆつを新たに編み上げる。

（しっかし、科学サイドの総本山、学園都市のトップに君臨する人間が魔ま術じゆつ師しだったなんてな……）

　今さらのようにねじれた世界の構造に息を吞のむ上かみ条じよう。

　その『窓のないビル』の内部構造もまともではなかった。

　前後左右、その広さは良いい。学校の体育館がおよそ四つほど。あらゆる内壁をぶち抜いて一個のフロアにしてしまえば、まあこれくらいのサイズでも不思議はないのかとも思う。

　問題は高さだった。

　見えない。

　どれだけ見上げても天井らしい天井がない。全ては闇に包まれていた。外から見えるビルの全ての階層をぶち抜いてもこんな情景は作れないのではないか。まるで宇宙空間か異次元にでも繫つながっている竪たて穴あなのトンネルにも見えなくもない。山登りのスケールだ。

「元々『窓のないビル』は巨大なロケットだった」

　肩に乗るオティヌスがそんな風に囁ささやいた。

「ロケットブースターを失った事で惑星を飛び出す機能は失ったはずだが、そこで止まらなかったのか。無理矢理に内部空間を引き延ばして目的座標との接続を図っている。それでこんなユークリッドを超えたおかしな空間構造が出来上がっているんだ」

「セフィロトでも、クリフォトでもない……。これじゃまるで一から独自に築いた第三の樹きみたいなんだよ……」

　何を言っているんだか上かみ条じようにはサッパリだが、今は舞まい夏かを中心に歯車や手錠を使った、虹色の鎖のケダモノが生み出されている真っ最中だ。考えなしに倒すのは危険、立ち止まる事も許されない上かみ条じよう達たちとしては、とにかく上へ上へと昇っていくしかない。

「あっちに階段！」

　上かみ条じようはそれだけ叫んでみんなを誘導した。ビルの外壁内側に沿って螺ら旋せん状じように何かが絡からみ付ついていた。それは階段であり、エスカレーターであり、工事現場や鉱山なんかにありそうな剝むき出だしの小型エレベーターだった。こんな時でもエレベーターのボタンを押した出不精の府フ蘭ランの頭を引ひっ叩ぱたき、待っている時間はないと階段へ促す。

　内部構造には合理性は何もなかった。

　ただただ上に上るための構造体しか存在しない。途中で足場が上下に枝分かれしたりコースは様々なようだが、全体で大きな一つの流れが見て取れる。最初からこうするために設計されたとでも言わんばかりの一本道。

「なあ、おい！　土つち御み門かど!!」

「何だにゃーっ!?」

「上にっ、逃げるって、火事の時とかに良く聞くけど、実際にゃあ逃げてる事にならないんじゃあないか!?　俺おれ達たちどん詰まりの行き止まりに向かってるような気がするんだけど！」

「なら立ち止まって炎に巻かれるか!?　とにかく急げ急げ!!」

　無事に逃げているはずなのに、それで蜘く蛛もの巣すに搦からめ捕とられているような嫌な感覚がなくならない。ジャンケンで勝っても負けても貧乏くじを引かされるような、言いようのない袋ふくろ小路こうじを感じてしまう。

　結局一番初めの違和感がずっと尾を引いているのだ。

　舞まい夏かの胸に闇を凝結させた短剣が突き刺さった瞬間から付きまとう……自覚症状なき危機的状況。

　痛みがない事に喜ぶのではなく、痛みを感じられない事で馬鹿にされているような……。

（くそっ、押しても引いても反応がないって感じだ。これじゃ自分が今、波に乗ってるのかどうかも分かんないぞ!!）

　ただ階段や動きを止めたエスカレーターを駆け上がるだけといっても、ゴールが全く見えないのならその疲労感も半はん端ぱではない。感覚的には登山とマラソンを合体させたようなものだ。ペース配分を考えずにとにかく全力疾走で追いすがってくる歯車や手錠をヘッドにつけた虹色の鎖のケダモノに振り回されるように逃げ続けてきた上かみ条じようは、自然と体がふらついてきた。

　思わず、大きく螺ら旋せんを描く階段の手すりへと手を伸ばす上かみ条じよう。

　そこでおかしな事が起きた。

　何の脈絡もなく。

　金属製の手すりが飴あめ細ざい工くのように千切れたのだ。

「おっっっ!!!???」

　おい、だった。とっさに出た言葉は恐怖よりも疑問や理不尽さが先行したらしい。だが起きてしまった事はどうにもならない。思わず何かを摑つかむように虚こ空くうへ手が泳ぐが、もう完全に体重は乗ってしまっているので修正は利きかない。

　少年の体が手すりの向こうへと躍り出る。

　惑星が生み出す凶悪な重力が死の髪の毛となって上かみ条じよう当とう麻まの全身を搦からめ捕とっていく。
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　そこは霧の世界だった。

「……、あれ？」

　自分は今、崩れた手すりと一緒に虚こ空くうへダイブしていたのではなかったか。理不尽に次ぐ理不尽だが、それ以上に両足で踏んで支えとなる地面がある事の安あん堵ど感かんが全身を包む。何だかひどく空虚というか、ＶＲゴーグルを使って目の前一面にご馳ち走そうを並べて偽りの充足感を得るような薄っぺらな不安もあるが……それでも心臓への圧迫を抑えられるのは大きい。

　上かみ条じようは自分の手足を一つずつ動かし、とりあえずどこも折れていない事だけ確認を取る。

「何なんだ、ここは……？　オティヌス、あれ、オティヌス？」

　気がつけば肩に乗っていたはずの『魔ま神じん』がいない。

　ダイブした時に放り出されてしまったのだろうか。そうでないとしたら。他の選択肢を思い浮かべようとして、何も出てこない事に気づく。そもそも今の状況が何なのかも分からないのだから、仮定の話など並べられるはずもない。

　ジジッ、と。

　誘ゆう蛾が灯とうが点滅するような音が響いた。

　そして霧の向こうから、しっとりとした女性らしき声が聞こえてきた。




『始まりますよ……』




　始まる、何が？

　疑問を挟むまでもなく、人の気配があった。

　ただし先ほどの霧の向こうの女性とは違う。全くの別方向から、いくつもの囃はやし立たてるような子こ供ども達たちの声が響いてきたのだ。

　賑にぎやかではあるが、決して明るく楽しいものではない。

　むしろ子供特有の、虫の脚を一本ずつ千切るような残虐性を秘めた負の奔流。

　最初はそればかりが嗅かぎ取とれて、まるで透明な壁を鼻先に押し付けられるようだった。

　この時になって、ようやく上かみ条じようは言語の違いに気づく。さっきの女性も今の子供もみんな英語らしき言葉を使っている。なのに上かみ条じようにも問題なく聞き取れた。陳ちん腐ぷな言い回しが許されるなら、思念のようなものが副音声のように重なり合っているのだ。

『先生、あいつはベッドで眠る時も布ふ団とんに手を入れて寝ているんです！』

『頭がおかしい、神を信じないからそんな風になるんだ!!』

『エドワード、こちらへ来なさい。皆を不安にさせた事を謝るのです!!』

（……？　何だこれ？？？）

　寄ってたかって誰かを責め立てているような言い草だが、それにしたって意味が分からない。言いがかりをつけるにしたってもう少し筋書きってものがあっても良いだろうに。これではこじつけとしての体裁すら整っていない。

　だが、霧の向こうに浮かぶ複数の影は自じ分ぶん達たちの正義を信じて疑わない。誰かを壇だん上じように引きずり出し、頭を下げさせる事しか頭にないのだ。

　多数決の勝利。

　こんなものが正しいとされてしまう小さな箱庭。

　どれだけ理不尽でも、迎合しなければ爪つま弾はじきにされてしまうルールの檻おり。

　粘つく空気はまるで水を吸った毛布のようだ。

『どこまで愚かなんだ、こいつらは……』

　ぼそりと囁ささやく声があった。

　すでに上かみ条じようの隣に誰かがいた。それは線の細い、銀の髪を持つ少年だった。上かみ条じようよりもずっと小さい。幼いとまで言える顔立ちには、苦渋と不満しか浮かんでいなかった。こちらは見えていないらしい。上かみ条じようはあくまでもギャラリーのようだった。

　ぐるりと霧が回る。

　大人のような背丈の男女が霧の向こうで何かを喚わめいている。

『何な故ぜ私わたし達たちの言う事が聞けないんだ!?』

『厳格な寄宿学校に入れておけば神の教えを理解できると思ったのに!!』

『エドワード、ああ、エドワード！　お前はどこまで馬鹿なんだ!?』

　……何となく、だ。

　根拠なんて何もないけど、傍はたで見ている上かみ条じようにも相関図が見えてきた。この大人おとな達たちは本来、銀の髪の少年を守るべき立場にある人なのだろう。だが彼らは『正しさ』にかまけてその努力を怠った。厳格な学校に面倒を見させれば厳格な精神が宿るものだと信じ切っていた。

　少年はこう呟つぶやいていた。

『神を信じ、正しさを振りかざす者もの達たちですら、こんなにも醜態をさらすものなのか』

　その声は聞こえているのか、いないのか。

　霧の中から何かが投げ込まれた。それはたっぷりと水を入れた陶器の花瓶であった。

　銀の髪の少年、その顔に当たる、

「っ」

　そう思った上かみ条じようは思わず真横に手を伸ばし、その花瓶を受け止めていた。重たい衝撃が手首に返る。その鈍い痛みに息を吞のんだ。未いまだに意味不明ではあるが、油断ならない事を改めて知る。この霧の中で包丁を振りかざされたらそのまま死んでしまう可能性もある訳だ。

　そして銀の髪の少年はこちらに視線を投げてもいなかった。

　これは映画のようなもので、彼らは上かみ条じようを認識する事はないのだろうか。

『ならばきっと、聖書を指先でなぞった先に真理はない。自己の思考を放棄し先人の教えを妄信した先に得るのは、あの醜悪さだけだ』

　聖人君子ともてはやされ、表向きは人間のお手本のように扱われている人ひと達たちの『そんな側面』ばかりを眺めてきた少年がいた。

　彼の心の中には疑問と嘲ちよう弄ろうだけが黒く凝結していったに違いない。

　暗い炎に炙あぶられるような声で、銀の髪の少年はこう呟つぶやいていたのだ。




『だったら私が真理を見つけてやる。愚かなる妄信の果てに失われたかつての道を取り戻す』




　ばぢっ!!　と。

　目の前で火花のようなものが散ったかと思ったら、霧も銀の髪も消え去っていた。

　というか、そもそも上かみ条じよう当とう麻まは落下もしていなかった。摑つかんだ金属の手すりは頼もしい感触を返し、ツンツン頭の体重をしっかりと支えていたのだ。

　元の階段、ただの階段だ。

「とうま、どうしたの。ぼーっとして」

「早く行かないと虹色の鎖に追い着かれるのです！」

（……？）

　インデックスや府フ蘭ランにまくしたてられ、しかし上かみ条じようの頭は疑問でいっぱいだった。思わず右肩に手をやり、そこに乗っている一五センチの妖精の存在を確かめてしまう。帽子を被かぶった小さな頭のてっぺんを指先でなでなで。

「おいよせ人間っ、こんな大勢の前でじゃれつくんじゃない。そういうのは時と場所を考えろっ!!」

　感触はある。

　やっぱりそこにはオティヌスがいる。

　という事は……何なんだろう？　さっきまでのオティヌスが肩に乗っていなかった間に見たビジョンが一体何を意味しているんだ？？？

　頭の中は疑問でいっぱいだったが、しかし一つ一つを整理している余裕はなかった。

　さっき少しよう女じよ達たちが警告した通りだ。舞まい夏かは───というより、正確には彼女の胸に刺さっている無痛の短剣は───歯車や手錠の怪物を産み落とす力を持っている。一ヵ所に留とどまっていれば左右一対のケダモノから挟まれてしまうのだ。

　階段やエスカレーター、エレベーターなどが複雑に絡からみ合あう足場の上に、いくつもの血まみれのケダモノが生じる。前も後ろも塞ふさがれてしまったから、ここはもう強行突破するしかない。

　土つち御み門かどはとっさにいくつかの折り紙を取り出して、

「チッ！　カミやん、舞まい夏かを頼む!!　幻想殺しイマジンブレイカーさえ使わなければカルマの事を考える必要はないんだ!!」

「待て土つち御み門かど！　お前もお前でダメージを引きずるだろ。それよりインデックス、府フ蘭ランのサポートを頼む。そいつは魔ま術じゆつ師しだからお前の知識をそのまま役立ててくれるはずだ!!」

　群れで襲いかかってくると恐ろしいが、一体一体の力は絶対というほどではない。だから上かみ条じようが下したジャッジは決して間違っていなかっただろう。

（あ、れ？）

　ただし。

　そもそも彼らの信じる前提が間違っていなければ、の話だが。

（あいつらの数、三体だったっけ？）

　ボッ!!　と。

　不意に鎖のケダモノの一つが内側から弾はじけ飛とんだ。景色の向こうが透けているからといって、中に何も入っていない事の証明にはならない。光の屈折したその奥にいたのは腰まである長い銀髪に緑色の手術衣を纏まとった『人間』。男性にも女性にも、大人にも子供にも、聖人にも罪人にも見える誰かが、至近距離からこちらに向けて緩やかに右手を差し伸べていた。32、30、10。不思議とライターの火打石でも擦こすったように、その手元からは細かい数字が散っていた。

　その五指が、誰でも知っている形を作る。

　拳を握った上で、親指と人差し指を突き出した格好。

　すなわち、

（……鉄、砲……？）

　上かみ条じようがそう思った瞬間だった。




　恐るべき破壊力が世界を埋め尽くした。




　間にあった手錠の鎖のケダモノを引き千切り、吹き飛ばして、『何か』が飛んだ。それは人間の視力などでは追い駆ける事のできない『何か』であった。目に見えない風の流れを麦の穂の揺れ方で知るように、ただただ破壊されていくケダモノを見てかろうじて『何か』がある事を認識するので精一杯だった。

「うおおおおおおあっっっ!!!???」

　土つち御み門かどが吼ほえた。

　あるいは合理性など何もなく、恐怖に縛られた両足の拘束を引き千切るための儀式でしかなかったのかもしれない。

　とにかく一歩前へ出た土つち御み門かど元もと春はるが、胸の真ん中で両手を合わせて折り紙の鳳ほう凰おうを掲げた。

　見えない『何か』を、見えない障壁が弾はじき飛とばした。

　まさに死を賭とした抵抗。

　だが事態はまだ終わらない。土つち御み門かど本人が言っていたではないか。アレイスター＝クロウリーは勝利も敗北も成功も失敗も獲得も喪失も栄光も挫折もこだわらない。何が起きても結果として一つの方向へ大きな流れを導けるのなら同じ事だ、と。

　攻撃が弾はじかれた事で、その余波が四方八方へと飛び散った。

　それは守られているはずの上かみ条じよう達たちへと均等に襲いかかってきた。

　全身を叩たたかれたツンツン頭は、そこで頭を揺さぶられて前後左右上下の概念すらも失った。すぐ隣にいる少女がどうなったのかを把握する事すらできない。それどころか地面の感触もない。極限まで窮地に立たされた上かみ条じようだったが、不思議とその感覚に懐なつかしさを覚えていた。

　そう。

　さっきまでと同じ。




　落ちていく。

　上かみ条じよう当とう麻まはどこまでもどこまでも落ちていく。








行間　一









　十字教によるプロパガンダ、ネガティブキャンペーンは魔ま女じよ狩がりが非道徳的・非人間的であるとの批判が蔓まん延えんした事によって鳴りを潜めた。代わって彼らを糾弾するようになったのは、現代からすればようやくよちよち歩きが始まった程度に見える、モラルもコンプライアンスも存在しなかった三流新聞である。

　相変わらず実験のために赤子の肉を鍋で煮崩しているだの男女入り乱れて淫いん蕩とうな儀式を繰り返しているだのと散々に書き立てられてきた訳だが（まあ、真実を暴こうとした彼らの行いが皮肉にも魔ま術じゆつ師しの実像を覆い隠してきた面もあるのだが）、意外にも一九世紀末から二〇世紀初頭に存在した現実の魔ま術じゆつ師し達たちは自己の研究や実験に対し明確に線引きをしていた事が窺うかがえる。




　いわく、生体を材料にした実験を行ってはならない。




　簡単に言えば動物や人間の血を使った魔ま法ほう陣じんや、脂肪や臓物を使った薬品などの使用を禁じていた訳だ。おや、と思った人も多いかもしれない。カエル、イモリ、ハト、コウモリなどなど、絵本の中にある『悪い魔ま女じよ』の大鍋とはまさにそのイメージではないかと。

　他の誰かが植えつけたイメージとは違って実際の魔ま術じゆつ師しは清廉潔白だったと評価するか、あるいはこんなルールを明文化しなくては誰もがやらかしてしまうくらい蔓まん延えんしていたのか。その辺りの評価は各人に任せるが。

　そしてルールが取り決められたからといって、行為そのものが完全に消えてなくなる訳ではない。敢あえて禁を冒してでも自己の目的に邁まい進しんする者は一定数出てきてしまう。

　さて、ここに一人の『人間』がいる。

　アフリカ旅行中に三羽の鳩はとの血を使って魔ま法ほう陣じんを描き、セフィラとセフィラの間を超えようとした魔ま術じゆつ師し。彼は間にわだかまる深しん淵えんをまたぐため、その深しん淵えんと同化する事で霊的なダメージを負う事なく目的を達しようとしたらしい。

　結果はどうなったのか。

　成否はどうあれ、この時点で人類社会は一つの名と触れる事になる。




　かの者の名はＣから始まる八文字で記された悪あく魔ま。

　既存の邪悪の樹クリフオトにも収まらぬ、獣の魔ま法ほう名めいを持つ男の制御の鎖をも引き千切った存在。








第三章　『黄金』　A.D.1900_Invisible_War.









　　　　１




　今度はすぐに霧の世界には到着しなかった。

　頭から真っ逆さま。心臓が縮むほどの落下の感触を無限に味わい続ける上かみ条じようの耳に、そっと滑り込む女性の声があった。

『もうお分かりですか？』

「なにがっ、だ!?」

　現実と幻影がまたも入り混じったのか。上かみ条じようは逆さまに落下したまま右肩に触れる。しかしそこには『理解者』の影はない。

『「落下」は典型的な催眠導入方法の一つです。そこまで専門的な話でなくとも、例えばあなたも日常的に「落ちる夢」を見て突然目を覚ます事はありませんか？』

「さい、みん？」

『まあそんなものです。実際には動物磁気と催眠療法が交錯するように虚と実が絡からみ合あって複雑ではあるのですが』

　結局何がどうだというのだ。頭の中が疑問でいっぱいになる上かみ条じようへ寄り添うように、逆さまに落下する影が一つ増えた。

　西洋喪服に顔を覆う半透明のヴェール。しかしその漆しつ黒こくの衣装の上からでもはっきりと分かるくらい優れたボディラインを誇示する妙齢の美女。

　……なのだろうか？　時折砂嵐のようなノイズが走ると、美女とは別に黒猫のようなビジョンが入り乱れる。

　正体を見極めたいというより落下の恐怖から何かにすがりたい一心で目を凝らしていると、やがて二つの像は重なり合った。

「なんという事か。いい歳としした美人さんの頭から猫の耳が生えてきたぞ……？」

『それがあなたの中で最も収まりの良いい目鼻立ちなのでしょう。私はミナ、ミセスメイザース、またの名を黒猫の魔ま女じよ。異端の絵描きとも創設者の理解者とも呼ばれましたが、まあどれも私を示す断片に過ぎません』

　今さら何を言われてもビジョンが切り替わる事はなかった。というかヒップラインから尻尾しつぽらしきものも生えてきて、ますます猫っぽくなりつつある。

「スーパーアンバランスだ……。何だろうこれ、ツインテールの女教師を見ているような気分」

『あなたの中で最も納得のできる容姿に自動アジャストされているはずなのですが』

　ヴェールの女性の顔色は全く変わっていなかった。

　それに引きずられているのか。何の方策もなく墜落したら即死のはずなのに、何な故ぜだか上かみ条じようの中から恐怖が薄れていく。こんなに冷静って事は安全ネットなりゼリープールなり何か安全策があるんじゃないか、と。……これもやはり、車の中でＶＲゴーグルを被かぶって絶景を眺めながら崖がけに向かってフルアクセルしているようなものかもしれないが。

『アレイスター＝クロウリーが自らの城で私を形成している理由は明白です。それくらいはすでに分かっているでしょう？』

「ねえ知ってるみたいな言い方やめてもらえますか。絶対そう思ってないだろ説明したがり!!」

『私は、というより私を含む全員はアレイスター＝クロウリーにとっての天敵であり、トラウマであり、挫折の象徴でもあります。ですがだからこそ、己の純度を保つため敢あえて傷口を抉えぐり続つづける選択肢を選んできたのでしょう。そのための私です』

「傷口を、抉えぐり続つづける……？」

『メイザースでもウェストコットでもなく私が選ばれた理由は、アレイスター＝クロウリーの主観だと比較的あの中では穏当で常識的な物言いをする人物として認識されているからでしょう。私をホスト役として、ウェイトやリガルディなどアクの強い人物を取りまとめるのが適切と判断されているものと推測されます』

「何だ、何だ、何だ!?　一つずつ頼む。メイザース？　リガルディ？　何だかサッパリ見えてこない横文字ばっかりだけどそいつら誰なんだ!?　モーツァルトとかベートーベンの知り合いなんかいきなり出されたって頭の中に入ってこないぞあと俺は今真っ逆さまに落ちてんの頭の方から地面に向かってジャストなう!!」

『まったくちっとも理解が及んでいないようですが話を先へ進めます』

「こんのネコミミババァ説明したがりならもっと責任をまっとうしろ!!」

『黄金』

　一言で断ち切るように、その影は告げた。

『ヘルメス学、薔薇十字ローゼンクロイツの遺伝子を下地として重ね、世界最高峰の頭脳が結集し、有史以来最大の発見と実践を繰り返してきた最大規模の魔ま術じゆつ結けつ社しや。ウェストコット、メイザースら三人の創設者から始まり、ウェイト、リガルディ、ベネット、彼らが一つ所に集つどった奇跡の一団。そして』

「……そして？」

『アレイスター＝クロウリーが全てを破壊して灰燼に帰した魔術結社。故ゆえにこそ、私を含む全員は彼にとって敗北と挫折のトラウマなのですよ』

　ぶわりっ!!　と。

　不意打ちで落下の感覚が途切れる。

　目を白黒させる上かみ条じようの両足は、しっかりと地面の感触を捉とらえていた。三六〇度、辺りに立ち込めるのは白い霧。だが先ほどと違って先が見通せないほどではない。あっという間に景色は書き換えられ、古い映画のような世界が目の前いっぱいに広がっていく。

　煉れん瓦がと石畳でできた街並みを、白く濁った蒸気と煤ばい煙えんが吹き流れていった。夜の闇を照らすのは時代がかったガス灯。湿った風に押されるようにガサガサと丸まった紙切れが転がってくる。まるで西部劇の枯草みたいだった。たたらを踏む上かみ条じようはそれを踏んづけてしまった。そこにはこうあった。

　ロンドンショッキングタイムズ。

　一九〇〇年四月。何日かは濡ぬれて破れているので分からない。

「……一九〇〇年、ロンドン……？？？」

　今より随分滲にじんだ文字の新聞だった。細かい英語がずらずらと並べられているので内容までは読み取れない。

　視線を上げ、あちらこちらにある看板に目を通すが、やはり意味は読み取れない。かろうじて通りを示す案内板のようなものが見て取れた。アルファベットの羅列にはこうある。

「ブラ……ブライズ……ブレイズ？　何だこりゃ？？？」

『ハマースミス、ブライスロード三六番地。魔ま術じゆつ研けん究きゆう家かにとっては必修となる、静かなる歴史の転換点ですよ』

　気がつけば驚くほど近くに黒猫の魔ま女じよがすり寄っていた。何か鼻に違和感がある。明確にどんなものか説明はつかないが、何かしらの匂いをうっすらと感じ取っているのかもしれない。

　西洋喪服の美女の足元には、それこそ影のように大量の黒猫が一つの塊となって蠢うごめいていた。不吉を引き連れるミセスメイザースとやらはこう囁ささやいたものだ。

『黒猫の魔女と呼ばれていますからね』

「結構ストレートなのな」

『まあ美術畑の人間でもありますので、ひょっとすると画材や油の匂いにつられているのかもしれませんが』

「意外とチープだな黒猫の魔女!?」

　上条当麻の鋭い指摘にもヴェールの美女はしれっとしたままだ。

『ここはある戦争の舞台となった場所です』

「？　一九〇〇年……何かあったっけ？　第一次世界大戦とかじゃないよな……」

『そのものずばり、ブライスロードの戦い』

　蒸気と煤ばい煙えんに煙る、怪かい人じん達たちが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こした霧の都。その向こうから何者かが音もなく姿を現した。

　この映画の主役の登場を祝うかのように、黒猫の魔ま女じよはこう告げたのだ。




『つまりアレイスター＝クロウリーがサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースと正面切って「黄金」の主流派へ宣戦布告した、現実の歴史に記された魔ま術じゆつ師し達たちの武力衝突ですよ』
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「……、ッ!?」

　そこで上かみ条じようは目を覚ました。

　……と言ってしまっても良いのだろうか？　とにかく彼は『窓のないビル』の壁に貼り付く階段を再認識していた。こちらもこちらで無限に上へ引き延ばされた亜空間の異次元だ。どっちが現実かと問われても明確な答えなんて出せやしない。

（土つち御み門かどは……アレイスターからみんなを庇かばって、それでも俺おれ達たちは吹っ飛ばされて、ええと、どうなった!?　あいつは今どうなってんだ!?）

　頭の回転が元に戻っていくにつれ、上かみ条じようの焦あせりも加速していく。そう、ここにはあの金髪にサングラスの悪友がどこにもいないのだ。

　いいや。

　話はそこに留とどまらなかった。辺りには誰もいなかったのだ。

「インデックス？」

　名前を呼んでも返事はない。

「オティヌス!?」

　右肩に手をやっても『理解者』の感触はどこにもない。

　……そもそもあれだけ猛威を振るっていた歯車と手錠の一対のケダモノも、その中にありえない三人目として擬ぎ態たいしていた『誰か』も、すでにここにはいなかった。

　おそらく追っ手の土つち御み門かどの足を引っ張る目的が強いのだろう、襲撃の起点として設定された舞まい夏かがここからいなくなっているのと何か関係しているのだろうか？

『誰か、などともったいぶった言い回しをする必要はありませんよ。あれこそがアレイスター＝クロウリーです』

「わっ!?」

　いきなり耳元に息を吹きかけられて、高所の階段だというのを忘れて上かみ条じようは尻しり餅もちをついた。

『多数の階段や梯はし子ごは都市材料による登山の暗あん喩ゆでしょう。彼は魔ま術じゆつ、薬物、ヨガ、登山、様様な方法で自己の限界を測る行為を繰り返してきましたから』

　いる。

　なんかいる。

『しかしそれは曲解すれば自己の限界を超え、拡張に繫つなげる可能性もあるのですよ』

　西洋喪服に猫の耳と尻尾しつぽ。影の代わりに大量の黒猫を一塊に引き連れる、画材や油のせいかうっすらと鼻先に違和感を与えてくる妙齢の美女。

　幻影の中にしかいないはずのミナ＝メイザースが堂々と突っ立っている!?

「なんっ、だ!?　つまり抜け出せていないのか！　あん？　こっちとあっち、どっちが正しい世界だ!?」

『非常に哲学的な物言いですが本質的に区別する必要性はありません。七本の蠟ろう燭そくで示される四界の例を持ち出すまでもなく、世界は常に多重に重なり合って存在しているのです』

「？　？？？」

『魂の位階の低いあなたは常に物質世界のビジョンに囚とらわれるばかりでしょうが。あの鎖は人の業ごうに手を伸ばす山の魔ま性しよう、人の思考を縛って登らせる力なのですが、さぞかし力強く背中を押されている事でしょうね』

「とりあえず馬鹿にされてる事だけは良く分かった」

　説明したがりは相手がいないと欲求を満たせない訳だし、この美女はひょっとして寂しがり屋を持て余しているのではあるまいか。そんな益やく体たいもない妄想を頭の中でこねくり回して溜りゆう飲いんを下げようとする上かみ条じよう。

『おや、その精神活動が多少は高次への指向性を得ましたね。それだけの妄想力があればタットワ幻視くらいなら手が届くかもしれません』

「怒ど濤とうの思春期を舐なめるなよネコミミババァ！　頭の中でひん剝むいてくれようか!!」

『高次精神活動における攻防は意外と簡単なものです』

「？」

『すなわちチラリ』

「黒のガーターベルト、だと!?」

『ただ一つのビジュアルがイメージを固着させ、捕らえ、自由度を奪う。この応酬で相手の手札を封じて思考を袋ふくろ小路こうじに追い詰めるのもまた魔ま術じゆつ戦せんの一つです。ほうらあなたはもうセクシーランジェリー以外の道が見えなくなっているう。優雅でセレブなライフスタイルしか見えなくなっているー……』

[image: ]

「くそっ、ドヤ顔のお姉さんしか浮かばない!?　だがこんなＯＬさんが読むファッション雑誌のモデルみたいな予定調和のビジュアルに何の意味があるというのか。妄想の中ですら赤の他人を持ち上げるとかありえねえだろっ!?　恥じらいを生むには今こそ全く似合わないいちごパンツの出番だ、燃えろ俺の思春期ィ!!」

『そう、つまりそれが幻視の第一歩です。初参入者はまずここを超えねばなりません』

　年頃のおねいさんにすっかり翻ほん弄ろうされる上かみ条じよう当とう麻まであったが、今は高度な精神戦（？）を繰り広げている場合ではないのだ。

「てかいちごパンツに集中じゃねえっ！　結局土つち御み門かどのヤツはどうなったんだ!?　インデックスは、オティヌスは、舞まい夏かはいなくなってるけど無事なのか!?　あいつらが消えたのか俺がさまよっているのか。別にヘンテコな妄想をした所で実体化する訳でもなし、このふわふわな世界はどこの誰のものなんだ!?」

『世界はただ世界です。誰のものでもありません』

「だからっ!!　そんな禅ぜん問もん答どうをしている場合じゃ……ッ!!」

『当然ながらアレイスター＝クロウリーのものでもありません』

「っ？」

　煙けむに巻まくように観念的な言い回しばかりで具体的な答えはまるで出ていないのに、何な故ぜだかそのフレーズが上かみ条じようの頭に引っかかった。

「つまり、何が、えっ？　だってここは『窓のないビル』とかいう本拠地であって……」

『アレイスター＝クロウリーは自らが完璧に再現したトラウマを乗り越える気がないのです。そして挫折し失敗しても構わないと考えている。ですから自らが作った箱庭を自らで制御できていないのです。こうして私があなたに語りかけているのもその一環です』

　面倒な言い回しだが、ようは自分で作ったトラウマを眺めて自分でのた打ち回っているという話なのだろうか？　先端恐怖症の人間がわざわざアイアンメイデンの中に潜り込むような……。

「何がしたいんだ、アレイスターってのは……？」

『彼は力を信奉しています。ですがそこに善も悪も正も負も成も否も区別をつけていないのです。汝なんじの欲ほつする所を為なせ、それが法テレマとならん。たとえ万人から悪や負と位置付けられた力であっても、それが結果として目的を達成できるのであれば躊ちゆう躇ちよなく手を伸ばす。アレイスター＝クロウリーとはそういう「人間」です』

「……分かりやすく例を出してくれ」

『ゴキブリが嫌い。だけど嫌いというその想おもいの強さが殺虫剤や粘着テープの開発を強く推し進める力を生む事もある。そんな話です』

　強烈なトラウマに常時触れ続けて魂を削っていくアレイスター＝クロウリーにとっては、その憎ぞう悪おや嫌けん悪おが強いほどに己の道を邁まい進しんするための力を得ているとみなすのだろうか。ミナを含む『黄金』の魔ま術じゆつ師し達たちは皆、ヤツにとっては無条件で生理的な拒絶感情を生み出すゴキブリ扱いになっている……？

『違います』

「おいフライングだぞ説明したがり。しゃべる前に答えを言うんじゃない」

『アレイスター＝クロウリーはもっと大きな枠組みで憎しみを募らせていますよ。それこそ惑星一つ丸々全てに憤ふん怒ぬし恐怖し嘲ちよう弄ろうし哀願するほどに』

　世界の全部。

　路傍の石から天に輝く一番星まで片っ端から。

　……一体どんな生き方をしたらそこまで生せい理り的てき嫌けん悪おを広げられるのだ。人間にはそれを見たら無条件に特定の感情を引き出される光景というものがある。例えば弱っている小鳥や雨に打たれた子猫などだ。にも拘かかわらずアレイスター＝クロウリーは関係ない。一律で全てを憎む。それも個々に理由など求めず、ただただ視界に入った、それだけの生理反応で。

「自じ儘ままに自由を望んだ『魔ま神じん』達たちとはまた違った種類だな……」

『当然です。彼はそうなる事を求めず、あくまで「人間」の枠に留とどまり続つづけた身の上ですからね』

「？」

『コロンゾンの失敗で「深しん淵えん」を超える事に見切りをつけたのでしょうが、それ以上に自身が「人間」であり続ける事に矜きよう持じを持っているのでしょう』

　またも説明不足な専門用語の乱舞でドヤ顔を決められてしまったが、上かみ条じようは無理に思考を先へ進めずにその場で踏ふみ止とどまった。

（……『人間』であり続ける事に矜きよう持じを持っている？）

『はい。彼はいくつになっても子供の部分がありますので』

「割り込むなっ!!　それともここはほんとに俺の脳が作ってる妄想世界なのか、だから心の声に反応できるのか!?　だったら歳とし不ふ相そう応おうないちごパンツのおねいさんになーれっ!!」

　何も起こらなかった。

　全力で叫んだ上かみ条じようはノックアウト。両手で顔を覆ってその場でうずくまる。

『……、男性はいくつになっても子供の部分がありますので』

「範囲を広げやがったな、俺の所にまでっっっ!!」

　ともあれ、だ。

『ここにいても得られるものはないのでは？　瞑めい想そうすれば回答の方から降りてくるほど道を究めた訳でもないでしょう』

「なんかオブラートに包んでないか？　馬鹿にされてんのは分かるんだからな」

　上かみ条じようは先の見えない暗闇のような天てん蓋がいを見上げて、

「……まあ、ひとまず先に進むしかねえか。ここにいないなら別の場所にいるって線が濃厚なんだろうし。てか野郎は俺に山を登らせて何をさせたいんだ？」

『本物の登山と同じくルートを読み違えれば普通に死ぬのでご注意を。それからアレイスターはあくまでアレイスターを肥大化させるつもりでしょう』

　もちろん、消えたのはみんなではなく上かみ条じようの方だったのだ、とかいう展開でもない限り。荒こう唐とう無む稽けいなようだがこうもあちこち切り替わってくると自分の主観もあてにならなくなってくる。というか最悪、インデックスや舞まい夏か達たちと合流してもそいつが本物なのかどうか確認作業を挟まないといけなくなってくるかもしれない。

『彼が八〇〇〇メートルを超えるＫ２登山に失敗したのは攻略ルートを策定したにも拘かかわらず同じ登山隊から猛反発を受けて断念したからでした。つまり、難業を遂げるには自己の存在を拡張し他者を吞のみ込こむほど肥大化させる必要がある訳ですね。あなた達たちは構成因子に過ぎません』

「意味分からんがよし」

　山登りは長い。一歩一歩、階段を踏み締めて上へ向かっていく。

　……正直な話、舞まい夏かを中心に湧き出てくる人の業だか山の魔ま性しようだかとにかく歯車や手錠のケダモノさえいなければリミットに押されて駆けずり回る事もないので、登山とやらのペース配分はこちらで決められる。だとすると離れ離れになってしまった舞まい夏かが心配ではあるのだが、いまいち猛ダッシュに踏み切れないのはこんな迷いがあるからだった。

（まさかと思うけど、あいつら、下に向かって逃げてはいない……よな？）

　今の今まで上へ上へと逃げ続けてきたのは、とりもなおさず下から一対のケダモノどもが追い立ててきたからだ。今は鎖の骨格と透明な血肉のケダモノ達たちがどこにもいないので、インデックスやオティヌス達たちが上か下か、どっちに追い立てられているかが見えないのだ。

　お行儀良く両手を前で合わせてそぞろ歩く黒猫の魔ま女じよがこんな風に囁ささやいた。

『もうすぐ答えが出ますよ』

「っ？　やっぱり誰か待っているっていうのか？」

『そういう意味ではなく』

　がくんっ！　と何か踏み外すような感覚があった。

　壁に寄り添うような階段全体が炎で炙あぶられた飴あめ細ざい工くのように折れ曲がっていた。流石さすがにここまで来れば分かる。落下、イコール『アレ』の合図だ。そして上かみ条じようの動きはＶＲゴーグルの中で崖がけから落ちる時にも思わずわたわた手を振り回してしまうのと同じだ。心のどこかで無駄だと分かっていても、それでも摑つかむものを求めて手が泳ぐ。

　左手がたまたますんごく柔らかい感触と遭遇した。

　誰かさんの双丘の片方をがっつり摑つかんでいた。

『……、イエローカードです』

「理不尽だ！　そもそもテメェ実体なんかあんのかよっ!!」

　ぐるんっ、と視界が回る。

　実際にはどうなっているんだか分かりゃしない、『落下の導入』がいつまでもいつまでも続いていく……。
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　寒空の下であった。

「はあはあ、ふうふう」

　内うち股またになってもじもじ、両手も口元に当てて、しきりに白い息を吐いている食しよく蜂ほう操みさ祈きを見て、先行していた御み坂さか美み琴ことはいよいよ呆あきれた顔を浮かべていた。

「アンタもうちょっと運動したら？」

「息切れじゃなくて寒いのよぉ!!」

　即座に訂正を促される。

　が、やっぱり美み琴ことには納得できない。

「手袋も靴下も特別製なのに、そんなに着込んでまだ足りない訳？」

「繊細力でいっぱいの女の子は手足の先が弱いんダゾ。図太い御み坂さかさんには分からない悩みかもしれないけど」

「皮下脂肪は多そうなのにね」

「……スカートの下に短パン装備の御み坂さかさんと違ってフツーの女の子は大変なんですぅ」

「まるで人が普通じゃないように！」

「自覚がないのは流石さすがにどうかと思うわよぉ!?」

　バヂッ!!　と二人の間で得え体たいの知れない火花の幻視がよぎる。

　とはいっても一二月の寒空相手にしてやれる事は特に何もない。

「馬鹿言ってないでさっさと歩きなさいよね。運動すればそれだけ体も温かくなるでｓ……」

「御み坂さかさん背中あったかぁい」

「ぎゃあああああああっっっ!!!???」

　美み琴ことが絶叫したのは食しよく蜂ほうが冷え切った手を襟の後ろから背中へぶっ込んだからだ。

「おまっ、なん、アンタ、いよいよ本格的に電気で無駄なくローストされたいのかしら……ッ!?」

「あらこれホックかしら」

「指先で弄もてあそぶんじゃないわよそこひねっても温かさには関係ないでしょ!!」

「いやいや御み坂さかさんの体温が上がると私もハッピーな気分になれるんだけどぉ。というか御み坂さかさんってスポーツブラじゃなかったのねぇ」

「ホントにマジでケンカを売ってきてるわねアンタ!!」

　そして路上でこんな事をしている場合ではないのだ。

　御み坂さか美み琴ことは改めてそこへやってきた。

　陸運の要かなめとなる第一一学区、山のようにコンテナが積み上げられたその一角。ひょっとするとあの後撤去されてしまったかもしれないとも思ったが、それは確かに存在した。

「……ガラクタにしか見えないんだけどぉ？　車のスクラップだってもうちょいまともな形を保持力してるもんじゃなぁい？？？」

「モノが残っているだけでも十分よ」

　本来はコンテナの中にしまっていたはずだが、やはり『何か』はあったらしい。コンテナの山は崩れ、中身は路上に散らばったままだった。もう少し到着が遅れていれば復旧作業のどさくさでゴミと一緒に回収されてしまっていたかもしれない。

「ふうん。これが『あの人』の世界とどう繫つながるのやら」

　A.A.A.。

　アンチアートアタッチメント……そのオリジナルとなる何か。

　美み琴ことが軽く手をかざすと、グシャグシャにひしゃげた金属の塊がもぞりと生物的に蠢うごめいた。磁力でもローレンツ力でもファンデルワールス力でもない。だが確かに死んだ機械（？）は持ち主を認証して鎌かま首くびを持ち上げたのだ。

「そういやここ最近、変な鼻血が出るようになったのよね」

「妄想力がお盛んになったとかじゃなくて？」

　さて、ここからが本題だ。

　A.A.A.は確かに目の前にある。だが具体的に『これ』は一体何なのだろう？　オリジナルを参考に自分用のカスタムを施した機体まで組み上げていた御み坂さか美み琴ことだったが、未いまだに核となるべき部分、そこで用いられている理論の真髄を把握している訳ではない。

「御み坂さかさん。今から小学生でも分かる事をドヤ顔で説明してあげるけど笑わないでね？」

「何よ」

「鉄砲はポルトガルからの漂流者によってこの国にもたらされた。その仕組みを暴いて量産体制を築くため、当時の人達は何をどうしたでしょう？」

「部品の一つに至るまで徹底的に分解精査した」

　そういう運びになった。

　元から、複数回もの苛か烈れつな暴力によってメチャクチャに潰つぶれたスクラップの山だ。今さら配慮の必要はないだろうが、一応美み琴ことは自分の能力を使って静電気を除去してから改めてサンプル資料へと立ち向かっていく。

「……まあ、自分用にA.A.A.作った時にもおおよその事は把握していたつもりだったんだけどね」

「つまり全部じゃないんでしょ。リバースエンジニアリングできなかった部分を諦あきらめないでもう一度トライしてみなさいよぉ」

　食しよく蜂ほうは呆あきれたように金属の山へ目をやって、

「にしても、あんまり固定観念を押し付けるつもりはないけど、機械いじりなんて女の子の趣味じゃないわよねぇ。こんなのに興奮して期待が止まらなかった御み坂さかさんの感覚力がちょっと信じられないわぁ」

「逆に言えば男の子の気持ちが良く分かるって事よね？」

「んっ？　これがあの人の感性に近づけるチャンスだなんて話じゃないでしょうねぇ。どれどれ、『あの人』の世界は何色かなと」

　なんか急に女王様が真面目ちゃんになった。

　基本的に美み琴ことの方から指示を出し、二人してカバーを外し中身を取り出し、冷たいアスファルトの上へと並べていく。

「ここよ。この部分が意味分かんなかったのよね」

　美み琴ことはウェハースやブレードサーバーのように並ぶいくつかの電子基板を抜き取って地面に置きながらそんな風に言った。難しいようだが動きだけならエアコンのフィルター交換みたいだ。

「一応それっぽくトランジスタとかＬＳＩとかが並べられているけど、でも実際には意味がない。ただ一方から電流を通して回路の中をぐるっと回し、そのまんまよそへ流しているだけ。色々やってるけどこれじゃドラムで巻いた電源ケーブルの中に電気を送っているだけなのよ。電流や電圧に変化がある訳でもなし、特別な信号を作っている訳でもなし。うーん、何のためにこんなのを積層で重ねているのかしら……」

「形だけ見ると、思いっきりおまじないとかに出てきそうな形だけどねぇ。ほら、図書室のヌシとかが抱えている星占いの本に出てきそうな」

「一・五ボルトの乾電池を回路に繫つなげたとする。配線の形が一直線であれジグザグであれ、豆電球の輝きに変化があると思う？」

「でも目に見えない『場』ならどうかしら。確か、電流を流すとその周囲に磁場が形成されるんだったわよね。もっとも、普通にやっても計測できるほど強いものではないみたいだけど」

「……？」

「そして電流を流すだけが回路の全てじゃない。逆にキャッチするのにも使われる。……例えばアンテナって色んな形のものがなかったかしら。それこそ場合によっては、効率的に電波を受け取るために蚊取り線香みたいにぐるぐる巻いたり、パラボラみたいなお皿だったりダゾ。何にも知らない古代人が見たら、得え体たいのしれない魔ま法ほう陣じんみたいに見えるんじゃないかしらぁ」

　御み坂さか美み琴ことと食しよく蜂ほう操みさ祈きは言い合っていた声を潜め、思わずお互いの顔を見合わせていた。つまり基幹となる知識を持たない今の少しよう女じよ達たちは、その古代人と同じ状態に陥っているのだろうか。

　だとすると、

「こんな魔法陣みたいなムチャクチャな配線図を使って、一体空気に漂う何を受信しようとしていたっていうのよ？」

「それが何であれ、回路として組み込んでいる以上は最終的に電気信号へ変換する事を前提力にしているのよね？　御み坂さかさん、あなたの能力をガラクタと接続する事で、そいつを読み取る事はできないのかしらぁ」

　ブラックボックスとなる部分以外は大まかに解析は終わっている。どこに何を繫つなげれば電気が通って機能を取り戻すかも。

「食しよく蜂ほう、ケータイ持ってる？」

「はあ、思春期の女の子に向けてなんて質問飛ばしている訳ぇ？」

「えいや」

「何を真っ二つにしてる訳ぇ!?」

　いきなりの暴挙に絶叫する食しよく蜂ほうなんぞ放ほうっておいて、美み琴ことは壊したモバイルの中からスピーカーといくつかのカラフルなケーブル類を引きずり出す。破断した電子基板の端子から端子へとブリッジを繫つなげ、ラインの中を走る信号を音の形に変換するべく、親指の爪つめほどのスピーカーを付け足していく。

「これでよし、と」

「……や、やっぱりどうあってもソリが合わないわぁ」

「今さら何を大発見みたいな声出してんの？　それより始めるわよ」

　後は能力を通せば良い。

　掌てのひらをかざして意識を集中させると、今までなかった引っかかりのようなものを感じ取った。

　ジジッ、と。

　小さなノイズに似た音が小型のスピーカーから響いてくる。

「何かを捉とらえたっ？」

「でも、一体全体何とアクセスしているのよぉ。このA.A.A.っていうのは」

　答えは最初から記されていたのかもしれない。

　機材の名前を声に出して読めば良い。そこにはこうあるはずだ。

　魔術を絶滅アンチアートさせる者アタツチメの装備ント。
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　霧の都ロンドンであった。

　だが先ほどまでのひりついた空気はどこにもない。

　そもそも場所も屋外ではなく、獣脂と暖炉の明かりで柔らかく照らされたどこかの一室だった。決して大仰な豪邸などではない、時代がかってはいるものの、おそらくはアパートメントか何かだろう。

　そこには数人の男女がいた。

　あるいは暖炉の傍そばの揺り椅子に身を預け、あるいは黒こく檀たんの机に直接腰を下ろし、あるいは座る事もなく壁に背中を預けて。

　この部屋は一体何だ？

　さっきまでの……確か、ブライスロードの戦いとかいうのとどう関わっているのだ？

『イシス＝ウラニア聖堂、その別館ですよ』

　傍かたわらに立つミナ＝メイザースがそう囁ささやいた。

『世界に名だたる「黄金」の最たる儀式場です。表に記されたナンバー03を隠かくれ蓑みのにしていましたがね』

「これが……？」

　改めて上かみ条じようは辺りを見回す。

　学生寮暮らしの上かみ条じようから見ても、決して広くは見えないアパートメントの一室。読み捨てられた新聞の束が積み上げられ、机の上にチェスやカードが散らばり、戸棚には高校生の彼でも分かる体に悪そうな酒瓶が並ぶばかり。

　ここには紫の布の上に置かれた水晶球も、床一面の魔ま法ほう陣じんもない。カードは散乱しているが、どう考えても賭け事のためのものだ。一緒になって金の指輪や銀貨なんかが並べてある所からも明白だ。

「こんなものが、世界最高峰だって……？？？」

『私を含む全員は、俗世の利益を求めてはいませんでしたので。国に認められ血税によって保護されている事も忘れ、金銀財宝に彩いろどられた法ほう衣えや錫しやく杖じようなどにこだわる連中とは方向性が違います』

　暗に交わる事のない誰かを揶や揄ゆしているような言葉だった。そして額面通りにも受け取れない。黒猫の魔ま女じよの言葉にはどこかやっかみのような色も混じっていたからだ。

『……決して友人のアニーに生活費の無心を求め続けた日々を悔いている訳ではありません。パンの一つも買えない魔ま術じゆつ研けん究きゆうばかりで俗世の職を全く顧みなかった旦だん那なに嫌気が差している訳でもありません。ええ私を含む全員は魔ま術じゆつ師しですもの、大きな目的のために邁まい進しんする事こそが第一の目的となるのは当然なのです』

　ここは深く切り込めば切り込むほど悲惨な話しか出てこないような気がした。何となく稀き代だいの漫画家がたくさん集まったどこぞのアパートメントがダメだった場合の空気が漂っている。

　時間の流れ以外に何ら魅力を感じ得ないオンボロな部屋の中では、上かみ条じよう達たちを無視してこんな会話が繰り広げられていた。

　中年の方が初老の男へ飄ひよう々ひようとした調子で語りかける。

『ウェストコット、万物は全て繫つながっている。何事も互いの影響からは逃れられん』

『どうしたメイザース、まるでフレーザーのような物言いではないか。彼の大衆受けにでも憧れたか、まあ金きん枝し篇へんなどという大味な書物がマスタードまみれのホットドッグのように分かりやすいのは認めるがね。あれはイタリア辺りのピザと一緒だよ、その分かりやすい味で大衆をなびかせ、活版印刷による「写本」の毒でもって人知れずカリスマを集約させる』

『そこまでだ陰湿ジジィ、ただのヘルメスごっこでそんなに嚙みつくなよ。歴史年表の知名度に嫉しつ妬とするなら刃物でも持って表へ出たまえ、どこぞのジャックのようにな。しかし、しかしだ。もしももう少しだけ貴様に知性があるならば、ここに一つの実験を始めようじゃないか』

『具体的に何を？』

『カードは飽きた、誰も彼も折り目の癖を知り尽くしたしな。今日はチェスだ、こいつを使って影響の力を立証してみせようではないか』

『結局は賭け事か！　金がないなら素直に頭を下げてみてはどうかね？』

『こいつはスコットランドヤードの検視官様には分からぬ悩みだよ。公金から給料を工面してもらって酒場に出かける貴様にはな。全く大した魔ま術じゆつの腕だ、この一九世紀末に錬金術を復古させるとは！』

『こんな怪しげな会合に参加している事が露見して危うくクビを飛ばされかけたがな！　上から睨にらまれている中、非公式とはいえ神殿に顔を出している時点で毎日がギャンブルだ』

　……いい歳とししたおっさんとじいさんが全くひでえ言い草だった。『いくつになっても子供の部分』が表に出まくっている。言われてみればステイルなり神かん裂ざきなり魔ま術じゆつ師し達たちは世界の流れに抗あらがってでも我がを通すような連中ばっかりだったが、究極的に突き詰めると『こう』なってしまうのだろうか？

　ただ、改めて眺めてみればミセスの言っていた事といくつか当てはまるような気もする。

　傍かたわらの黒猫の魔ま女じよはこう告げた。

『ちなみにおじいさんがウェストコット、おっさんがメイザース……つまり私の冠にミセスとつけた旦だん那なです』

「ならおっさん言うな。愛してやれよ！」

『今はあなたとクロウリーの主観に寄り添っていますので』

　一九世紀末なり二〇世紀頭なりの常識やファッションセンスに覚えはないが、こうして見るだけでも大きな違いがある。

　ウェストコットという老人は仕立て屋に作らせたネクタイ付きの一いつ張ちよう羅らなのに対し、メイザースは古ぼけたとんがり帽子に分厚い外がい套とうを着けた軍服姿だ。とは言っても近現代的な迷彩服ではなく、ゼンマイ仕掛けの騎兵隊の人形なんかにありそうな、えらいカラフルな衣装だった。

「……すげえセンスだなアンタの旦だん那な」

『配色がガチャガチャしていて見ているだけで目が疲れます』

「だから愛の話をしようか奥さん!!」

　ともあれ、これが『黄金』の始まりだったのだ。

　高度に組織化された地下集団というほどではない。複雑怪奇な経典に基づいて行動する秘密宗教という感じでもない。世界を変える発明を成し遂げるための研究機関という風にも見えない。

　どちらかというと政府未認可のサロンか何かの集まりで、出自も職業も違う知識人がこっそり集つどって互いの意見を交わし合う、夜会のようなものが近かったのかもしれない。酒さけの肴さかなとなる武勇伝の代わりに各種の研究成果を披露し合っている、とでも言えば分かりやすいのではないだろうか。

　初老の男は中年の手を見て嘆きに似た声を放つ。

『ああっ!?　何だねこれは、どういう頭の作りをしていたらそこにビショップを置くんだ!?』

『ウェストコット、俺は貴様にこう言ったはずだぞ。全ての事象は互いの影響から逃れられん。今の貴様には道が見えてはいないかもしれん。だがこの一手は必ず貴様を然しかるべき結末へと導いていく。さあ、時間を進めていこうか』

『常道から外れれば盤をかき乱せるとでも思ったのかね？』

『ここまで言っても道が浮かんでいないなら幸いだ。こんな不快に粘つく霧の夜はアイリッシュよりスコッチが良く似合う。この俺の一夜の夢のために、たっぷり稼がせてもらうよん？』

『幻視にアルコールを使うのは無む知ち蒙もう昧まいの輩やからがやる事だよメイザース』

『何を言うか、誇り高き魔ま女じよの祭さい祀しをセックスとドラッグの言い訳にしているような自称知識層の皆様と比べれば随分とお行儀が良いいだろう？』

　ぶっ!?　と上かみ条じようは思わず噴き出していた。

　横では西洋喪服にネコミミの美女が肩をすくめていた。

『とまあ、そういう事情もありましてこの時代の魔ま術じゆつ師しは肩身が狭かった訳です』

「……すーぱー世俗の問題に巻き込まれ過ぎじゃないのかアンタら……？」

『現在からしてみれば、ようやくよちよち歩きが始まった程度の新聞にも報道精神なんて微み塵じんもありませんでしたからね。これより少し前は広場での公開処刑が民衆最大の娯楽とされ、悪名高き魔ま女じよ狩がりが席せつ巻けんしていましたが、この時代になると処刑の方法が変わってきたように思えます。日々の労働に追われる民衆は新聞を通して、普段手の届かない別世界にいる富裕層や知識層の「社会的な死」を眺める事で暗い喜びに浸っている節がありました』

「新聞社の方から混乱を生み出してどうするっていうんだ……？」

『もう少し時代が下れば、スクリーンの中の悪役が処刑されるのを大勢で眺める事で日々蓄積する膿うみを出す映画産業が花開きますが、ここ最近ではネットの普及によって再び報道の処刑に先祖返りしつつある印象がありますね』

　……ある側面だけ切り取るとそういう見方もできるのだろうか？　流石さすがにそこまで行くと極めて強いバイアスがかかっているようにも思えてくるのだが……。

『ああっ!?　何だこりゃ、どこで盤面が固まった!?』

『だから言ったろうご老人、全ては互いの影響から逃げられんとな、はっはぁ!!』

『チッ、この歳としになって野郎に奢おごる羽目になるとはな。ところでメイザース、例の新人についての話は聞いた。その上で問いかけよう、君は正気なのかね』

『その程度で今さら揺さぶりになるものかよ。クロウリーの事だろ？』

「っ？」

　何気なく出てきた言葉に、上かみ条じようの心臓が小さく跳ねた。

　だが部屋の中の魔ま術じゆつ師し達たちはそのままさらりと話を続けてしまう。

『今さら君の正気を疑ってかかっても仕方のない話かもしれんがね。ヤツこそ古き良き儀礼をセックスとドラッグに置き換えるような輩やからではないのかね』

『そいつは非常に難しい所だが、ヤツの場合だと建前や言い訳ではない。本気で合理と効率を踏まえて到達した結論がそこにあるのだから迂う闊かつに笑い飛ばせん。あれを表面だけなぞって頭ごなしに否定する行為は、新聞片手に金切り声を上げる自称知識層の暇人どもと知性のレベルが同じだと宣伝して回るようなものだぞウェストコット？』

『ヤツは「黄金」に災いをもたらすよ』

『お次はマーリンに嫉しつ妬とかねご年配。貴様一体いつから道具を使わぬ幻視で未来が見えるほどに偉くなった？　わざわざそのために画家の卵を娶めとって学者から芸術系まで多くの者が叡智を持ち寄ったのだ。せいぜいＧＤ試作のタロットを効果的に使ってくれよ』

　じーでぃー？　と上かみ条じようが首をひねると、傍かたわらにいた黒猫の魔ま女じよがこんな風に甘く囁ささやいてきた。

『元々の出自は諸説あるのですが、このカードセットをカバラの秘儀的に再解釈したものです。人が生まれながらに持つ原罪を取り去るまでの試みを記したものですね』

「はあ」

『まあごちゃごちゃしていますが、ようは「黄金」が自前で拵こしらえたカードセットですね。こいつら自画自賛でテンション上げるの大好きな人種ですから』

「最後のさえなければ普通にソウナンデスカで収められたんじゃねえの!?　お寺とかお城を見上げた時の気持ちっていうかさ!!」

　手元に身内がいると偉人の凄すごさは分かりにくくなるものなのかもしれない。

　そうこうしている間にも盤面は動く。

『……私は「黄金」の創設者だぞ？』

『この俺もな。チェック』

　コンッ、という乾いた音が鳴り響いた。

　いまいちチェスの駒こまの動きもイメージできないのだが、どうもこれ以上は動かしようがないようだった。

『共に同じランクを持つ創設者同士が戦い、高度な精神戦、魔ま術じゆつの決闘を経て雌し雄ゆうを決したのだ。では報酬をいただこうか。今回の新参入者に対する裁量という酒さけの肴さかなをな』

『最初からそれが狙いか』

『言っただろうウェストコット、世界の全ては互いの影響から逃れられんとな。道が見えなかったのはそちらの未熟によるものだ。実はもうドアの前まで呼んであるんだ』

『人の許可も取らずに……ッ!!』

『だから今取っただろうご老人？　入ってこーい新入りーっ!!』

　控え目なノックの音。

　そしてゆっくりと回るノブ。

「……、」

　本当に。

　これで決まってしまったのだろうか。

　事の顚てん末まつは分からないが、何か大きな歴史を転換させる分岐点のようにも見えたのだが……？

　そして黒猫の魔ま女じよが言った。

『人が見てない所だとあのおっさん何だかすげえー偉そうですね。そのために画家の卵を娶めとった……と、そうきましたか。へえほおふうーん。一〇〇年超ではありますが、改めて耳にしても猛烈に腹が立ちます』

「この世界には愛が足りない!!」
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　始まりには落下の合図があるが、終わりはいつだって唐突だ。

「うっ!?　ぐ……何だ、戻ったのか。進んだのか……っ？」

　上かみ条じようは呻うめくように言って、額に手を当てたまま首を横に振っていた。

（……今抱えている問題は何だ。アレイスター、散り散りになったインデックス達たちとの合流、後は舞まい夏かの胸に刺さった闇を凝結させた短剣。よし、大丈夫。頭はまだ正常に回っている……っ！）

　相変わらず『窓のないビル』の内部は終わりの見えない青天井に誰一人見当たらない寒々しい無人の世界だ。

　ふらつく体を手すりに預けて先へ進むと、情景が変わっていた。

　先ほどまでの階段やエスカレーターやエレベーターは途切れていたのだ。代わりにあったのは壁に直接埋め込まれた梯はし子ごやキャットウォーク、それに蛇のようにのたくる銀色のダクトなどだった。

　下から支える昇降装置から、壁面に埋め込まれるものに登山の質が変わってきた。

　階層が変わった、という事なのだろうか？

　何にしても一つ一つが命懸けになってきた。階段を上るのと梯はし子ごを上るのとでは事故の発生率も変わってくる。そしてここはもうビルで言うならかなりの高さだ。上はもちろんだが、下を見下ろしても底が見えない。全ては闇に吞のみ込こまれている。

「おっ、おー」

「？」

　どこかから聞こえてきた声に上かみ条じようが眉をひそめて目線を上げると、一足早くメイド服の少女がもたもたと梯はし子ごからキャットウォークへ足を伸ばそうとしている真っ最中だった。土つち御み門かど舞まい夏か。ちょうどこっちの顔と同じかちょっと高いくらいの位置でこっちへ腰を突き出している。そして当然ながら今も薄い胸の真ん中には闇を固めたような短剣が突き刺さっていて、その周囲には人の心を縛る山の魔性だか何だか、不規則に手錠の輪や歯車が落下していた。

　ただし足場が細く不安定になったのが幸いだったのか、多くの金具は同じ段差に留とどまる事ができずに闇の底へとそのまま降り注いでいってしまう。留とどまれなければ水みず飴あめのように透明な何かを取り込んでボディを作れない。せっかくの宝も持ち腐れになっているようだった。

（……いや、もうどっちでも同じなのか？）

「上かみ条じよう当とう麻まじゃないかー。みんなはぐれて心配してたんだぞー」

「お前はお前でどこへ行こうとしてるんだ」

「とりあえずどっかに消えちゃった兄貴を見つけてやらないとなー。あの兄貴がそうそう簡単に倒れるとは思えないけど、ここにいないとなるともっと上だろうしなー。おっと」

　何だか可愛かわいらしく言ってはいるが、ようは一〇〇メートル以上の高層ビルにくっついた梯はし子ごで足を踏み外したりバタ足したりの真っ最中だ。上かみ条じようは慌てて壁沿いの細い足場を見て、うっかり真下を覗のぞき込こんで呼吸を止め、深呼吸してから背中を壁に押し付けてずりずりと舞まい夏かの足元へ向かう。普通のビルと違って不意打ちの突風が吹かない事くらいしか良かった所を探せない。

　ようやっと舞まい夏かの間近までやってきた上かみ条じようは、シックなメイド服の腰の後ろ辺りを両手で押さえてやりつつ、

「ほら危ないな、さっさと上に上がっちゃえよ！」

「んっ、ぅ？」

　と、見習いメイドの体がわずかに真上へ跳ねた。訝いぶかしむ上かみ条じようのすぐ横で、そっと黒猫の魔ま女じよが囁ささやく。

『くすくす。梯はし子ごに両手両足を取られている隙に親友の妹の無防備な臀でん部ぶを狙うとはなかなかのクソ野郎ですね』

「おめーもそこでナニ余裕ぶってんだよ!!　こっちだって落ちるか落ちないかの瀬せ戸と際ぎわなんだから手伝えってーっ!!」

　あらぬ誤解を避けるため全力で叫ぶ上かみ条じようだったが、対する舞まい夏かは梯はし子ごに手足を掛けたまま首を傾かしげるばかりだ。

「ん、んんー？　なあ上かみ条じよう、さっきから何の話をしているんだー？」

「えっ？」

「何にもないトコに嚙かみついてるけど、イヤホンマイクで電話とかしてる？」

（……あれ？　ひょっとして）

　改めて上かみ条じようは自分のすぐ隣へ目をやった。

　何な故ぜだかミナ＝メイザースはこの危なっかしい足場の上で、西洋喪服の長いスカート部分を両手で摘つまんで恥じらっていた。

『ちらちらり』

「いいや恥じらってはいないな!?　お前は俺を動揺で突き落としたいのかッッッ!?」

「んんー？？？」

　こんな公開自殺みたいな恥を自分からさらしているヒトが間近にいるのにキョトンとしていられるはずがない。だとすると上かみ条じようの予想通り、ミナは舞まい夏かには見えていないようだ。

『人は網膜や鼓膜で外界の情報を取得していますが、その精度は一様ではありません。例えば近視とは眼球そのものが奥側に向けて、楕だ円えんに伸びていく症状を指します。あなたの見ている赤と土つち御み門かど舞まい夏かが見ている赤が同じ色ではない以上、個体識別により見える相手を選んで自身の像を映し出す事はさして困難な技術ではありませんよ』

「……すげえ、もっともらしい事は言っているけど長々とした説明の中に具体性が一個もねえぞ？」

『……、』

　ヴェールで隠していても相手がむっとしているのが分かってしまった。

　おや、ひょっとすると逆げき鱗りんに触ふれてしまったのかもしれない。だとすれば真逆、ミナの琴線はどこだ？　それが分かればこの正体不明のメンドクサイ美女に対し、アメとムチの交渉術コントローラが成立しそうなのだが……、

『良からぬ事を考えているとバチが当たりますよ少年』

「あん？」

『……喪服姿の淑女にムチを打って無理矢理従わせようなどと。近所に困った学生がいますとセレブなＳＮＳへちょいと書き込んで差し上げましょうか』

「この際どうやって俺の思考を読んでいるかはもう聞かないけど読み込みの失敗でデータがバグってるよ！　勝手に誤読して傷を広げるなよな！」

『大穴で暇を持て余したお姉様方からカワイイ評価が下るかもしれませんが、まあルーレットで00にボールが収まるような確率ですね』

「広げるなよなッッッ!!!!!!　（……ハッ、でもどのポケットに落ちるかだけならどこだろうが確率は一緒なのでは。もしや本気でそんな持て余しセレブおねいさんチャンスがこの世のどこかに……？）」

『もしもし？』

　上かみ条じよう当とう麻まは自分を守っているはずなのに、舞まい夏かにはミナが見えないばっかりにますます不思議な人を見る目が止まらない。この世界には正解が存在しないのだろうか、と上かみ条じようは涙をぐっと堪こらえる。

「兄貴はどうも無駄に努力してその疲れで達成感を覚える人みたいだからなー。変な苦行モードに入ってるならさっさと合流して止めてやらないとー」

　……つまり、虹色の鎖と透明な血肉で作られた山の魔ま性しよう、人の業にも食い込む一対のケダモノがいようがいまいが『上へ進む』という流れは完成してしまっている。胸に刃の刺さった舞まい夏かの周囲で不規則に落下する歯車や手錠の輪ははるか彼方かなたの地上に辿たどり着ついてから自分の体を作っているだろうから、わざわざそちらに出戻りしたいとは誰も思わない。

　柔らかく腰を折り、にゅっと隣から首を伸ばしてきたミナ＝メイザースがヴェールの向こうでうっすらと微笑ほほえみながらこんな風に言ってきた。

『ちなみにアレは魔ま術じゆつ剣けんです』

「そりゃ見れば分かるよ魔ま術じゆつで作った剣だろ誰でも分かるよ!!」

『そういう意味ではなく。四大属性の風の短剣ではなく、召喚儀礼を先導する象徴武器シンボリツクウエポンという意味での魔ま術じゆつ剣けんです。主な役割は負の力を退け術者を守る受動的護符アミユレツトに近いですが、「退ける」とは「都合の良いい方向へ逸そらす、誘導する」という意味もありますので、扱い方次第ではそのまま召喚にも転用できる訳です。元来は適当な剣の柄つかをグリーンに、鍔つばをレッドに塗り分けた上で神名を刻み聖別して持ち主以外に触れられないよう厳重に保管するものなんですけどね』

「しょう、かん？」

　そいつはあまりにも分かりやすい符合だ。

　得え体たいのしれない短剣で胸を貫かれた舞まい夏かを中心に、望んでもいない不気味な手錠の輪や歯車も次々現れているのだから。

『ベタ過ぎるので逆に魔ま道どう書しよ図と書しよ館かんなどは読みを外したのかもしれません。まさか「あの」クロウリーが初歩の中の初歩をドヤ顔で並べてくるとは思えない、と。……実際には、達人は道を究めるほどに基本を重視する生き物ではあるのですが』

　それにしても舞まい夏かはいい加減、胸に刺さった刃物について何か思う所はないのだろうか。

『さらにクロウリーは実戦を除く習熟の段においては、武器に処女性を強く求めていました。つまり、他の目的で使用されたものを代用してはならない。剣を打つにはハンマーが必要で、ハンマーを作るには鉄鉱石と木材が必要で、と繰り返していけば一つの武器に千でも万でも作業が必要になりますが、そのどれも無意味な学習にはならないと語っていますね。そう、まるでパズルのピースのように』

　……あるいは、その能天気さは都合の悪い事実から全力で目を逸そらした結果なのか。なんか体の調子が悪いんだけど、病院に行って奇妙な病名を宣告されると気が滅め入いるからこのまま騙だまし騙だまし進んでみよう、とでもいうか……。

　そう思うと、安易に問い詰めてツッコミを入れるのも躊躇ためらわれた。

　何かのきっかけで彼女が素に戻ったら、その時点から手の付けられないパニックが始まってしまうかもしれないのだ。

　普段と違って、こんな高所の登山では命取りになる。

「この先、ちょっと、足場が頼りなくてっ、上かみ条じよう当とう麻まー、ちょっと体を支えてくれないかー？」

「分かったよ、くそっ」

　自分で選んでいるようで選んでいない。

　いいや、一〇〇万の選択肢のどれを選んでも一つの結果にしか辿たどり着つけない、の方が近いのか。かつてオティヌスが見せた幾千億の地獄とはまた違った、ひっそりと忍び寄る怖さがじわじわと指先から体内へ潜り込んでくるようであった。

「なんか、こう、体育館の二階席って感じだな」

「おー、言われてみれば」

　細長い金属の梯はし子ごと金網で床面を作った狭い通路。それこそ体育館でなければ演劇の舞台の真上にある照明機材置場みたいな感じだ。……問題なのは今ここが地上から何百メートルの地点なのかがさっぱり分からず、たった一度足を滑らせたら一発で即死という条件がプラスされる事ではあるのだが。

「足場が狭ければ落下の危機、広ければ手錠だの歯車だのが体を作って襲ってくる。まったくどっちもどっちだな……」

「何だか済まないなー、色々巻き込んで」

　舞まい夏かが謝るような事ではない。とにかく上かみ条じようと舞まい夏かは力を合わせて上を目指す事にした。

「ほ、本当に大丈夫なのかな。どこかの吹ふき溜だまりとかに手錠の輪とかが溜たまっていないと良いいんだけどなー……」

　びくびくしている舞まい夏かは恐怖心が表に滲にじみ出でているのか、時折両手を小さく握ったままこっちの胸板へと顔をすり寄せてくる。

　相手の体温が伝わるか否いなかのギリギリの距離感。

　そして西洋喪服にネコミミのクソ野郎がぼそっと言った。

『親友の妹』

「（……分かってるよ馬鹿!!）」

　気になるのは追跡者たる一対の鎖のケダモノだけではないのだ。梯はし子ごやキャットウォークがある場所はまだマシだった。それはどんなに細くても人が歩いて通り抜ける事を前提にした『道』だったからだ。

　問題なのは壁の表面を蛇のようにのたくる銀のダクトや、岩場の一枚貝みたいに張り付いているエアコンの室外機なんかだ。

「えっ？　何なの、ジャンプで行けっての!?」

　登山ルートが狂っている。もうこんなのは『道』じゃない。

　宙に浮かぶ段差を選んで走り回り、ブロックからブロックへ大ジャンプ。落ちたら即死のレトロなアクションゲームをそのまま生身でやらされているような気分にさせられる。それでも地上一メートルなら新手のアスレチックになったかもしれない。だがこれが地上五〇〇メートルとかだったら話は別だ。

　足はすくむ。

　当たり前の一〇〇％がどうしても出せない。

　あくまでも屋内だから突然のビル風などにさらされる心配はないが、そんなものがメリットとして数えられるような余裕はない。

　そもそもエアコンの室外機って思い切り踏みつけても大丈夫なものなのか？

　着地した途端にネジが千切れて室外機ごと真っ逆さま、なんて話にはならないのか？

　当たり前のように及び腰になった舞まい夏かが、ようやっと顔を真っ青にしてこう提案してきた。

「なっ、何か、チャレンジする前に命綱になるものを用意した方が良いいんじゃないかー……？」

「そりゃ願ったり叶かなったりだけど、ロープの代わりになるようなものなんてあったか？」

　上かみ条じようからの問いかけに、土つち御み門かど舞まい夏かは両手を後ろに回した。途端に不意打ちでしゅるりと衣きぬ擦ずれのような音が響き渡る。

「はわっ!?　何だどうした脱いでんのか!?」

　メイド服の構造はサッパリ分からないが後ろ手に回して何かしらの結び目でも解ほどいているのか。非常時とはいえエプロンやワンピースをロープ代わりにするのはいかがなものか。てか友達の妹って区分がメチャクチャデリケートなんだけどにゃーにゃーサングラスからスーパー怒られたりはしないのか!?　あっちこっちにスカッシュやピンボールみたいに上かみ条じよう当とう麻まの思考が飛んで跳ねて大変な事になっていく中、舞まい夏かはそっと鼻から熱い息を漏らしていた。

　そして何な故ぜだか長いスカートからバールとダクトテープが出てきた。

「おいイロモノメイド」

「失敬だなー。ダクトテープは頑丈だから大きく引き出してから何重かに束ねるだけで人の体重くらい支えられるはずだぞー？」

「そうじゃねえよ脈絡ってものを考えなさいよ。一体何をどうやったらいきなりスカートからバールとダクトテープが出てくんの!?」

「この二つがあればお屋や敷しきのトラブルは大体何とかなるんだぜ？」

　どうにも水回りのトラブルとかレコーダーの配線とは思えない。こいつは最高警備のセキュリティシステムに守られた豪邸を逆に乗っ取られた中、立たて籠こもるテロリスト集団相手にたった一人で立ち向かって孤独なお嬢様を助けに行く類たぐいのメイドさんになりたいのだろうか？

「……もしかして、スプレー缶とライターを組み合わせたい人ですか？」

「おーおーっ！　オーブンレンジで自己鍛造弾とかなー」

　想像以上であった。

　話が分かるみたいな風に言われてもナンチャラ弾がもうついていけない。そんな極悪な響きの一品がどうやったら台所のオーブンと結びつくのかなんて異次元の彼方かなただ。

「他にも芝刈りマシンをチューンナップして爆走させたり洗剤混ぜて毒ガス作ったりなー。釘くぎ打うち機きは映画の中じゃあ定番だけど実際には役に立たないから、飛び道具が欲しいなら適当な鋼管とカセットコンロのボンベを組み合わせた方が確実だなー。こいつは実弾の他に音響兵器にも応用できるしー」

「くそっ、メイドインジャパンなんてこんなもんか！　土つち御み門かど、お前が思い描く魂のメイドは知らぬ間にとんでもない味付けがされているぞーっ!!」

　傷ついている自分を分析すると、どうやら上かみ条じようも上かみ条じようでそれなり以上にはメイドに理想を抱いていたらしい。そのままでも美お味いしい鶏とりの唐から揚あげげに思い切り甘酢のあんかけをぶちまけられちゃった気分のツンツン頭であった。もちろんみんながみんなマスターしている訳ではなく、言ってしまえば『授業中にテロリストがやってきたらどうする話ｉｎメイド学校』で養われてきたもしも話に過ぎないのだろうが。というかそう信じたいのだが……。

「とっ、とにかく命綱だ。ええと、ダクトテープを引き出して何重かに重ね合わせれば良いんだっけ……？」

　理論値では間違っていなくても、誰かが安全基準のハンコを押してくれた訳ではない。自分の胴体に巻いて、一方の端を壁から突き出た金属の突起に結びつけて……と繰り返していくたびに、いやが上にも緊張の汗が全身から噴き出してくる。

　自然と何度も何度も即席の命綱を引っ張って、頑丈な感触を返してくれるかを確かめる上かみ条じよう。

　そしていきなりぼっきりと突起が折れた。

「ばあっ!?」

　体がすっぽ抜けるように上かみ条じようの体が虚こ空くうへと投げ出される。ぐにゃりと景色が歪ゆがむ。いいや違う、これはあれだ。落下の感覚を引き金にした例のビジョンへの導入だ。
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『鳩はとの血を使うのかね？　命を奪う染料の取得は倫理に反する』

　眉をひそめるような声があった。

　先ほど見たアパートメントの一室とは違う。どこか暗い地下のようだった。空間自体は広いが、四方を全て石壁で埋められているからか、あるいは頼りない蠟ろう燭そくの明かりしかないからか、何だかひどく圧迫感を与えてくる場所だ。

　何やら禍まが々まがしい匂いのする陶器の壺つぼをかき回しているのは銀の髪の青年だった。そして先ほどの訝いぶかしげな声の主は……初老のウェストコットだったか。そのまま社交場に出かけられそうな一いつ張ちよう羅らはこんなかび臭い地下にはひどく不釣り合いで、周囲と比べて立場に違いがあるようにも見受けられる。中年のメイザースとかいう変人の話が真実なら、確か検視官……つまり警察関係者だったという話だが……。

　ぐちゃぐちゃと無心で壺つぼの中身をかき回している青年は顔を上げない。返答すら行う意思はないようだった。

　ますます渋面を作る『三人の創設者』のウェストコットに、彼をスカウトしたであろう同ランクのメイザースが苦笑しながらこう答えた。

『我々は誰にも読めない難解極まる暗号文書を作りたいのではない。そんなものは秘密主義の薔薇十字ローゼンクロイツにでも任せておけばよい。おっと結社に薔薇の香りをつけたがり、謎の秘密文書まで持ち出したご老人には当たりの強い話だったかな』

『……、』

『蒸気機関がここまで広く世界を変えた理由は何だ？　それは誰の手にも扱えて、平等に利益を分配していったからこその産業革命なのだよ。見た目は自由なふりをして実際には国家の承認と保護がなければ船出もできなかった大航海時代から続く帆船なんぞ、完全民有化の汽船があっさり駆逐していった。我ら「黄金」もまた時代を変える。そのために必要なのは全てを網羅して「完結」した十字教の聖書ではない。あれは「大いなる存在」の足跡に由来した固定の奇跡がまずあって、そこから解釈の違いで分岐していくしかない有限の可能性だからな。ベーシックな呪じゆ文もんや記号を並べ立てる事で好きなアイデアを望む形で具現化させる、そんな無限に連なる終わりの見えないボードゲームのような工作キットではないか』

『……、』

『ならばそんな「黄金」にとっての大敵とは何だ？　つまり何事も神秘のヴェールに隠してしまい、絵の具のパレットから赤は血を連想する黒は闇を意味すると次々取り除いて可能性の芽を潰つぶしてしまう忌避感情ではないかね、ウェストコット。燦さん然ぜんと輝く美しい花の生命力を描くには全ての色彩が必要なのに、だ。ヤツらは殊こと更さらに「原典オリジン」の毒についての危険性を誇張してみせるが、現世から乖かい離りし過ぎた理論を一度に投入されるのではなく、自らの手で一つ一つゆっくりと理解を深めていく工作キット方式なら知識の馴な染じみに『段差』がないので安心だ。天空は不可侵であるべし、なんて考えでは飛行船はできなかっただろうし、どこぞの発明家兄弟が進めている個人機器へのブラッシュアップだなんて一世紀は遅れただろうな』

『……、』

『大体、今の俺おれ達たちも理想を語れる立場にない。師匠から弟子、師匠から弟子、師匠から弟子。……ここにいる俺おれ達たちから今日入ってきた新参者までの間には一体どれだけ関所があるんだ？　年々人が増えるたびに繰り上げの儀式で位階が上がっていくもんだから、てっぺんにいる俺おれ達たちは書類だけならもはや７＝４、軽めに皮でも脱いでゲテモノになってないとおかしい有り様だぞ。当然、外面と内実が食い違っていれば組織の全体像もぼやける。師匠から弟子も結構だが、今にどの師匠に何をお伺いすれば良いかの時点で迷いの森が発生するぞ。本当に使える先達は誰かを探るだけで独特の作法が必要、なんて話になったらほとんど刑務所の処世術だ。そんなものに時間を割いている間に人の質はどんどん落ちていく』

『……、』

『結社は組織だ、下が崩れれば上も巻き込まれる。こんな質の低下が表面化する前に打開しなくてはならないのだよ。この伝達の不備を才能の壁だの何だので無理に納得して、伝える努力を放棄した先達ばかりがふんぞり返るのはあまりにナンセンスだ。そもそも結社に入った時点で必要な知識は構成員の目の前になければおかしい。必要なものを必要なだけ、という基本に立ち返るべきだ。今求められているのは膨大な知識じゃない、それをどう活用するかだ！　水晶にせよカードにせよ、亀の甲羅でも爆ぜる炎でもよい。とにかく元来魔術の恩恵を得る者の側には道を示す器物があった。我々もそれが欲しい、誰もが十分な実験環境を持てば師も弟もなく匿名で質問に実践し答えを返す集合的回答装置の完成ではないか。良いかご老人、後進の教育を楽しめるのは貴様くらいのものだ。俺はさっさと楽がしたい！　そのためには求める者が疑問を解決するため自然と遊んで学べる工作キットの完成は急務だよ』

　まさに言葉の洪水であったが、上かみ条じようには特に気になったフレーズが一つあった。

「こうさく、きっと？」

　呼応するように、黒猫の魔ま女じよは儀式場の隅にあったテーブルをコンコンと指先で叩たたく。

　そこにあるのは……何だろう？　精巧な箱庭のような、海外の凝ったボードゲームのような……。木を削って作った杖つえや円盤、ガラスを溶かして一から作った杯、同じく金属の短剣のオモチャ。一見オモチャのように軽いが、一つ一つが手作業だとしたら相当手が込んでいる。

　そして上かみ条じようは気づいた。

　似ている。というか、この部屋をデフォルメしているようでもあった。

『今風に言えばアプリ開発ツールのような概念でしょうか。そもそもヘルメス学では二二の文字で世界の全てを作れるはずですからね。後は皆がグラフィカルな素材を直感的に並べ換える環境を整えれば良い。それが舞台演劇の形を取る儀式魔術の骨子であり、箱庭は個人向けの作劇装置です。条件が違えば俳句や短歌に近い形になっていたかもしれません。神にすがって順番待ちをするのではなく、自らの手で必要と感じた奇跡の起こし方を調達する。まあそんな青い理想です』

　箱庭の中の人形を手順通りに動かし、剣や杖つえなどを持たせて、小瓶に詰めたカラフルな花弁や葉を振ふり撒まき、小冊子のガイドブックにある単語を組み替えて自分なりの呪じゆ文もんを作っていく。

　そうやって、魔ま術じゆつを作る。

　誰もが簡単に、ビーズのアクセサリにでも挑戦する感覚で。

　……見方によってはとことん不ふ遜そんで恐ろしい考え方のような気もする。例えば上かみ条じよう達たちの超能力開発は自分で系統や強さを選べないが、これがクレープのトッピングを決めるような感覚で自由に選択できるとしたら、科学サイドはどれだけ歪ゆがんでいた事だろう？

　仮にこのアプリ開発ツールでウィルスやフィッシングサイトが作られても、それが表の世界で大きな被害をもたらしても、やはり『黄金』は気に留めないのだろう。あるいは銃社会のように、身内の相互不信と自己防衛も武器となる技術の普及を高めるとでも考えたのか。持たざる者は死ぬ時代を。

『別段ストッパーを設けようと言っているのではない。魔ま術じゆつ研けん究きゆうにも折り合いをつけろと言っているのだ。見境がなくなれば私わたし達たちも乱痴気集団といっしょくたにされてしまうぞ』

『リスクに見合う成果はあるさ。さあ始めてくれ、クロウリー。懐疑主義に転がりかけたご老人の目を覚ましてやれ！』

　ご大層な発破の掛け方に反して、クロウリーと呼ばれた青年の動きには手品師のように大仰なアクションは何もなかった。それどころか彼は床に直接魔ま法ほう陣じんを描いたりもしない。部屋の片隅にある丸いテーブルに衣の布を被かぶせると、浮き出た外枠をなぞる格好で大きな円を描き始めたのだ。

　ウェストコットはついに叫んだ。

『こんなのは邪道だ!!』

『何を言う、実に合理的じゃあないか。さっきも言ったが、俺おれ達たちの目的は「大いなる存在」の足跡をなぞるが故ゆえにどうしても奇跡の種類が「完結」してしまう聖書などではなく、いくらでも連なって終わりの見えないボードゲームのような工作キットを作り、同じ「黄金」の中でさえ停滞気味な知識の伝達に確実さをもたらす事だ。せっかく男女分け隔てなく参入できる自由な結社を作ったのに、訳の分からん行列待ちなど論外だ。しかも高位位階の乱発のせいで最後尾で待っても正しい答えを得られるとは限らない。いっそ横入り衝突大歓迎、師と弟の間でもぶつかってみるべきだ。対立で手応えを得られれば僥倖ではないか。……それはご婦人の裁縫セットや編み棒のように身近で、画家や彫刻家の仕事道具のような本格仕様。ウェストコット、貴様が結社の設立にあたってドイツを参考にしたのは良いいセンスだった。何しろ、向こうのボードゲームは本当に手が込んでいるからな』

　小さな箱の中にあるのは、オモチャのような杯や杖つえ。乾燥させた花弁や葉を種類ごとに密封した小瓶の列。

　だが限りなく精巧にできたそれらは、子供が通販教材を使って電子基板に初めて触れるのと同じように、新参者へ新しい可能性を魅せる。

　そこに善悪はない。

　子供向けの基本セットを使えばラジオを作れるかもしれないし、盗聴器を作れるかもしれない。古い戦争では兵へい士し達たちに子供でも使える絵えの具ぐ一式を支給し、固形爆薬を欠けたレンガや石炭に偽装して罠わなを張って軍民問わず被害を拡大させていったという話も聞いた事がある。

　それと同じなのだ。

　絵えの具ぐが戦争に使われても、絵えの具ぐの開発者は非難されない。

　その程度の考えなのだ。

『なあウェストコット、貴様はフリーハンドで直径二メートル以上の円を正確に描くのに何年かかった？　それも突っ立ってキャンバスに向かうのではない、腰を曲げて床を眺めながらの作業でだ』

『……、』

『俺おれ達たち誰もが通ったその無駄な努力をたった一つのアイデアで短縮できると言っているのだ、この若造は。馬鹿正直に床石に向かうなんてとんでもない。丸いテーブルに沿って円の手本を浮かべ、テーブルクロスに全体像を描いてから床に敷けばよいとな。これこそが精巧なボードゲームに似た工作キットの存在意義だ。どこに繫がっているんだか分からん行列待ちなど薙ぎ払え、誰もが質問し実践し答えを返す集合的回答装置があれば良い。疑問に対して直接試行して答えを求め、魔ま術じゆつを志す誰もが頭の中に思い浮かんだアイデアへ自由に具体的な形を与えられる夜明けの始まりだよ』

　この時代には、まだプログラム言語なんて概念は存在しなかったはずだ。

　彼らが見ているのは海外製の手の込んだアナログゲームのようでしかない。

　だけど上かみ条じようの目には、複雑難解なＣ言語でコードを打ち込むしかなかったエンジニア達たちが、ジグソーパズルのようなピースを並べて連結するだけで子供でも扱えるアプリ開発ツールについて夢を馳はせているように見えていた。

　無邪気だが危険。

　善にも悪にも転がりかねない、まさに『無限の』可能性。

『良いいか老人。銃が出てきた時、力自慢の騎士はこう言った。こんなのは伝統じゃない。蒸気機関が出てきた時、機織り女はこう喚わめき散ちらした。卑劣な量産品には魂が込められていない。……さて時代の荒波を実感してみよう、彼らの声は今でも届くかね。一体誰の耳に？』

『私は消えゆく者とでも？』

『ご老人、貴様はまだ絶滅していない。人が蒸気機関に勝る機能とは、すなわちいちいち馬鹿デカいレバーを倒さなくても来た道を引き返せるという事だ。まだ分からないのかね、考えを改めるならここだと言っているのだよ』

　ふんとウェストコットは鼻から息を吐いた。

　新参者の性根が気に喰くわぬという態度を隠そうともしない。おそらく何か手順に一つでも誤りがあれば即刻切って捨てる構えでいるのだろう。

　いやにぴりぴりした空気に支配される中、それでも銀の髪の青年は全く動きに支障を生まなかった。それこそ時計仕じ掛かけの西洋人形のような精密さで何かしらの儀式の準備を進めていく。正確な方位を調べて適切な位置に物品を並べ、正確な時間を計って一つ一つのタイミングを図り、正確な発音で身体から空間へと振動を伝でん播ぱさせ、正確な挙措で儀式場をぐるりと回っていく。

　魔ま術じゆつに明るくない上かみ条じようでも分かる。

　何もかもウェストコットの望む通りに進んではいるのだろう。

　だがそれが古き術者の眉を一層不規則にひくつかせているようであった。これだけの圧をかけているにも拘かかわらず、仔し細さいになどかまける必要はないとばかりに軽くあしらっている（……ように見える）無表情の青年がそれだけで気に喰くわないのだろう。

　今すぐ排斥してしまいたいが、そのための理由がない。

　ウェストコットの顔にはそんな本音がありありと浮かび、そして当然のように読み取っていた旧知のメイザースはくつくつと意地の悪い笑みを漏らしていた。

『無駄な事だよウェストコット』

　ついに堪こらえきれぬといった調子で、メイザースはそう囁ささやいていた。

『魔ま術じゆつ師しとは大衆に受け入れられる人種ではない。それでも淡々と歴史に結果を記していく。これもまた、誰もが通ってきた道ではないか。ウェストコット、貴様のその態度が逆に証明してしまっているのだよ。ここにいる若じやく輩はい、アレイスター＝クロウリーはとうの昔に俺おれ達たちと全く同じレベルで「黄金」の歩みを進めていたのだとな』

『我らがＧＤタロットの配列すら理解を示さぬ者がいきなり幻視の先の召喚に触れて「天テ使レのズ力マ」相当の儀礼を成功させると？　メイザース、若い芽をここで潰つぶしてしまわぬために最良の選択は今すぐこの儀式をやめさせる事だ。そうでなければ追つい儺なの剣を用意し、悪の諸力が暴走した時に備えておくべきだな』

『さあてそいつはどうかな。この変人メイザースが、その程度の凡才に惚ほれ込こんでわざわざ口説き落とすとでも思ったか？』

　言葉が途切れた。

　カッッッ!!!!!!　と床から何かが爆発するような轟ごう音おんが響き渡ったからだ。

　それは目に見えない。だが激しい風の塊のように荒れ狂っている。

　目を剝むいたのはやはりウェストコットであった。

『馬鹿者が!!　思った通り悪の諸力が暴走しているではないか！』

　慌ててウェストコットは鳩はとの血で魔ま法ほう陣じんを記したテーブルクロスを取り払うが、儀式場の床一面に同じ紋様が焼きついていた。無機物なのに、この執着。まるで見えざる何かが開きかけた扉の隙間から手を挿し込み、ギリギリと押し広げようとしているかのようだ。

『メイザース、手を貸せ。ブライスロードと連絡を取って秘宝を持ってこさせるまでの時間を稼ぐぞ!!』

『いいやまだだ!!　ははっ、ここからが面白い!!』

　むしろ迎え入れるようにメイザースは両腕を大きく広げていた。

　そして変化があった。

　風の勢いは留とどまらない。だが明確な指向性が生まれる。床に焼きついた魔ま法ほう陣じんの中に留とどまるように、猛烈な勢いで渦を巻いたのだ。おかげでその力の勢いは保ったまま、コンパクトにまとめられ安定を得ている。形を持たぬ存在は陣の中に押おし留とどめられ、おとぎ話の悪あく魔まのように囚とらわれたのだ。術者の一切の命令に応じねばならぬ状況を作り出したのである。

　ガラスの覆いの中でしか燃え盛る事を許されず、つまみをひねればたちまち消えてしまう、ガス灯の明かりのように。

『なん、だと？　何が起きた!?　あれは確かに暴走していたはずだ!!』

『その考えがもう古いのさウェストコット。貴様は一〇の球体に見えざるダアトを加え、二二の線で結んで世界を見ているようだが、そセんフなイもロのトは世界の一面に過ぎん。このアレイスター＝クロウリーはな、全く真逆の樹きを使って世界を再計算したんだろうよ』

『クリフォトだと……？　虚数のセフィラに悪あく魔まの名を刻んだ逆さまの木ではないか!?』

『十分な知識と配慮があれば負の力をも世界を語る言葉に変わる、そういう事だろう。貴様にとっての失敗は、この若じやく輩はいにとっては成功の足掛かりだった。天へ昇る階段を探すのも良いいが、地獄へ落ちる大穴を調べる事でも方程式は学べるぞ。枕元でダンテの神曲を読み聞かせられて子供が震え上がるのと同じだよ。こうならないよう努力すればよいのだ、という訳だな』

『だがそれは……あまりにも危険だ。裏の裏は表という話なのだろうが、言葉の真意を理解せぬまま実践に走ればただただ悪の諸力を呼び出して自滅の道をひた走るだけになってしまうぞ。それは君の言う専門知識を持たずとも簡便に記号を並べるだけで望んだ奇跡の生み出し方を導き出せる魔ま術じゆつの工作キットを作る、精巧なボードゲームに似た道具によって安全確実に新参者を育てる、師も弟も匿名で疑問を投げ込める集合的回答装置を完成させる、その骨子が破は綻たんするぞ！　聖書が煩雑な言い回しによってその真意を読み取りにくくしてしまったのと同じように、邪悪の樹きを取り込んだ「黄金」の真髄はただただ複雑さを増していくだけになってしまうのだ！　選ばれた者にしか分からない、「原典オリジン」の邪悪な猛毒にまみれた、手を誤った者に牙きばを剝むくような秘儀なら薔薇十字ローゼンクロイツにでも走れば良い。我らが望むのはそんなものではないだろうに!?』

『そうかね。何事も発想の転換だよ、マイナス１とマイナス１を掛ければプラス１に転じるのと同じだ。これさえ把握しておけば思考の混乱は起こらない。正から始まろうが負から始まろうが、最終的には等しい方向たる正の値を積み重ねていけるとな』

『すでにその頭の体操が入門者向けではないと言っているのだ！　誇り高き大英帝国の首都、列強の本丸たる大ロンドンで暮らす市民がこうしている今も釣り銭の計算では指で硬貨を差して足し算式で数えているのを知らないのか。すでにそこで存在する、箱の中の剣や円盤が消えたり現れたりでは頭が混乱するだけだ。良いいか、先進頂点のロンドンですらこうなのだ。人間は誰しも最初は素人しろうとなのだ。自じ分ぶん達たちにできる事を万人も同じようにできるなどと考えるんじゃない!!』

『だからそういう所から全部、俺おれ達たちで変えるのだ。蒸気機関が世界の流れを変えたように、我らが送り出すボードゲームのような工作キットの存在がだ』

　……。

　ここまで幻影のやり取りを傍観して、上かみ条じようはふと思った事があった。

「……こいつら何で人の話に合わせるって心を持ち合わせていないんだ……？」

　あからさまに挑発を繰り返す事で相手から本音を引き出そうとするメイザース、淡々と実験を繰り返し周囲の声など気にも留めないクロウリー、そして常識人のように見えるウェストコットもまた実際には気に喰くわない新参者の成果を潰つぶすために古い正義や時間を積み重ねた伝統を振りかざしているだけ。一つの結論を得るにせよ、もう少し歩み寄っていれば随分と時間の短縮ができたのではあるまいか。

　何だか延々と結論の出ない最強動物議論を眺めているような気分だった。

　そしていつの間にか傍かたわらに立っていた黒猫の魔ま女じよがこんな風に息を吐いていた。

『いくつになっても子供の部分を忘れていない大人おとな達たちが本気出して子供に戻っている状態ですから。大抵こういう時には私が駆り出されたものです』

「……それはそれは」

　としか言いようがなかった。

　不毛な会議のまとめ役。幹事というか何というか。たまにこういう気苦労が絶えない役割を押し付けられている人を見るが、ミナ＝メイザースもそういう人種だったのかもしれない。

「てか、そもそも何であんなのと結婚したんだアンタ」

『今になってみればというレベルですが、粗暴な男性ほど奇妙なカリスマを有している場合があります。毒舌家の美学というものをご存知ですか？』

「……、」

『たまに、マンションの一室で一人の男性を中心に一〇人も二〇人も女性を囲っているナゾの共同体が話題に出る事はありませんか？　……「黄金」にいるのはぶっ飛んだクセの強い人間ばかりですが、同時に一人一人がそういうカリスマ的変人の集合体なのです』

「愛が足りねえー……」

　そりゃあ何を話し合ったって意見が一つにまとまらない訳だ。何しろ『自分が中心』しかいないんだから。船頭多くして船山に上るというか、人類史上類を見ないほど迷走しまくった集団の操る船が勢い余って火星の山にでも突き刺さってしまった、それが『黄金』の偉業の正体なのかもしれない。

　げんなりする上かみ条じようの目の前で、幻げん影えい達たちはまだまだ元気にぶつかり合っていた。

『しかしクロウリー殿の持説の正しさが証明されてしまった以上は、俺おれ達たちの方こそが一つ一つの資料を見直す必要があるかもしれんぞ』

『何を言っているメイザース』

『ＧＤタロット。我々「黄金」の皆で完成させた配列ではあるが、成功者クロウリーは二二枚の配列を否定したまま「天テ使レのズ力マ」の召喚を成功させた。つまり彼の提唱する「間違った配列」にこそ真理が込められているのかもしれん。もう一度ウェイトの伝統を精査する必要性が出てきたという事だよ』

『っ、それが狙いか！　「黄金」の金字塔にメスを入れて改悪する事で自身の影響力を高めようと……ッ!!』

『小さいねえ、考え方が』

　上かみ条じよう当とう麻まは魔ま術じゆつに明るくない。

　とりあえずハンマーで砕いて使えなくする事と、基板に一つ一つはんだをつけて精密機械を作っていく事はイコールで結ばれない。どれだけ多くの魔ま術じゆつ師しと接しても、彼はエンジニアにはなれないのだ。

　だがそんなツンツン頭にも微妙な空気の流れのようなものが感じ取れていた。

「なん、だ？　こいつら、勢力争いでもやっているのか？？？」

『そもそも「黄金」は「三人の創設者」によってもたらされた魔ま術じゆつ結けつ社しやです。しかしその一人が老衰で引退してから、組織運営はウェストコットとメイザースで綱引きをする事になった。そこへクロウリーが参入した事で、再びパワーバランスが二で割れる偶数から割り切れない奇数へと転じかけていたのです。このままクロウリーの力が増していけば、二対一でウェストコットは排斥されてしまった事でしょう』

「……、」

『「黄金」では世界の真理を示す統一された理論の解明を進め、「大いなる存在」の足跡をなぞる事によって奇跡の種類があらかじめ定められた聖書と違って、永遠に連なり終わりの見えない工作キットの構築を目指していました。危険な言葉の海である魔道書よりも、同じ時代同じ人間が紡ぐ馴染み深い知の脈動を。婦人の編み棒や裁縫セットのように身近で、画家や彫刻家の仕事道具のような本格仕様。魔ま道どう書しよの「原典オリジン」のように乖かい離りし過ぎた理論をいきなり全て叩たたきつけて知識の猛毒が頭を破壊してしまうのではなく、ゆっくりと一つ一つ自分の言葉で『段差』なく魔ま術じゆつを理解してゆける、子供から大人まで入門しやすく奥の深い精巧なボードゲームを参考に。そう、長い時間をかけて難解なＣ言語を覚えなくても、画面の中のパズルを組み合わせるだけで望んだアプリを組み上げられる開発ツールのように、です』

　黒猫の魔ま女じよは涼やかな声で、破滅の始まりを説明する。

『ところが、メイザースはウェストコット含む先人が削り出していった駒こまを一つ一つ精査し、クロウリーを利用してその書き換えを進めようとしたのです。皆で作った工作キットの開発ツールを上書きし、メイザースとクロウリーのみの小道具で埋め尽くさんとするために。いいえ、クロウリーはメイザースが直接面倒を見た弟子という位置づけです。つまり二人合わせた作業でも、出来上がるのは「メイザース派の成果物」に過ぎません』

「何でまたそんな……」

『理由などありません。強いて挙げるならそれがメイザースの欲望であり、メイザースはそういう種類のカリスマを持つ変人だったのです。師匠から弟子へ、の不毛な知識の伝達の停滞を打開し、人の増加に合わせて位階だけが繰り上がっていく中で本当に使える先達を知るための作法が必要だなどという刑務所の処世術のように不要な学習を取り除き、どこに繫がっているのか分からない長蛇の列を蹴散らし、師も弟も恥じる事なく匿名で使える集合的回答装置を安置する……そんな簡便で精巧な工作キットの提供者は「黄金」の先達という集団ではなくメイザースという個人でありたい。そういう金字塔を歴史に打ち立てたい。それだけだったのでしょう。根幹にあるのは恐竜の化石を見つけて自分の名前を永遠に残してやろうという、あどけない願望と同種です。彼もまた、いくつになっても子供の部分を捨てられない大人でしたから』

　恐竜の化石なら分かる。

　一いち縷るの望みに賭けて連日連夜地層を掘り返すのもまあ理解できる。

　……だけどいざ新種の恐竜の化石を見つけた途端に掌てのひらを返して、自分の名前を残すため共に発掘作業を手伝ってくれた仲なか間ま達たちを排除するなんて考えはアリなのか？

　が、ここで黒猫の魔ま女じよはおかしな事を言った。

『しかし実際には「そう」はなっていません』

「……？　何だって？？？」

『結果として続いてしまったこの現代に伝わる魔ま術じゆつの大半はアレイスター＝クロウリーの成果物という評価を受けています。つまりそこにメイザースの名はない。彼のあどけなくも邪よこしまな野望は達成する事なく潰ついえたのです』

　それはウェストコットを含む、外野の活躍によるものではない。クロウリーはメイザース派の人間だったのだから。

　だとすると、

「ややこしいな。ウェストコットとメイザースとで対立していて、さらにメイザース派の中でご主人様とクロウリーが揉もめていたっていうのか？」

『まあ直接的には。もっとも、アレイスター＝クロウリーが見据えていた敵はもっと大きなくくりでしたが』

「？」

『ところで、「黄金」の中で着実に勢力を伸ばし、己の道を邁まい進しんし続ける順じゆん風ぷう満まん帆ぱんなメイザースの鼻っ柱をへし折る一件がありました。彼が失墜するきっかけを作った静かな武力衝突。それは何だと思いますか？』

　答えようのない質問を放ってくるのは、説明したがりで寂しがり屋をこじらせたミナ＝メイザースの悪い癖なのかもしれない。

　とにかく西洋喪服にネコミミの美女はヴェールの奥で含んだように笑みを作って、そしてこう宣言したのだ。




『冒頭にあった、ブライスロードの戦いです』
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　ズキンッ!!　と。

　A.A.A.が受信しているモノに意識を集中させる美み琴ことのこめかみに、何か鋭い痛みが走った。

「……っづ!!」

　思わず顔をしかめる美み琴ことだが、その間にも（食しよく蜂ほうの携帯電話をご臨終させて手に入れた）小型スピーカーからは小さなノイズのようなものが断続的に響いていた。それはバーコードでも読み取るように、美み琴ことの耳に滑り込んでくるなりいくつかの人語へ変換されていく。




　脈絡もなく。

　前提の確認などもなく。

　易やさしくもなく。

　聞き手が理解しているかの問いかけもなく。




　その断片的な言葉の羅列は、まるで誰かの頭の中を覗のぞき込こんでいるようであった。他人に説明するために整理する必要のない、必要な事前知識を全て備えた自分自身が理解できればそれで良いい、あまりにも乱暴で乱雑なその乱舞。起承転結もてにをはもなく、ただただ単語とその重要度だけが強調されたぶつ切りの応酬は、メモ魔が細かい文字でびっしりと埋め尽くした付ふ箋せんを眺めてその時何を考えていたのかを再構築していくような作業にも近いのかもしれない。

　人の心に特化した食しよく蜂ほう操みさ祈きは、いつでもこんな乱暴な情報の渦と向き合っていたのだろうか。それとも今、美み琴ことが直面しているモノがよっぽどおかしな事例なのだろうか。

　自分の脳細胞でも炙あぶるような痛みを押して、美み琴ことは無理にでも言語化を進めていく。

　何かが見えようとしている。

　……A.A.A.の向こうにいるのは誰だ？

　……この大仰なスクラップは一体どこの誰と繫つながっている!?

「っ？」

　ふわりと、蜂蜜のように甘い香りがそんな美み琴ことの顔を優しく覆った。

　改めて外界に意識を集中してみれば、食しよく蜂ほう操みさ祈きが小さな子供の口元を拭ぬぐうような格好で、自分のハンカチを美み琴ことの顔へと押し付けていた。

「鼻血」

「うそっ？」

「チェスとか将棋とかの名人が集中力を極め過ぎると鼻血が出るなんていう『伝説』があるけど、そういうのと似たようなものなのかしらねぇ」

「んー」

「あらあら、言葉が陳ちん腐ぷ化かされているんダゾ」

　なすがままの子供みたいになっている美み琴ことは、集中が途切れて摑つかみかけた魚が逃げていくような感覚に囚とらわれていた。

　それでも断片的な単語と単語を結び付けていった先に、何かがぼんやりと像を結ぼうとしているような気がした。そいつを認めてしまっては御み坂さか美み琴ことがこれまで築いてきた何かがガラガラと音を立てて崩れてしまいそうな漠然とした不安もあったが、何な故ぜだかそこには彼女の良く知るフレーズもくっついて離れない。

　石垣全体が崩れないようにその中の石を一つだけ、ゆっくりと慎重に引き抜いていく。

　そして美み琴ことはそっと己の舌に言葉を乗せた。

「……かみじょうとうま」

「っ？」

　食しよく蜂ほう操みさ祈きの細い肩が、確かに跳ねた。

「やっぱり関わっていた。でも字じ面づらが違う……？　神浄の討魔って、どういう意味で変換しているのかしら……？？？」
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　ビジョンは霧のように搔かき消きえた。

　ドッと嫌な汗が上かみ条じようの全身から噴き出す。壁から生えた金属の突起は折れておらず、ダクトテープを何重にも張り合わせた命綱も千切れていない。上かみ条じようの体は虚こ空くうへ投げ出されてはいなかった。……もう何度目かになるのでいい加減に仕組みは分かってきたのだが、それでも体感的な落下の感覚が消えてなくなる訳ではない。心臓は痛いほどに動どう悸きを繰り返していた。寿命が縮む、という言葉が比ひ喩ゆ表ひよう現げんなく上かみ条じようの脳裏に突き刺さる。

「お、おー？　上かみ条じよう当とう麻ま、大丈夫なのかー？」

「ああ……。しっかしこれ、本当に何なんだ？？？」

　狙い通りの人物にあらかじめ組み上げた幻影を正確に見せる技術。……には興味がない。今さらそこを説明されても意味がないような気がする。

　それよりも、何な故ぜあんなものを上かみ条じよう当とう麻まに与えてくるのか。そちらの方が気になった。何しろここは『窓のないビル』だ。そこで作られた物品事象は全てアレイスターの手によるもののはずなのだ。仮にミナ＝メイザースという『機構』が持ち主の意に反して上かみ条じようとコンタクトを続けているのだとしても、これまで散々味わってきた通り、アレイスター＝クロウリーという『人間』は成功も失敗も伴う結果はイコールだと考える思想の持ち主だ。つまり、ミナの裏切りすら計画の内、という可能性もある。こうして疑問を抱いている事すら計画の内、という可能性もある。俺は裏の裏までちゃんと考えていると信じて疑わない事すら計画の内、という可能性もある。……正直に言って考え始めたらキリがないが、つまりその合わせ鏡やマトリョーシカのような迷宮こそがアレイスターの本質なのだ。そしてこちらが根負けした瞬間に防衛の計算は乱れ、ヤツの必殺がひっそりと牙きばを剝むく。

　自己を保て。

　深い追及の手を緩める事なく、それでいて疑心暗鬼で自じ縄じよう自じ縛ばくに陥る事も防がなくてはならない。時計の針のような正確さが求められている。

　たとえそう思う事すら計画の内だとしても、何度も何度も連なるヘアピンカーブの一つ一つで手を抜く訳にはいかない。たった一度のコースアウトでガードレールを突き破り、崖がけ下したへ転がり落ちていくのはどの段階だって同じなのだから。

「……何はともあれここを越えないとな」

「そ、そうだなー」

　もうこの登山には階段も梯はし子ごもない。絶壁との格闘だ。

　足場となるのは壁に直接備え付けられた銀色のダクトとエアコンの室外機のみ。場所によっては明らかに足を置けない位置に足場が枝分かれしている。まるで落下イコール即死のレトロなアクションゲームみたいな有り様だったが、実際にはそんな格好良いものではなかった。命綱を使って虚こ空くうにぶら下がり、足がつりそうになるのを覚悟で爪つま先さきを伸ばして次の足場へ接触し、ずるずるとそちらへ体重を移していく。

　間抜けなようだが高さは数百メートルある。四角いエアコンの室外機に両足を乗せた上かみ条じようはどこまでも孤独だった。

　のんびりしたメイド服の少女はもっと大変だろう。こちらから手を伸ばしてアシストしつつ、二人して室外機やエアコンの足場を一つ一つ乗り越えていく。

　そうして、ようやっと窓拭き用の清掃ゴンドラらしき広い足場に辿たどり着ついてそっと一息をつくと、先客がいるのを見つけた。

「府フ蘭ラン……？」

「おや、下にいたのですか」

　彼女も彼女ではぐれてしまった仲なか間ま達たちと合流するため、ひとまず上を目指していたらしい。上かみ条じよう達たちが目を覚ますよりも早く先へ進んでいたのだろう。

　しかし府フ蘭ランはダクトテープの命綱を持っていなかったはずだ。

　あのダクトと室外機しかないレトロアクションゲームみたいな有り様を一体どうやって乗り越えたのだろうか。まさかと思うが本当にぴょんぴょん飛び跳ねてクリアしていったとでも言うのか。

　疑問に対し、答えは意外な所にあった。

「……こんな事もあろうかと、スペアのバルーンは浮遊ガスを抜けば畳んで持ち歩けるようにしていますから」

「まったくもーひどい裏技だッッッ!!!!!!」

　単に味方が安全に移動する方法を見つけただけなのだから本来なら諸もろ手てを上げて喜ぶべき場面のはずだが、自分がその恩恵を受けられず真面目に命を懸けてきたのを考えるとどうしても文句が先立ってしまう。だったら俺おれ達たちも連れていきなさいよと本気で叫びたい。

「あん？　じゃあここから先はもう地形無視して構わないのか？」

　宙ちゆう吊づりの清掃ゴンドラで一息ついていた上かみ条じようだが、冷静に考えてみると何にも安心できない。もはや壁から直接突起が突き出る事すらなかった。件くだんの清掃ゴンドラにロープウェイ、ワイヤーでぶら下がるクレーンのフックなどなど……。今度は天上の闇から直接ぶら下がるような格好で足場が頼りなく揺れている。もうろくすっぽ固定すらされておらず、不規則な振り子のように揺れているものも多かった。あんなもんまともに挑戦していたら命がいくつあっても足りない。本当にインデックスや土つち御み門かどはあそこを通って上へ行ったのか。三毛猫や一五センチのオティヌスは一体どうなった？　根本的な疑問さえ頭をよぎるほどだ。

　そして冬でも半ズボンどころかパーカービキニの娘こはこう言った。

「いえその、浮遊ガスとバルーンの容積を見れば分かる通り、荷重制限がありますから。流石さすがに三人を乗せるのは……」

　そして上かみ条じよう当とう麻まと土つち御み門かど舞まい夏かは迷わなかった。

「あっ、ちょ！　二人なら大丈夫だからって持ち主の私を蹴け落おとそうとするのはいくら何でも外げ道どうの極みだと思いますよ……ッ!?」

「うるせえお前一人だけ楽しててっぺんまで昇っていくとかどうしても許せんのだ！　ちょっと留とどまろう!!　三人集まれば文殊の知恵ですよ府フ蘭ランさん!!」

「もう二人で勝手にケンカしておいておくれよその間に私はこの風船で上へ行くからー」

　そして西洋喪服にネコミミのミナ＝メイザースはもはや足場とか関係なく幽霊みたいにその辺で浮遊しながら片手を頰に当てていた。

『放っておくと全員ゆっくりと墜落していきそうですね』

「ッ!?」

　こちとら軽めの登山みたいな感覚で色んなものと向き合ってここまで昇ってきたのだ。真っ逆さまに墜落して即死ももちろん嫌だが、やんわり降下した挙げ句あの道のりをもう一回やり直し……なんていうのも大変に気力を奪ってくれる。

　なので賢明な上かみ条じよう当とう麻まはノーサイドを提案した。

「ち、ちょっと待て！　このまま全員で落ちるのは何か間違ってる。府フ蘭ラン、ちょっと適当な足場に近づけてくれ。いっぺんみんなでクールダウンしよう!!」

　だが頭に血が上っているパーカービキニは大噴火でござった。

「自分から摑つかみかかっておいて平和主義を気取ってんじゃないのです!!　勝手に始めて勝手に終わって、そんな勝手がまかり通るとでも思ってんですか!?」

「あっ」

　結構本気の蹴けりが至近から放たれ、上かみ条じようの体が重力を忘れる。だがここはすでに地上から数百メートル地点。ちょいとした激しめのツッコミで死人が出る登山の道だ。

（やだっ、もう!!　俺なんか高いトコと相性悪いとかあるんじゃねえのか!?）

　というかおみくじなら恋愛運から仕事運まですべからく大凶が出るのがこの男である。とはいえここでくたばる訳にもいかないので、ほとんど本能でわたわたと両手を振り回す。

　ガッ!!　と、とっさに伸ばした右手が確かな手応えを感じ取った。

　府フ蘭ランのビキニのボトムであった。

　真正面からいっちゃっていた。

「はううっ!?」

　両足を内うち股またにしてバルーンから垂直に垂れたグリップワイヤーを挟み込み、両手でずり落ちそうになるボトムの左右のサイドを押さえ付け、地獄の綱引きモードに入ったウサギアンテナが顔を真っ赤にして叫ぶ。ずり落ちてしまうか、否いなか。極限の鍔つば迫ぜり合あいが始まった。

「ぶっ殺しますよ変態野郎!!」

「うるせえツッコミ殺人未遂犯!!　未遂を取られたくなかったら協力しろっ。そしてお前のビキニが両サイド結ぶヤツじゃなくて俺は本当に感謝してるぞーっ!!」

　そして西洋喪服にネコミミのミナが吞のん気きに浮遊しながらイノチガケな少年の耳元でぼそりと囁ささやいた。

『見た目はああですが、構ってもらって彼女は喜んでいるようですよ。失恋を経て傷心中のウサギさんは寂しがり屋で死んでしまう体質ですからね』

「へえほおふーん。府フ蘭ランや、お前さん照れてるのかい？　ならもうちょい譲歩があっても良いと思うんだ」

「ッッッ!!!!!!」

「膝ひざでっ!?　がぶっ、突き出された膝ひざが頰ほお骨ぼねに!!　根拠が薄弱すぎる仮説をありがとうミナ。お前こっちだと全く役に立たねえな!?」

『何を馬鹿な。あれは第一線の照れ隠し、世に言うツンデレというヤツですよ』

「んな訳ねえだろ裏表なく本気で殺しに来てるよ!!」

「良いいからっ、妄想と仲良く話ができるなら私の水着から手を離してくださいっ」

「別にお前のビキニが欲しくて命を賭けている訳ではないんだ府フ蘭ラン！　誤解を解いてくれなければこのままボトムと一緒に心中するぞっ、この先大変困るのはお前の方のはずだ!!」

　そんなこんなでギリギリの均衡を保っていると思ったら、不意に上かみ条じようの右手の感覚がするりと抜けた。

（馬鹿な!?　マジで府フ蘭ランサイゴのガードが失われたとでも言うのか!?）

　落下の圧にぎょっとしていた上かみ条じようだったが、実際にはそうではなかった。上かみ条じようの手は何も摑つかんでいない。

　本来ならありえない感覚。

　手すりや足場が崩壊していく幻覚。

　またもや例の導入だ。
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『ややこしいと思うので最初に注釈しておきますが、いったん「黄金」の時代より先へ時系列を移動しています。メイザースやウェストコットと共にいた時間より未来であるという事だけ押さえておいてください』




　全ての男女は星である。

　人にはその表層意識とは別に叡えい智ちへ達する我を内包し、もしも全ての人がそれに目覚める事ができたなら、あらゆる歯車が嚙かみ合あうように世界全体は最大効率で回転する。すなわち、本来無価値なモノなど何もないのだ。

『浮かない顔だなお嬢さん。星空でも招けば気が晴れるだろうか』

　であれば。

　アレイスター＝クロウリーを名乗るその『人間』が一人の女性と巡り合ったのもまた、何かしらの必要性があっての事だったのかもしれない。

　その声色は前に見た幼少期とは共通項を持ちながらも決定的に違う。落ち着き払い、外と繫つながるための意思を持ち、何より世界に対する憎ぞう悪おや疑問に埋め尽くされてもいない。

　気を遣っているのだ。

　相手の心へ、形のないものへそっと触れようと。

「……意外だな。世紀の魔ま術じゆつ師しとやらが普通に恋をするなんて」

『私も変人メイザースの嫁ですが何か？』

　黒猫の魔ま女じよが何か言っていた。

　人間とは結婚するとこんなにもたくましくなってしまうのか。

『それにクロウリーは元来の中性的な美び貌ぼうと変人特有のカリスマ性などによって、意外なほどにモテていましたよ。むしろ努力の必要がなかったせいで、当人自身がさして普通の恋愛に興味を持てなかったという弊害もありましたが』

「最悪だなリア充」

『言葉の使い方にご注意を。一般に無職の変人でブラックジョーク好きが高じて自作の官能小説を場末の出版社に投げ込むような輩やからはリア充とは呼びません』

「ぶっ!?」

『勢い余って男性器の表現法だけで三ケタに達した超大作です。エジプトへ出かけたりＫ２に酸素吸入なしで挑んだり、何事も始めてしまえば全力で取り組む凝り性の彼らしい逸話ですね』

　わなわなわなわな、と小刻みに震えてしまう上かみ条じよう。

　なんというかこれだけで悪の大だい魔ま王おう的てきなイメージががらがらと崩れていくのを感じる。こいつはその、父親のベッドの下を調べてはいけないというか、教授のパソコンの中を漁あさってはならないというか、兎とにも角かくにも思春期が知ってはならない重大な情報だったのではないか。

『ちなみにクロウリーは皆の集まる儀式場にしれっとした顔で自分の精子を持ち込んで勝手に実験を始めたり、裸の銅像の局部を隠すための蝶ちよう飾かざりを盗んで自分のズボンに締めてパーティ会場に乗り込んだり、結社内の魔ま術じゆつ師しと顔を合わせればそれはそれは素晴らしい韻いんを踏んだ性にまみれたジョークを飛ばしたり、割とやりたい放題するフリーダムな魔ま術じゆつ師しでもありました』

「ド変態クソ野郎じゃねえか!!　完全に人格が破は綻たんしてやがる!?」

『当時はお茶目の一言で済ませられたのですから、時代というのは恐ろしいものです。セクハラの定義が明文化された現代社会が本当に羨うらやましい……』

　時代劇にしても騎士道物語にしても、昔々のお話を紐ひも解とくたびに女性にとっては暮らしづらい世の中だったんだろうなあと思う上かみ条じようだったが、周りがみんなその手の変人だらけだったのなら、ミナ＝メイザースはどんだけ揉もみくちゃにされてきたのだろうか。耐えても耐えても全く無意味なのが哀かなし過すぎる。

　しかしそのフリーダム王クロウリーがこの場では鳴りを潜めていた。

　銀髪の青年の隣に佇たたずむ儚はかなげな女性は、我がのカタマリのようなクロウリーが己を殺すほどの価値を見み出いだされているのだろうか。鳩はと時ど計けいみたいに胸の中へド変態の部分をしまっておいた銀髪の『人間』は、こうして見る限りどこまでもレディファーストでジェントルな好青年だ。

『ローズという名の女性です。アレイスター＝クロウリーの最初の妻となる人物ですね』

「最初の？」

『詳しい経緯はまたのちほど。……まあこの後、彼の中でくすぶっていた例のアレが爆発する訳ですが』

「追い駆けたくねえわそんなのっ!!　嫌な予感しかしねえ!!」

　時間が流れる。

　結婚を経て共同生活を送るようになったアレイスターは、自分の魔ま術じゆつ研けん究きゆうを妻のローズに隠す気はさらさらなかったようだ。というより、むしろ率先して助手を務めさせている。詳しい仕組みは分からないが、時折、呪じゆ文もんや魔ま法ほう陣じんで呼び出した形のないモノを妻の体へ入れる事があったらしい。

　元は儚はかなげな女性だったはずだが、得え体たいのしれない香を焚たいた地下室で、椅子に腰掛けたままがっくんがっくん飛び跳ねているサマは見ているだけでハラハラと不安を搔かき立たててくる。

『彼は合理と効率の人なので、この辺クロウリーは嫁が相手でも全く容赦なしです』

「あん？」

『あれは催眠導入によって意図してトランス状態に導く事で高次存在とアクセスするための手法ですが、ここで言うトランスとはすなわち太古の魔ま女じよがホウキに特殊な軟なん膏こうを塗ってからノーパンでまたがっていたのと同じｋ

「わーっ！　わーっっっ!!　わーあああああああああああああああああああ!!!!!!」

　何だかここから先は迂う闊かつに踏み込むと個人情報がだだ洩もれになって架空請求の餌え食じきにでもされてしまうんじゃあるまいかという危機感が上かみ条じようの背筋に襲いかかってきた。

『と、このようにお医者さんごっこならぬ魔ま術じゆつ師しさんごっこによって新妻相手に彼の個性が爆発していた新婚生活ですが、その集大成がエジプト旅行中に得た、聖守護天使と称される高次存在とのアクセスですね。ひょっとすると、名前だけならこの学園都市にも片へん鱗りんや断片が残っているかもしれませんが』

「？」

『……すなわち、エイワス。テレマと同じく九三の数字を内包するモノ。コロンゾンと並んでアレイスター＝クロウリーの人生を大きく切り替えた分岐点となる名前です』

　聞き慣れない名前だった。

　ひょっとしたら上条当麻以外の誰かが追い求めてきた名前なのかもしれないが。

　答えは求める者の前に現れるとは限らない。

『アレイスターの理論の集大成は、このローズの口を借りたエイワスからもたらされた口伝を書籍化したものとされています。それはウェストコットら先人が築いた「黄金」の基礎理論はおろか、その乗っ取りを画策していたメイザースの新理論さえ綿わた埃ぼこりのように吹き飛ばしてしまうほどセンセーショナルなものでした』

「何だそりゃ？　つまりこっくりさんで教えてもらった答えを、自分の無意識の中から引き出してもらったものだと考えて本にしたって感じなのか？？？」

『往々にして力ある魔ま道どう書しよには箔はくをつけるため、高次存在からもたらされたという伝説を付加する事も多いのですが、クロウリーとエイワスに関しては比較的接触の記録が多く残された事例でした。それ故ゆえに彼を蹴け落おとしたい懐疑派はその一つ一つを精査して難癖をつけていたようですけどね。それにしても、ウェストコットが偽造した失笑モノの魔ま術じゆつ結けつ社しや開設許可の書簡に比べればまだしも真っ当とは思いますが』

「……今しれっととんでもない事口走らなかったか？」

『知識技術を学ぶだけなら、伝説は必要ありません。ウェストコットは古い時代の人間なので、自らの結社にアカデミーや王宮学者のような歴史を求めた。そこで「究極の高次存在アンナ＝シュプレンゲルから結社設立の許可を受けた唯一の人間」を自称していたのです。レディ・シュプレンゲル自体の真偽はともかくとして、ウェストコットが受け取ったとされる書簡はイギリス人がドイツ人の筆跡を偽って作成したペテンでした。まったく、そんな世間体への見得など考えなければ、のちに間抜けな新しん聞ぶん記き者しや達たちの餌え食じきにならずに済んだのにね』

　なんというか歴史の裏側で世界の流れを密ひそやかに決定している超人的な組織……というよりも、行く先々でトラブルを起こしてばかりの変へん人じん達たちだ。これが魔ま術じゆつサイドの技術レベルを一変させる天てん才さい達たちの集まりだったというのだから、周りには制御不能のハリケーンのように見えていたのではないだろうか。

『ただ、この時代はクロウリーにとっては温かいものだったはずですよ』

「……その分奥さんが擦すり減へっていないかすげえ心配だ」

『そういう意味ではなく』

　さらに時間は進む。

　そして場にそぐわない声が響き渡った。

　赤ちゃんの泣き声だ。

『アレイスター＝クロウリーの一人目の娘です』

「そうか……。結婚したって事は、いつかはそうなるわな」

　柔らかい布地に包まれた小さな命がそこにあった。

　母親の腕の中で落ち着きを取り戻すその赤子へ、しかしその男はわずかに距離を置いているようにも見える。自身の、魔ま術じゆつ師しとしての穢けがれが移るとでも危き惧ぐしたのか。

　わずかな隔たりを埋めるのにどれだけ勇気が必要だったか、高校生の上かみ条じようには理解できない。

　だけど、すごくすごく長い時間をかけて、ようやっとクロウリーはその指先を我が子の口元へと近づけていった。

　小さな手が親の指をゆっくりと摑つかんだ瞬間でもあった。

『ぶっちゃけ正式名称はじゅげむじゅげむくらい膨大なのですが、魔ま術じゆつ研けん究きゆう家かの間ではシンプルにリリスと呼ばれています。クロウリーなりに星を読んで姓名を判断し意味をもってつけた名前らしいですね。つまりそれくらい親バカだった訳です』

「へえ」

　情熱は大変な空回りをしているようだが、その空回りっぷりが逆に微笑ほほえましい。何事も合理と効率を追求し、口を開けば苛か烈れつなジョークや悪あく辣らつな罵ののしりばかりが飛び出す男なりに、必死になって慣れない事に手を染めたのかもしれない。

　一人の父親として、生まれたばかりの娘の幸せを願うという。

　優しい妻に抱かれる我が娘を覗のぞき込こみ、その指先を伸ばし、小さな小さな手がゆっくりと摑つかんでくるのを見て、魔ま術じゆつを極めて世界最高峰の結社の乗っ取りすら辞さない実力を備えていた『人間』の胸中には一体何が芽生え始めていたのだろうか。

『ここがアレイスター＝クロウリーにとって最も温かい時期です』

「ああ、かもしれないな」

『分かりませんか？　ここが、最も温かい時期なのです』

「……？」

　わざわざもう一度言い直したミナ＝メイザースの言葉に上かみ条じようは眉をひそめた。何かストレートな意味を超えた『裏』のような匂いを感じ取ったのだ。

　そして不吉を連れて歩く黒猫の魔ま女じよはこう言い放った。

『つまり言い換えれば、ここから先は転落しかありません。アレイスター＝クロウリーの人生は再浮上する事なく沈み続けるだけだったのです』

「ちょっと、待ってくれ……」

　上かみ条じようは思わず、目の前に広がる情景へもう一度視線を投げた。

　これは幻影だ。

　おそらくは完全に架空のフィクションではなく、一人の人間が辿たどってきた過去の映像だ。つまりここからどう足あ搔がいた所で歴史は変えられない。すでに確定してしまった事柄に過ぎない。

　だがやめてくれと上かみ条じようは思う。

　ここに広がっているのは完璧だ。過不足なくアレイスター＝クロウリーの全てが詰まっている金字塔だ。今さらここから何を引いて何を足すのか。どう抜き差ししたって蛇足になるのは分かり切っているのに、外の世界はこの小さな箱庭に何をもたらしたというのか。

『出産を手伝い、不安定な母子へ全身全霊の加護を与えるため、アレイスターは一時的に魔ま術じゆつ研けん究きゆうの手を止めていました。その遅れを取り戻すべく、容態の安定した母子を残して彼は一時的に巨大な山を求め旅に出かけたのです。そこには「ある目的」もあった訳ですが、それはさておき』

　答えは一つだった。




『彼がその終わりに知ったのは、幼い娘の不自然なくらい唐突な病死。世界の誰よりも娘の幸せを願い、一度呼ぶのも大変なほど長ったらしい名前をつけた「人間」は……最愛の娘の死に目に駆けつける事すら許されなかったのです』




　それが、転落の始まりだった。

　人間一人が世界の運命を呪のろい尽つくすには十分過ぎるトリガーだった。
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「う……」

　これまでと、違う。

　情景が、ビジョンがいきなり切り替わる事での揺さぶりや衝撃に呻うめいたのではない。ここではない霧の街でもたらされた情報そのものが上かみ条じよう当とう麻まの胸へ重たい何かを叩たたき付つけてきたのだ。

　アレイスター＝クロウリー。その破滅の発端。

　幼い娘、リリスの唐突過ぎる喪失。

「……ちくしょう。ッ」

　ぐらぐらと揺れる視界が定まらない。当然ながら、そこらの高校生である上かみ条じようには娘を持った経験はない。今自分が感じているものにどれくらいのリアリティがあるかは判断のしようがない。

　だが太い杭くいのように打ち込まれた感情に、少年は抗あらがう事はできなかった。

　うずくまって大口を開け、ありったけの力を込めて咆ほう哮こうしていた。

　外部から注入される感情なんてろくなものじゃない。ある意味で火炎放射器よりも危険なものだ。そうと分かっているのに、どうあっても涙るい腺せんからボロボロとこぼれていく透明な液体を堪こらえられない。

　遠くから傍観していた上かみ条じようですらこうだったのだ。

　いいや、実の父親にも拘かかわらず、アレイスター＝クロウリーは傍観者になるしかなかったのだ。目の中に入れても痛くなかったはずの小さな命が失われたのを、簡素な手紙の形で知る事しかできなかったのだ。持てる技術を全て使って豪快な魔ま術じゆつを振りかざす事も、無駄と知りつつその小さな小さな手にすがりついて祈りを捧ささげる事も、何もかも何一つその一切を許されず、ただただ全てが終わった後に無慈悲な結果だけを押し付けられたのだ。

　人は、この理不尽をどうやれば乗り越えられるのだろう。

　いいや、乗り越えられないからああなったのか。

　アレイスター＝クロウリーという『人間』は実に一〇〇年、一世紀を超えてなお自家生産の迷いの森をさまよい続けているとでも言うのか。

　と、そんなシリアスな上かみ条じよう当とう麻まのほっぺたに、少女の小さな足の裏が直撃した。

「いい加減にっ、ビキニの下部分から手を離してくださいド変態っっっ!!!!!!」

「ぶごふっ!?」

　顔を真っ赤にしていた府フ蘭ランであった。いよいよ幻覚ではなく本格的に上かみ条じようの身体がバルーンから吹っ飛ばされ、宙を舞った。が、落下の感覚はなくて、そのまま近くの鉄骨の足場へと尻しり餅もちをつく。

　どうやらパーカービキニがバルーンを壁かべ際ぎわに寄せておいてくれたらしい。

「……まったくこれだから男の子というのは、ぶつぶつ、隙あらば自分の行いを正当化して……こういう時だけもっともらしさを出すために頭をフル回転させるだなんて……」

　何だかえらい勢いで誤解が進んでいるようだが、下手に言い訳すると頭脳の回転がどうこう言われそうなので触れられない。

　上かみ条じようは微妙に矛先を変えてみる事にした。

「い、いやあ、男の子全般っていうのはどうだろうなあふへふへへ。ほら例えば上かみ里さととかだって」

「あの野郎はナチュラルに美お味いしいトコを持っていく被害者型ド変態でしたよ!!　世の男の子が全て突っ立っているだけで『ああ』なっちゃうとしたら私は絶望します!!」

『……うーむ。失恋直後で傷心中の女の子にその名を出すのは逆げき鱗りん一直線だと思うのですが、ひょっとして気になる子には意地悪したくなる人種ですか？』

　ミナの存在が浮かび上がってきた事で、上かみ条じようの中で束つかの間ま麻ま痺ひしていた感覚が再びぶり返してくる。『向こう』で見た光景。一人の人間が転がり落ちていく転機。

　息を吸って吐く。

　額の汗を拭ぬぐう。

　誰になんと言われても構わない。

　上かみ条じようは彼にしか見えない誰かに語りかける。

「……ミナ……」

『何でしょう』

　傍かたわらに立ち、へたり込むこちらを見下ろすように、黒猫の魔ま女じよは佇たたずんでいた。

　変わらず、眉一つ動かさずに。

「この先、どうなるんだ……？　あの『人間』は一体どうなる!?」

『ですから「その先」たる結論こそが今現在見ている統括理事長アレイスター＝クロウリーなのですが』

「そんな話は聞いていない!!　今すぐ俺を向こうに送れ!!」

『全ての男女は星である』

　ミナ＝メイザースは合言葉めいたフレーズを囁ささやいた。

『個々があるべき振る舞いを自覚し全うする場合に限り、この世界に意味のない作業などありません。求めるならば、自らの足で歩み、その手を伸ばさねば』

「……、」

　すっかり疲弊しきった目で上かみ条じよう当とう麻まは先を見据えた。

　清掃ゴンドラにクレーンのフックにロープウェイ。前にもまして不安定な足場ばかりが並ぶ死の登山道が待っている。

　彼はもう躊ちゆう躇ちよしなかった。

　足場がどれだけ頼りなくても関係ない。虹色の鎖と透明な血肉でできた一対の追跡者の有無などどうでも良いい。

　知りたいのだ。

　あの『人間』がさまよい歩いた、その歴史の全てを。

「おい人間」

「……？　オティヌス？？？」

　そして清掃ゴンドラの手すりによじ登る格好で、わずか一五センチの神様が上かみ条じように話しかけてきた。どうやらここまで自力で登ってきたらしい。このスケールのオティヌスにとって世界は全く違ったものに見えていただろう。

「今さら突っ走るのをやめろとは言わん。それは鳥に飛ぶなと、魚に泳ぐなと命じるのと同じ事なのだろう。だが突っ走るならヤケになるなよ。思考放棄は単なる手抜きだ。がむしゃらに走るなら、だからこそ冷静になれ。持てる力の全てを発揮し、生きて帰るためにだ」

「……、ああ」

　小さく頷うなずくと、衣服の上をよじ登るオティヌスが所定の右肩についた。上かみ条じようが一歩踏み外せば共に真っ逆さまなのだが、その体から震えらしい震えは感じられない。

「なあオティヌス、インデックスや土つち御み門かどは見ていないか？　ここにもいないみたいだけど」

「早速他の女の話題か。いや、平常運転と解釈すればむしろ安心するべき場面か？」

「オティヌスさん？」

「すんすん。……それにしてもおかしな匂いがいくつか混じり合っているな」

「？　ひょっとしてミナの手で変なビジョンに突き落とされているのと何か……」

「お前、ここに来るまでに複数の女と抱き合ってきただろう？　まったくこんな不ふ埒らちな匂いをなすりつけられても気がつかんとは、まったくもう……」

「何でそうイライラしてんの！　一人で勝手に自家生産の泥沼に落ちていく前にシリアスになろう!?」

　すっかりぷんすかむくれているオティヌスだったが、何だかんだで最後までついてくるつもりらしい。

　上かみ条じようは振り返って舞まい夏かや府フ蘭ランの方を見た。

「ここから先は、無理だと思ったらついてこなくても構わない。狭い足場に留とどまっていれば手錠だの歯車だのの、人の業だか山の魔性だか知らんがケダモノも出現できないだろうしな。俺がてっぺんまで行って、他のみんながいないかどうか確かめてくる」

「わっ、私も兄貴の無事はこの目で確かめたいしなー」

「……というか、あなた達たちさえ足を引っ張らなければ私はスペアのバルーンで安全に上を目指せるのですが」

　合理や効率のある意見とは思えなかった。

　ただただ安全性を求めるだけなら、この清掃ゴンドラに留とどまって結果を待っていた方がはるかに優れていたかもしれなかった。

　だけど、上かみ条じようには頭ごなしに自分の意見を押し付けられなかった。

　あの『人間』の慟どう哭こく。娘の死に目にすら立ち会えなかった魔ま術じゆつ師しの激情を間接的に叩たたきつけられたからかもしれない。

「分かったよ、選択は自分でするものだ。俺にどうこう言えるような事じゃない……」

　やる事を決めたら後は実行するのみだ。

　不幸中の幸いなのは、裏技のバルーンを使って問答無用で上へ上がれる府フ蘭ランの存在だった。ダクトテープを何重にも張り合わせて作ったベルト状の即席ロープを彼女に渡せば、本来なら張り巡らせる事のできないルートでもロープを通してしまう事ができる。クレーンのフックとフックを繫つなぎ合あわせてＶ字にワイヤーを結び付けたり、清掃ゴンドラから停車中のロープウェイに向かって平行に二本のロープを通し、その間へジグザグにテープの帯を重ねる事で即席の橋を作ったり。

　感覚的にはアスレチックにある、高所から水平に張り巡らせたワイヤーにしがみついて対岸まで移動するような感じに近い。だけど振り子そのもののクレーンフックからフックへ跳び乗っていく空中ブランコと比べれば大分生存率は上がったはずだ。

「よっ……と」

　シックなメイド服の舞まい夏かが、垂直に垂れるダクトテープの命綱を摑つかんだまま、足場から足場へピンと張った足を伸ばしていた。

「んんーっ！」

『下から見るとすごいビジョンですよ。ああ、そんなにぷるぷる小刻みに震えて……。何というか、最初からミニスカの喫茶店モデルでは得られない不思議感があなたを待っています』

「……普通に空中浮遊できるお前以外がチャレンジしたら落下して即死だよ」

　魔ま女じよを自称するだけあって人をワルい道へ誘い込むのに余念がないのかもしれない。それかグリグリ視点を動かせるＲＰＧやガンシューティングがあったらとりあえずローアングルにしちゃう残念な人かの二択だ。

『全身の筋肉に特定の手順で負荷をかけていくのはヨガのバリエーションかもしれません。クロウリーが登山と共に重視していたものですね』

「ババアめ、何かに注目する時に思わず片手でひさしを作る辺りはおばちゃん臭いけどな」

「……誰か今私の事をディスりましたか……？」

　パーカービキニから呪のろいのような声が迫ってきた。思わぬ方向へ飛び火しそうだったので誤解量産装置と化しつつあるミナとの会話はこの辺にしておく。

　上へ上へと昇っていくと、次第に景色が再び変わってきた。

　相変わらず足場は少ない。登山ルートは壊滅的で、ワイヤーを使って天上からぶら下げられたオブジェクトばかりだ。ただし今までの清掃ゴンドラやクレーンフックと違って、今上かみ条じよう達たちの目の前に広がっているのはいっそメルヘンチックな五つの頂点を持つお星様や揺りかごのように漂う三日月などだった。一つ一つは数メートルのサイズがあり、感覚的には豪邸のシャンデリアからシャンデリアへ跳び移るのに近い。滅法突き抜けた高所の恐怖さえなければ、単純な足場としては十分なのだが……。

「今どれくらいの高さなんだ……？」

　上かみ条じようは思わず呟つぶやいていた。

　本物の山登りと違ってどれだけ上へ向かっても空気が薄くなったり気温が低下したりする気配はない。どれだけ異質であっても『窓のないビル』屋内での話だから、気温、気圧、湿度などは常に一定を保っているのかもしれない。

　天まで届く、三次元空間すら無視した巨塔。

　そしてついに紛まがい物もののお星様やお月様にまで手が届いてきた。

　……常識的に考えれば不可能な高さだ。地表から大気圏までの距離なんてネットの百科事典でも見れば分かるだろう。とてもじゃないけど一朝一夕、人の脚で踏破できるようなものではない。だが同時にここはユークリッド幾何学が通用しない異次元めいた場所なのだ。上かみ条じようが思っている一歩一歩と、実際に進んでいる距離とが同一なのかどうかは保証がない。まして東西南北前後左右を巨大な壁に覆われている状況なのだ。外の様子が分からなければ、相対的に判断できる材料は何もなくなってしまう。

　このまま本当に宇宙まで飛び出してしまうのでは？

　そんな益やく体たいもない妄想までもが忍び寄ってくる。

「おっ？」

　これまで通り、バルーンで自由に宙を舞える府フ蘭ランにダクトテープを預けて蜘く蛛もの巣すのように足場を作ってもらおうと思っていた。しかしパーカービキニから予想外の声が飛んでくる。

　クリスマスツリーのてっぺんに乗せるようなデフォルメされたお星様の側面に、府フ蘭ランのお尻がくっついたのだ。というより、まるで柔らかいクッションの上へ尻しり餅もちをついたような動きだった。

　目を白黒させながら上かみ条じようが質問する。

「えっ、えっ？　何だそりゃ。接着剤か、それとも磁石？？？」

「分からないのですが……感覚的には、お星様に向かって落ちた、というのが一番近いような……？」

　少年の肩の上にいるオティヌスが腕と足をどっちも組んで息を吐いた。

「人工重力か。あの『人間』め、惑星の諸力さえ自らの手で整えようとしたのか」

　いよいよ理屈が分からなくなってきた。

　人工重力と聞くと遠心力を利用して小さな部屋をぐるんぐるん回すようなものをイメージするが、あんな風に一抱えの球体表面にくまなく物品や人物を張りつけるような方式には心当たりがない。

　あるいは。

　見た目の体積と違って実際の質量をとことんまで凝縮していれば、普通の惑星と同じように周囲の物体を引き付ける強大な万有引力を備えるかもしれないが……？

「いや無理だよな……。だとすればワイヤー一本でぶら下がっているのは不自然だし、そんなに凝縮したら地球の中心核みたいな灼しやく熱ねつ地じ獄ごくになりそうだし」

　または、例外としてブラックホールのように元となる物質的中心核を持たないままに、周囲の空間を歪ゆがめるほどの莫ばく大だいな重力を形成する『場』も存在するが……やはりこちらでも説明がつかない。というか、その理屈だとおそらく『適度なレベルに重力を調整する事』ができないのだ。データ上でしか観測のできないミクロな世界のブラックホールか、発生すれば太陽系を丸ごと吞のみ込こんでしまうようなマクロな世界のブラックホールか。どちらかにしか寄せられない。グラビトンを直接操る能力者でも爆発を起こすので精一杯だったはず。

「適切な手段を取れば宇宙のあらゆる力は望むように変換できる、というヤツなりの理論だろう。おそらく高校レベルの教科書物理で考えても答えは出んぞ人間」

「俺はインテリになりたい訳じゃないんだ。こいつが幻想殺しイマジンブレイカーで消えちまうのか支えになるのか、そいつが知りたいだけなんだよ」

　言いながら、上かみ条じようは一番近くにあった三日月へと手を伸ばした。

　まるで何かの合図のようだった。

　そろそろという予感もあった。




　現実と幻影が交錯し、三日月は何の脈絡もなく崩れ落ち、そして上かみ条じよう当とう麻まはあまりに生々しい落下の感覚に苛さいなまれた。
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『ではあなたが望んだ通りの答え合わせを始めましょう。こちらでは再び時系列を「黄金」の時代まで戻します。ローズと結婚し、リリスを授かるより前の話となりますね』




　蒸気と煤ばい煙えんにまみれた、どこまでも毒々しい霧の都であった。

　ひうひう、と。

　隙間風のようにも聞こえるその音の正体は、書斎に佇たたずむ男の喉のどから洩もれる吐息であった。医学の心得がなくても、その顔色を見るだけで臓ぞう腑ふをボロボロに傷めている事が窺うかがえた。ランプの炎が生む陰影にさらされると、あたかも老人のように見えるほど、だ。

『アラン＝ベネット。メイザースと違い、アレイスター＝クロウリーが利害なく接していた友とも師とも呼べる数少ない人物ですね』

　傍かたわらのミナがそんな風に告げた。

『容態についてはなんという事はありません。鎮痛剤として使われていた医い療りよう用よう阿あ片へんによって中毒症状が出ているだけです。当時ならどこにでもいる社会病理患者でした』

　当然のように、書斎にいるのは達人だけではなかった。

　これはアレイスター＝クロウリーの物語なのだから。

『……つまりわしの身体と同じだよ』

　アランは来訪者へそう呟つぶやいた。

　ぱたぱたぱたぱたっ、と重苦しい机の上でいくつものカードがひっくり返される。上かみ条じようには詳しい話は分からなかったが、どこかトランプにも似ていて、でももっと凝った絵柄が使われているそれは、何となくタロットと呼ばれるものだろうとだけ判断がついた。

　真偽はどうあれ、どんな目的で使われる道具だったか。

　彼のひび割れた唇は続けてこう言ったのだ。

『全ての人は奇跡や運気の奴隷だ。その日のパンの選び方すら知らぬ間に干渉する。そして時には人の命にまで。わしがこうして薬の選び方に失敗し、今も引きずるようにな』

　息を吞のむ上かみ条じようは、反則をしていた。

　すでにその結果を先に見てきたのだ。

『つまり、クロウリーの旅にはそうした意味もあったのです。位相や火花に振り回され、数年も保たず突然命を落としてしまう娘を守る方法はないか。……結局はカードが示す通り、間に合わなかった訳ですが』

　滑なめらかに答えながら、西洋喪服の美女は上かみ条じようの右手へ目をやっていた。

　幻想殺しイマジンブレイカー。

　それは見えざる運気までも引き裂き、当人に不運を招くなどと冗談めいた話もされていたような気もしたが……？

「位相？　火花って何の話だ？　どうしてそんなのがあいつの娘に関わってくるんだよ」

『ですから、アランが説明していますよ』

　黒猫の魔ま女じよの言う通りだった。

　アラン＝ベネットは並べたカードを横に払って、唇を動かしたのだ。

『魔ま術じゆつは便利だ。「黄金」の手によって簡便な工作キットが完成すれば「原典オリジン」の毒を恐れる事なく知識の停滞は打開される。書物の毒は読み手の常識と叡智との間の齟齬が広がり過ぎた結果の拒絶反応でもあるからな。全てを自分の言葉と指先で説明できれば差は埋まり、誰も苦しまずに済む。余計な行列や乱発される高位位階の真しん贋がんの見極めなど刑務所の処世術にも似た手間もなくなれば組織は飛躍的に成長速度を上げ、師も弟もない集合的回答装置の完成により直接的な戦力も増すだろう。だが本来、この世のあらゆる事象には等価交換の原則があるのだよ。わしらの魔ま術じゆつはそこを騙だまして一の出費で一〇の成果を獲得する。……しかし本当に世界は騙だまされているのかね？　ひょっとしたら、わしらの想定している範囲の外でしわ寄せが起きているかもしれない。そういう懸け念ねんは前からあった』

『……、』

『この世界には神話や宗教の数だけ多様な位相が挟まっている。それら位相と位相の距離も一様ではない、文明や伝承の盛衰などにより現世に与える力関係も変わるはずだ。元々、運気とは奇跡になり損ねた火花。位相同士の接触、衝突が生む飛沫は呆れるほど薄く広く人々に影響を与える。コイントスや店で出てくる料理の順番、出会いや別れ、結婚や離婚……そして人の死までも。もし君の娘の死に直接の原因が見当たらないとすれば、それは多くの人が知らずに干渉を受ける、偏った集まりから生じた偶発を疑うべきだ』

『……つまり、この世には偶発的な事故や病気なんてものは何もなくて』

　銀の髪の青年はそう囁ささやいた。

『……つまり、この世にある人々の小さな積み重ねは折り重なる位相の問題であり、結果世界の全てが娘にわずかな不衛生からの死の病を押し付けるために回るというのですか。先生』

『それは極論だな。君の娘が特別なのではなく、人々は平等に振り回されるのだから。ただヘルメス学など統合した理論は重なる位相を乱暴に摑み、束ね、いたずらに衝突を誘う。火花も頻出するだろう。影響も現在に限らん、未来は今の積み重ねで作られるのだからな』

『「黄金」は、その危険性を理解しながら黙認していた、と』

『計測できない事象とはすなわち存在しない事象だ。メイザースはそんな風に言っていたが、わしらがその意見に流されたのは心の弱さが原因だな』

　位相と位相の間隔は日々不規則に変動している。一人一人でどうこうできるものでもない。国と国とが覇権を争い国境線で睨み合っている中でも、世界の大陸はじんわりと動いているのだ。どのような列強にもその流れを止める事はできない。ならば、地べたの争いなど些細なものではないか。

　もしも、メイザースがそんな考えで魔ま術じゆつの研究を繰り返していたとしたら。

　もしも、師も弟もなく誰もが参加する匿名の集合的回答装置が蠢き始めたら。

『追つい儺なの方法自体は、あるにはあったんだ』

　アラン＝ベネットはそう洩もらした。

『ウェストコットもメイザースも決して公的には認めなかったがね。ブライスロードの秘宝があれば問題ないと、その所有者の自じ分ぶん達たちは大丈夫だという暗黙の了解はあった。エドワード、君もその庇ひ護ごの下にあった。だから問題ないという事にされていたんだ』

　しかしそれは、魔ま術じゆつ師しである彼一人しか守らない。

　現在ここにいない人に護符は渡せぬとでも嘯うそぶいて、あらかじめ懐にあった手札をさらす努力を惜しんだ。森の木を伐採していけば遠からず星を砂漠が埋め尽くすと分かっていても、未来の命の餓うえなど知った事かと鼻歌でも歌うように。

　今この瞬間も、世界中では様々な魔ま術じゆつが行使されている。

　位相と位相が生み出す圧力が、その火花が、あらゆる人の喜怒哀楽にどう結びつくかは誰にも分からない。その浅く広い流れから弾かれて消えてしまう命に、元凶や陰謀なんてないのかもしれない。逆にだからこそ、災いの芽を摘み取る事も至難となるのだが。

　そう。

　もしかしたら、ひょっとしたら。

　見えない傘の中で危機感を抱く事もなく散々繰り返してきたアレイスター＝クロウリー自身の魔ま術じゆつさえ、唾棄すべき者どもと同じ邪悪を包み込んでいたのだ。

『……、』

『行くのかね』

『こうしていても、目に見えぬ衝突がもたらす火花を止められないというのであれば。具体的な行動に出ない理由はありません』

『なら何な故ぜわしを訪ねてきた。少数が劣勢を覆くつがえす最大安易な方法とは、すなわち奇襲と相場が決まっていただろうに』

『必要なものを、教授いただきたいと思いまして』

『君はすでに全てを手に入れているよ』

　アラン＝ベネットは椅子に腰掛けたまま、緩く何かを摑つかむような仕草をした。

　先ほどまで何もなかった。

　だが達人の手の中でおかしなものが瞬またたいた。まるでライターの火打石のような火花。しかし空間に散ったのは小さな数字だ。

　28、４、29。

　そして達人の掌てのひらには銀でできたねじくれた杖つえが握られていた。

『ここでは景色を補正しています』

　黒猫の魔ま女じよがそんな風に囁ささやいた。

『本来ならば差し向けられたクロウリーにしか「見えない」ものではあるのですが、今回は特別に客観の中に主観を重ねています。理解のされない説明ほど虚むなしいものはないので』

「……お前はそればっかりだろ」

　上かみ条じようが呆あきれたように呟つぶやく間にも時間は先へ進む。

『すでに君は会え得とくしているはずだ、完璧にね。まあ、今となっては娘の命を奪い、家族の絆きずなを引き裂く忌いまわしい力の一つとしか映っていないかもしれないが』

　アランが握った手を開くと、再び杖つえは消えていた。

　衝撃の杖ブラステイングロツド、と呼ばれるアラン＝ベネットの代名詞……『ではない』。

　むしろ霊れい的てき蹴けたぐりと呼ばれる技術の応用だ。

　彼は節くれだった指先で目の前にある黒こく檀たんの机の天板をこつこつと叩たたきながら、

『これより始まるのは戦争だ』

『……、』

『その力は君の獲物の命を奪うか、あるいは命の可能性を奪う。……すなわち、たとえ生き永らえたとしても、以降の人生全ての選択肢は失敗に終わるという呪のろいを背負わせるのに等しい。君に「殺された」者は皆、永遠に浮上する事のない下り坂の人生の中で絶望しながら幕を引いていく事になるだろう。ある意味で単純に死ぬよりなお残酷な、生ける地獄を顕現させる』

　ひう、と彼は壊れた笛のような音を立てて息を吐きながら、

『そして覚悟しろ。ある日突然、偶発の死に奪われる亡なき娘を想おもって「黄金」の全てを破壊すると宣言するならば、その牙きばは翻ひるがえって自分自身、魔ま術じゆつ師しアレイスター＝クロウリーをも抉えぐり取とらなくてはならぬ。君は君自らが宿敵を呪のろって調合した毒薬をその喉のどで呷あおらなくては最初の目的が真しんに達成される事はありえないのだ』

『分かっています』

『もちろん妥協はできる。復ふく讐しゆう心しんとて折り合いはつけられるからな。だがそれは純度を失った抜け殻だ。君がその命や財産を惜しんで手を止めた瞬間に、君の中にある娘を想おもう気持ちはくすんで錆さびていくのだ。それだけは肝に銘じろ』

『分かっています』

　繰り返すようなその言葉に、血色の悪い達人はこれ以上ないほど柔らかく笑った。

　教え子が師を超えた瞬間を目まの当あたりにしたような、優しくも寂しげなその表情。

　そして魔ま術じゆつ師しアラン＝ベネットはこう続けた。




『ならばさっさとわしを殺したまえ。君の宿敵、その一人はここにいるぞ』




　復ふく讐しゆうに妥協する事はできる。

　だがそうしてしまった瞬間に、男の中にある想おもいはくすんで錆さびてしまう。

　ならば、やはり。

　たとえどれだけ敬愛していようとも、たとえどれほど距離が近しくても。

　同じく『黄金』に属する魔ま術じゆつ師しである以上、アレイスター＝クロウリーには目の前の達人を見逃す選択肢はない。

　アランは最後まで椅子から立ち上がらなかった。

　いかに無知で幼稚な調剤技術によってその全身を蝕むしばまれていようとも、彼もまた『黄金』を代表する魔ま術じゆつ師し。先ほど虚こ空くうからねじくれた銀の杖つえを取り出した以上、本気を出せば真正面から訪問してきた刺客に一いつ矢しを報いる事もできただろう。

　だが、彼はしなかった。

　魔ま術じゆつ師しでも師匠でもなく、アランはあくまでも孤独な男を友人として迎え入れたのだから。

　おそらくは、そのカード捌さばきによって自らの末路も事前に読み取っていたのだろう。

『……、』

　アレイスター＝クロウリーは一度だけ首を横に振ろうとした。

　だが揺るぎないアラン＝ベネットの瞳がそれを封じた。正確に運命を占う者にとって時系の前後など些さ細さいなものだ。達人とて、自らの教え子の結婚を人並み以上に祝う心を持っているのだ。その幸福を引き裂くモノへの憎しみの情を覚えているのだ。そして事前に察知していながら何もできない自分自身への悔恨もあったのだ。

　銀の髪の青年は右手を伸ばす。親指と人差し指を立て、拳銃のようなジェスチャーを交える。

　32、30、10。

　達人と同じく、手元で散る数字に導かれるようだった。

　その時、男の手には古式のフリントロック銃があった。

　直接命を奪うか、そうでなくとも一生浮上する事のない破滅の人生を永くもたらす一撃。

　その指先を額に向けられ、アラン＝ベネットはにっこりと微笑ほほえんだ。




『息災を』




　パァン!!　と。

　それは現実なのか幻視なのか。確かに乾いた音が炸さく裂れつし、その男の頭を後ろへ弾はじいた。
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　……どうして。

　どうしてこうなるんだろう、と上かみ条じよう当とう麻まはそう思っていた。自分自身がビジョンの中から帰還している事実さえ、しばしの間気づいていなかった。

　ちなみにワイヤーでぶら下がったお星様やお月様は右手に幻想殺しイマジンブレイカーを宿す上かみ条じようでも普通にひっつく事はできた。……となるとこれは魔ま術じゆつを使った品ではなく、純粋な科学技術のみで人工重力を作っているという証明になるのだろうか？

　命綱はいらなかった。

　お星様からお星様へ飛び込んでひっつき、高度何千メートルか何万メートルかも分からない虚こ空くうを移動していく。人工重力が『どの部分をどう引っ張るか』までは選んでいられないようで、時折舞まい夏かのメイド服のロングスカートが台風の日の傘みたいに舞い上がったり、パーカービキニの府フ蘭ランが四肢をくっつけてこちらへ小さなお尻を突き出してきたりもしたが、大きな問題もなく不可解な登山は続く。

「もう終わる」

　根拠もなく上かみ条じようはそう呟つぶやいていた。

　彼自身にだって理屈を説明できないのだから、周りで聞いている舞まい夏かや府フ蘭ラン達たちにはより一層意味が分からないだろう。だけど上かみ条じようはもう一度こう繰り返していた。

「終わりに近づいている。最初から、これ以外に進みようがなかったんだ」

　作られた星空にも終着点があった。

　ワイヤーでぶら下がった大きなお星様の側面にしがみついていたのは、見慣れた影だった。

「インデックス？」

「途中で会わなかったって事は、通り道っていくつか分かれていたのかな。あるいは最初にとうま達は下に落ちたのか……」

　三毛猫も一緒だった。

　インデックスの腕の中にいながら、何な故ぜだかヤツは誰にも見えないはずのミナに向かって前脚でネコパンチを繰り出している。

『おや、やはり野生の勘には敵かなわないようですね』

「……？　お前、その言い方だと俺にしか見えないんじゃなくて、周りから見えないようにしているんじゃ」

『私は黒猫の魔ま女じよ。自覚なくとも彼らを支配しトリコにしてしまうようです』

　そしてインデックスがここに留とどまっていた理由は明白だった。

　上かみ条じようは真上を見上げる。

　右肩に乗っていたオティヌスが呆あきれたように呟つぶやいていた。

「……ブラックホール、か。またふざけたスケールだ」

　真上。

　これより上の階層の存在を示し唆さするように、一面を黒い銀河のような渦が巻いていた。ブラックホールを直接その目で眺めた人間などいるはずもないので、これで正しいのかどうかは分からない。先ほどのお星様やお月様だって適度な人工重力を再現していたのだ。おそらくそういうモノを模したトンネルに近いのだろう。

「嫌な予感がする……」

　ただ、インデックスはこんな風に呟つぶやいていた。

「どうしてこんなに順調なんだろう。梯はし子ごの一本でも切り落としておけばそれで手詰まりなのに。まるであらかじめ乗り越えるのを前提とした試練のよう」

「……、」

　飛び込めば、どこかに運ばれる。

　だけどその前に、上かみ条じよう当とう麻まにはやるべき事があるような気がした。

　最後のお星様からブラックホールへ跳躍したが、やはり、であった。

　ブラックホールの吸い込みが機能しない。

　上かみ条じよう当とう麻まはそのまま真っ逆さまに落ちていく。
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　魔ま術じゆつ戦せんかくあるべし。その一言に尽きた。

　霧の都の蒸気や煤ばい煙えんが切り裂かれる。ロンドンを覆い尽くす夜の闇すら眩まばゆい閃せん光こうが払ふつ拭しよくしていく。そこにいるのは二人の魔ま術じゆつ師し。世界最高峰の『黄金』さえ飲み干し、己のものとして乗っ取る事も辞さなかった怪かい物ぶつ達たち。彼らの激突を目まの当あたりにすれば、闇に乗じて娼しよう婦ふを襲い、巷ちまたを震しん撼かんさせたかのジャックさえ震え上がって逃げ出す事だろう。

　魔ま術じゆつ師しアレイスター＝クロウリー。

　魔ま術じゆつ師しサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。

『ぐうっ!!』

　ぱたたっ、と石畳の上に鉄てつ錆さび臭くさい液体がこぼれ落ちていく。

　片や、銃に、剣に、盾に、弓に、指先の形に応じて数字を散らし、変幻自在に幻視の攻撃力を蓄えていくアレイスター。

　片や、火の杖つえ、水の杯、風の剣、土の盤、それら基礎となる象徴武器シンボリツクウエポンを周囲に浮遊させる事で物質面から万象の管理制御を試みるメイザース。

　両者の激突には終わりがなかった。

　そして決着さえつかなければ、有利不利は明白なのだ。

『愚か者が……。俺についていれば成功者のおこぼれを頂ちよう戴だいできたものを!!』

『……、』

『未来の娘？　確定なき家族のための戦い？　ならば誰も傷つけず簡単に解決できるではないか。貴様は一生子を為なさなければ良い。アレイスター＝クロウリーの娘でなければ死は牙きばを剝むけないのだから！』

『それなら君は何な故ぜ結婚をしたメイザース。何も画家の才を組織に取り込むだけの打算だけではあるまい。君の頭の中で言語化できていないとしても、やはりミナという一人の女性でなければならなかった理由は必ずあったはずだ』

『何だ、その目は……』

『たとえ明確な失敗や危難が分かっていても、結局はどうしたって狂おしいほどに求めてしまう。魔ま術じゆつ師しという言葉に生体の構造さえ無視した禁欲主義者のような高尚さを求めるなよ、メイザース。トリストラムとイゾルデの話を引き合いに出すまでもなく、愛とは毒薬、家族とは麻酔だ。それが人の根本なのだ。だからこそ、すでに逃れられぬ流れとしてカードの並びに浮き出ているのではないか。決して変えられぬ結果とやらが』

『その目はどうした!?　俺は「黄金」の長おさだぞ!!』

　強大な爆炎を己の手足のように振り回しながら、メイザースが吼ほえた。

『「黄金」とは個々の魔ま術じゆつ師しを指す言葉ではない。それは結社だ。一人が反旗を翻ひるがえしたところで集団が押おし潰つぶす。アレイスター、貴様はその集団を意のままにできる立場を得る事で勝利を宣言すべきだったのだよ！　この俺のようになあ!!』

『……ッ!!』

　その時、アレイスターが後ろへ下がったのはメイザースそのものの動きに反応したからではなかった。

　周囲を取り囲む建物の屋根の上に、複数の影がある。

　ダイアン＝フォーチュン。

　ポール＝フォスター＝ケイス。

　アーサー＝エドワード＝ウェイト。

　ロバート＝ウィリアム＝フェルキン。

『……増援は無限だ。全ての魔術師は結社の決定その一切に尽力すべし、さ。俺が「黄金」の頂点である限り』

　口元の血を手の甲で拭ぬぐいながら、メイザースは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべていた。

『狩られる狐きつねの心境を会え得とくするが良いい、賊。貴様の最大の敗因は、貴様自身の闘争が謀む反ほんという言葉に置き換えられてしまう流れを止められなかった事だ!!』

『散々師も弟もないと言いながら結局は上から目線の平等、自分だけは特別という権威主義にまみれたか……』

　直後にアレイスターが取った行動はシンプルだった。

　とっさに身を翻ひるがえし、蒸気と煤ばい煙えんの向こうへと走り去っていったのだ。




『ああ、愚かなるメイザース、私の愛いとしき人よ』




　まるで古い過去を偲しのぶように、上かみ条じようの傍かたわらに立つ黒猫の魔ま女じよはそっと囁ささやいた。

　彼女はヴェールの向こうから終わってしまった世界を観察し、

『組織の取捨選択に巻き込まれて愛まな娘むすめを傘の外へと追いやられ、よりにもよって憎き敵と同系の力に頼るしかない劣等と激情に胸を焼かれているというのに……それで怒り狂った男が、今さら合理と効率で戦略的撤退など図るとでも思ったのですか』

「なに、が……？」

『始まりますよ』

　ミナ＝メイザースははっきりと言った。

　まるでこの瞬間のために西洋喪服を纏まとい、不吉の象徴の黒くろ猫ねこ達たちを引き連れてきたと言わんばかりの声色で。

『ブライスロードの戦い。魔ま術じゆつ師しアレイスター＝クロウリーが世界最大の魔ま術じゆつ結けつ社しや「黄金」相手に正面切って行った、静かなる武力衝突が』

　場面が変わる。

　ねじくれた銀の杖つえを持つ男がロンドンの闇に溶けていた。

　クロウリーが向かったのはハマースミスにあるブライスロード三六番地。『黄金』が特に重視している儀式場であった。

　戦争、という字じ面づらの割に、やっている事それ自体はさほど派手でもなかった。

　彼はたった一人きりで建物に押し入ると中で設備の保守点検を行っていた数名の魔ま術じゆつ師しを薙なぎ倒たおし、全ての出入口を施せ錠じようして、その屋内に立てこもったのだ。

「……一体何をやっているんだ？　こんな事をしたって建物の周りを取り囲まれるだけなんじゃあ？」

『それで良いいのです。アレイスターはこの戦いに勝利する必要はなかったのですから』

「何だって？」

『ここは勝ち負けなど関係ないのです、戦ったという事実があれば。すぐに分かりますよ』

　ビュン!!　と執務室にあった羽根ペンが虚こ空くうを切り裂いた。

　それはクロウリーという男の頰を掠かすめ、そして重たい机の上にあった便びん箋せんの上を走った。

　そこには流れるような筆記体でこうあった。

　ミナからの補足でもあるのか、その文字列の意味だけははっきりと頭に入ってくる。

『どういう事だアレイスター。俺はすでに貴様と袂たもとを分かっている。ブライスロードを占拠せよなどという命令を出した覚えはないぞ!!』

　その自動筆記を前にして、アレイスター＝クロウリーは音もなく笑みの形を作っていた。

　……ここより先、絶対に失敗すると分かっていてもやってしまった結婚。そこで小さな小さな手でゆっくりと指先を摑つかんでもらったあの『人間』には、絶対になかったはずの表情だった。

『だがそれが薄っぺらな世界の真実だ。「黄金」の者は皆こう判断しているはずだぞ。腰こし巾ぎん着ちやくのアレイスター＝クロウリーはメイザース正式の命令書に従ってブライスロードの儀式場を占拠した。不出来なウェストコット派から全てを取り上げるために。……不思議だなあメイザース、君はそんな命令書にサインをした覚えはないというのに』

『貴様、まさか……』

『ああ、ああ。よもやと思うが、自殺紛まがいの正面衝突に何の意図もなかったとでも？　私が欲しかったのは君の血液だ。たった一滴あれば文書の偽造は容易たやすいものだったよ。そう、確か……ウェストコットは結社を作る過程で、アンナ＝シュプレンゲルからの書簡を偽造して組織の箔付けをしていたんじゃなかったかなあ？』

『貴様ァ!?』

　景色がガラリと変わる。

　ブライスロードから遠く離れた某所では、メイザースの本拠へ憤ふん怒ぬの顔のウェストコットが押し入っている所であった。分厚い扉を打ち破ったのは彼一人ではない。メイザース派と同様に、ウェストコット派も「黄金」を二つに分かつ一大勢力だ。

『これは何の真ま似ねかねメイザース!?　ブライスロードはロンドンに根を張り巡らせた結社の要かなめだ。破は綻たん者しやクロウリーの個人的な錯乱暴走だったので責任能力は問えないなどという腹芸で済ませられる限度を超えているぞ!!』

『違う!!』

『この私がスコットランドヤードから睨にらまれているのは知っているだろう。公務員たる検視官があのように怪しげな会合に接触するとは何事かとな。こうして裏で未いまだ繫つながっている事すらリスクを孕はらむのに、わざわざ結社の中から花火を打ち上げてくれるとは大した策士だな！』

『そうではないっ、あの命令書は……』

　言いかけて、メイザースはようやっと悟ったようだった。

　黒猫の魔ま女じよは息を吐いていた。

『……二人きりの密談であれば、あるいはウェストコットとメイザースは頭を冷やして和解できていたかもしれません』

　ただし、

『これだけ大勢の部ぶ下か達たちが控える中で、ウェストコットと同じ文書の偽造技術が使われたのだ、とメイザースが言い出しても、ウェストコットに認められるはずがないのです。彼に従う大勢の前でそれを認めてしまえば権威は失墜してしまうのですから』

「だから……」

『そう』

　西洋喪服で身を固めた未亡人はこう宣言した。




『たった一度の作為的な敗北が、引き金を引いていったのです。ウェストコット派とメイザース派、「黄金」の舵かじを握れる巨大勢力同士の戦争を』




　そこから先はもう地獄絵図だった。

　炎が舞う。風が切り裂く。そのように分かりやすいものばかりでなく、未知の獣が解き放たれ、呪いや病がロンドンの闇を跋ばつ扈こする。いかに蒸気と煤ばい煙えんのカーテンに紛れて切り裂きジャックが暗躍するような時代とはいえ、これほどの怪奇現象をロンドンの市民や当局はどのように受け入れ、頭の中で嚙かみ砕くだいていったのだろうか。

　そしてもちろん。

　アレイスター＝クロウリーの戦いもまた、こんな半はん端ぱな所で終わりはしなかった。

『彼は最初から、共食いだけで両者が奇麗に同士討ちして全滅するなどとは考えていなかったのです。どうやったってどちらかが勝ち、生き残りが場を収めますからね。……生み出したかったのは、あくまでも混乱。そして表向きの騒乱に紛れて懐ふところへ潜り込み、両勢力の脇腹を刺す。クロウリーはどこまでいっても、自らの手で復ふく讐しゆうを為なす事しか考えていませんでした』

　ブライスロードの儀式場とは、『黄金』にとっての武器庫でもあった。

　銀の髪の青年はそこから必要な道具を全て引き出すと、ざわめくロンドンの闇へと再び身を投じていく。

『理性的な魔ま術じゆつ師しが多かったこの時代、クロウリーは例外的に血の供く物もつを率先して肯定する人間でもありました』

　彼は狡こう猾かつだった。

　ウェストコット派の魔ま術じゆつ師しを路地裏で始末すれば、その死体にメイザース派の痕こん跡せきを刻んでから道路に捨てる。

　メイザース派の魔ま術じゆつ師しを地下道で始末すれば、その傍かたわらにウェストコット派の凶器を置いてその場を立ち去る。

『つまり、こうした工作さえ隠かくれ蓑みのなのですよ。誰かが誰かを陥おとしいれる、その悪意があれば人の目は眩くらまされてしまう。それ以上はないだろうと。大いなる儀式を成功に導くには惑星全体を血で浸す計算になるとまで断言した彼です。血で血を洗う光景はクロウリーに仮かり初そめの永久機関を与えるに等しい事態だったと言えます』

　……いいや、事は二大勢力の正面衝突に留とどまらない。

　全てを解明したいスコットランドヤードに伝統の重みをオカルトに求める新大陸、『黄金』にお株を奪われていた古き魔ま女じよのロッジやとにかく接触第一で危機感に乏しい心霊主義者。おおよそ今回の件に首を突っ込みたい全てをロンドン内部へ引き入れ、既存の勢力図を完全に破壊する。組織が大きければ大きいほど、その複雑に嚙かみ合あった歯車を詰まらせるように。

　まるでマーブル模様にも似た、見境のない破壊と乱痴気騒ぎの大渦であった。

　それは全てを吞のみ込こみ、嚙かみ砕くだいて、憎ぞう悪おは新たな憎ぞう悪おを生み出す。

　一つの魔ま術じゆつで血を流し、その血でもって次の獲物に攻撃を加え。

　ますます苛か烈れつな攻防がエスカレートしていき、それがより大きな隙を生み出していく。平素であれば誰にも踏み込む事のできない領域まで密ひそやかに潜り込むチャンスを作っていく。

　敵を殺して武器を持ち替え、補給を繰り返すような修羅の道。

　そして、いつかどこかで。

　ドッ!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。

『……ぶっ？』

　啞あ然ぜんとした表情を浮かべたのは、まずウェストコット。

　彼はゆっくりと視線を下げ、己の脇腹に突き刺さった『それ』に目をやる。

『ウェストコットは魔ま術じゆつの腕それ自体は大した事はない、とされています。少なくともメイザースやクロウリーといった真正の変人と比べれば。……にも拘かかわらず彼が「三人の創設者」として巨大勢力を率いる事に成功したのは、その半不死性にありました』

「半、不死……？」

『それが何であるかは、今は説明を省きます。ただ、彼が得意としたのは文書の偽造。そして検視官という立場上、人よりいわくのある死体に触れる機会が多くありました。後は、そうですね……元々私わたし達たちの界かい隈わいでは羊皮紙は悪あく魔まとの対話、魂の運搬にも利用されてきた、とだけ。ですがクロウリーは、ブライスロードから持ち出した秘宝によって一撃の下にその前提を貫通した。すなわち』

　突き刺さっていたのはたった一本の矢であった。

　ただし素材は鉄でも木でもない。濁った色のワックスを固めたような何か。先端が歪いびつな五つ又に分かれた、何かを摑つかもうとする掌てのひらのような……。

『鏃やじりは骨、矢羽は革、本体の矢や柄がらは蠟ろう……それもまた、血肉が蠟ろうと化した屍し蠟ろう』

　つまり。

　それこそが。




『幻想殺し。とある聖者の右手を素材に製造された究極の追儺霊装。元は召喚失敗の際に退却せぬ者を魔法陣の向こうへ追い返すために用意されていた秘中の秘となる兵器です』




　息が。

　傍観者のつもりでいた上かみ条じよう当とう麻まの呼吸が、詰まる。

『ぶっ、ぶぼっ……』

　そして絶対の強度を疑わなかった半不死性を奪われたウェストコットもまた、己の体に突き刺さった細い矢を引き抜く事も叶かなわなかった。

『ぶぼっぶばァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!』

　アレイスター＝クロウリーの瞳は揺るがなかった。

　矢を摑つかんだまま空いた手で拳銃の形を作ると、その手元で火花のように複数の数字が躍った。32、30、10。そして湧き上がった幻視の銃が衝撃を叩たたき込こんでウェストコットの肉体の方を奥へと吹き飛ばす。

『再び景色を補正しています』

　ミナがそっと付け足した。

『一度見ているのでもうお分かりとは思われますが、これは差し向けられた当人にしか「見えない」武器。今回は特別に客観へ主観を重ねています』

　そうしている間にも時間は進む。

　アレイスターは存在しない硝煙を漂わせ、呪うように囁ささやいていた。

『矢は攻撃手段の霊化という意味を持つ。それは放たれた時点で物理の軛くびきを外れるはずだが……あらゆる異能を打ち消すが故ゆえにひたすら物理を追求するとは皮肉だな、ウェストコット』

　五つに分かれた矢の先端が老人の血肉を毟むしり取とるようであった。魂の器、胸の中央に収められたその赤色の塊を。強引に抜かれた事で傷口の奥をメチャクチャに搔かき回まわされた老人など気に留めず、血まみれの矢を摑つかんだままクロウリーがぐるりと体ごと振り返る。

　宿敵がそこにいた。

　サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。

　べろりと舌を出して己の顔に跳ねた返り血を舐なめ取とるクロウリーに、『黄金』の長おさは引きつった顔を浮かべて一歩二歩と後ろへ下がる。杖つえ、杯、剣、盤。周囲を漂う四種の象徴武器シンボリツクウエポンは明らかに防御の陣形を作っていた。

『……人一人の死が、破滅が、そこまで受け入れられぬものかね？』

『……、』

『所しよ詮せんは生まれては消えていく命だ！　その多くが何も残せず、自分は幸せな成功者だと思い込まなければやっていられないような凡ぼん愚ぐの雑草だ!!　やり直せば良かった。貴様はただ大きな位相の軋みや火花が生み出す世界の流れから弾かれる娘を嘆きつつも新しい命を授かれば何も問題なかった。子供など！　ああ、ああ、その程度！　いくらでも作り直せるというのに!!』

　それ以上の会話などなかった。

　アレイスターは魔ま術じゆつ師しの命を穿うがつ矢を勢い良く投じる。メイザースもまた火、水、風、土、あらゆる象徴武器シンボリツクウエポンを周囲に漂わせて抑えにかかる。複数の業わざ物ものを失い、片腕を犠牲に捧ささげ、それでもようやっと死者の矢を食い止めへし折るに至る。

　達人の腕の肉、その内部で不可視の爆発が巻き起こり、そして幻想殺しイマジンブレイカーという一つの伝説が『この時代』から消えていく。

　どこに？

　決まっている、のちに上かみ条じよう当とう麻まへ辿たどり着つくための、別の道へだ。

　少年は思わず自分の右の掌てのひらへ目をやっていた。

「……、」

　だが『黄金』の長おさは気づくべきだったのだ。

　これは矢の復ふく讐しゆうではない。アレイスター＝クロウリーの復ふく讐しゆうなのだと。

　銀の髪の男の構えが変わった。両の手で何かを握り込むような仕草をした途端、その手からライターの火打石を擦こすった火花のように数字が散る。１、27、５。そして彼の手の中には両刃の剣があった。

　まるで絵本に出てくるような、大の男の身の丈に匹敵する巨剣。

　偉大なる王の持つ鋼の剣。
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　物理法則で語る事に意味はない。もしもこの場にレーダー装置を持ち込む事が許されていたら、反射波では何も捉とらえられない事が分かったはずだ。

　人の認識に直接切り込む凶器。

　自己の瞑めい想そうを他者へ伝でん播ぱさせる技術の応用。

　霊れい的てき蹴けたぐりという魔ま術じゆつがある。何ともシャープな響きに欠けた名前だが、ようは自分の体と他者の体を古い呪じゆ術じゆつの人形と人間のように接続し、自分の体を動かす事で相手の体を同じように支配する技術の事だ。それを応用すれば、頭の中まで踏み込める。こちらのジェスチャーに合わせて標的となる人物の頭にこちらが指定した武具とその威力を叩たたき込こむ事さえ。

『愚かなる我が伴侶メイザース』

　黒猫の魔ま女じよはそう呟つぶやいた。

『些さ事じにかまけていなければ、その矢で胸骨を砕いてでも真なる敵を見据えていれば、まだしも活路はあったものを』

　ザンッ!!　と。

　後手に回ったメイザースの前に、男は大きく踏み込む。

　両の手で握り込んだ巨大な剣を袈け裟さに振り下ろし、メイザースの肩口から胴体へと存在しない刃を深く深く食い込ませていく。

『くれい、もあ……？』

『手た向むけだよ、喜べ自称ハイランダー。君が愛してやまない剣がトドメを刺したぞ』

　それが物理的に存在するか否いなかなど、この場においては関係がない。いずれにせよメイザースの肉体は切り裂かれ、際限なく赤黒い液体を噴き出している。

　最後に残るのは一人。

　アレイスター＝クロウリーは理想の終わりへ向けて、静かに宣告する。

『これで君は死亡するか、存命したとしても全ての成功の可能性を摘み取られ、失意で塗ぬり潰つぶされた余生を送る事になる。ひたすらに枯れていけ、咎とが人びと』

『……クロ、ウリー』

『私はな、メイザース。これから生まれる命がすでに偶発の死に堰き止められてしまっている事、それ自体でここまで憤いきどおっているのではないんだ』

　完全に振り抜く事もできず、中ちゆう途と半はん端ぱな位置に留とどまった剣へさらに力を込めながら、極至近でアレイスターは囁ささやいていた。

『これほどの悲劇が埋もれてしまう事。そんなにも世界の日向ひなたの部分に悲劇が溢あふれ返かえってしまっている事。皆が素直に憤いきどおって立ち上がれば良いものを、仕方がないよで諦あきらめてしまう事！　それが哀かなしいと言っているのだ!!』

『アレイスター＝クロウリーィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!』

　最後の最後で、メイザースもまた魔ま術じゆつ師しを思い出した。

　元よりゼロ距離とも言える間合いで、さらに複数の爆発が炸さく裂れつした。両者共に吹き飛ばされるが、決着などとっくの昔についていた。

『……すべ、ての、魔ま術じゆつを、絶滅させる、ぞ』

　ズタズタに全身を引き裂かれ、しかしクロウリーは決して倒れなかった。

　ウェストコットとメイザース、『黄金』を形作る重鎮は始末した。だが戦いは終わらない。『黄金』に所属していた魔ま術じゆつ師しはいくらでもいる。いいや、彼が見据えている先はそんな小さな枠には留とどまらない。

『私はあらゆる位相を砕き、神秘に終止符を打つ。仕方がなくなんかない、悲劇を前に涙を堪こらえて唇を嚙かむ必要なんかない。誰もが当たり前に憤いきどおり、当たり前に疑問を持てる、まっさらな世界を取り戻してやる!!』

　彼は知っていたはずだ。

　アレイスター＝クロウリーもまた『黄金』に属する魔ま術じゆつ師し。

『黄金』全てを呪うならば、彼自身も自らで調合した特製の毒薬を飲み干さなくてはルールに反するのだという事を。

「それで、なのか……？」

『ええ』

「成功も失敗も関係ない。いいや、自分の望んだ事が自分の望んだ通りに行かない事を前提に話を進めていく。それは、あいつもまたあらゆる可能性を摘み取られた道を歩んでいるからだったのか……ッ!?」

『「黄金」に明確な終止符はありません。大きな組織として空中分解した後も後継者を名乗る小粒な結社がいくつも分散して、針金と添え木で縛りつけられ、中から腐っていく大木のようにだらだらと長い時を過ごしていく事になります。先細りを繰り返し、かつての面影など欠片かけらも残さずに。かつての「黄金」を取り戻そうとした者はたくさんいました。ですが結局は歴史が示した通り、人材も資料も再結集はできなかったのです。誰もが簡単に思い描ける志の達成を目指した全員は例外なく道半ばにてその夢を打ち砕かれ、アレイスター＝クロウリーの宣言した通りに失意と絶望の底へ沈み続けていったのです』

　上条の知る限りバードウェイの結社も『黄金』を名乗っていたが、あれも純粋な形とは言い難かったか。

　そして、と黒猫の魔ま女じよは付け足して、

『……アレイスター＝クロウリー自身も数回の国外退去処分を受け、大きな魔ま術じゆつ研けん究きゆうをする環境を整えられないまま、一九四七年に一度イギリスの地で死亡を宣告されています。静かなる闘争の果て、結社の全ての魔ま術じゆつ師しを狩り殺した復ふく讐しゆう者しやは、その最後の最後に己自身へ刃を突き立てて、自身のルールを貫いたのです』

　彼の戦いは未いまだに終わっていない。

　だから学園都市はあり、だから上かみ条じよう当とう麻まの前に立たち塞ふさがっている。

　つまりは、

『ブライスロードの戦いを制し、その最後に自分自身に刃を向けてでも……そこまでやっても、結局リリスを襲った偶発の死、ありふれた病名は覆くつがえらなかったのです。幼少より呪いに呪い続けた神の理ことわりを決定的に見限るには、十分過ぎるエピソードでしょう』

　あらゆる魔ま術じゆつの敵対者として、この五〇年一〇〇年で科学サイドという新しい言葉まで作って。近代科学がオカルトを眉まゆ唾つばに貶おとしめ、科学捜査や検査が『正しさ』の象徴を強奪し、市民権をもぎ取り、『科学的に正しいと数値の出たものが絶対なのだ』という科学信仰とでも呼ぶべき心性を蔓まん延えんさせていくに至るほどに。

　やる事なす事全てが失敗する。裏の裏を読んでもなお裏目に出る。

　そこまで苛か烈れつでどうしようもないいばらの道を自らに課しておきながら、世界の全てに足を引っ張られて、それでもヤツはここまで駒こまを進めてきた。

　アレイスター＝クロウリーは絶対に止まらない。

　妨害されるのが前提、失敗するのが当然。そう考えてなおここまでやってきたのだから、なおのこと、今さらどんな障害が立たち塞ふさがった所でその魔ま術じゆつ師しにとっては驚くべき事など何もない通常運転にしか見えないのだ。

『彼は全ての位相を破壊するつもりです』

　ミナ＝メイザース。

　やはりかつてクロウリーに敗北し、失意と絶望の底に消えていった誰かはそう囁ささやいた。

『誰もが当たり前に笑い、当たり前に泣く。全ての男女は星である。位相と位相の衝突がもたらす火花、奇跡になり損ねた飛沫による偏りから人々を解放するために。神頼みや天罰などに左右されぬ、個々人の手で積み上げた努力だけが成果として返る世界を築く事。その達成をもって初めて、父親の務めを果たせると本気で信じているのでしょうから』
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　……ようやっと、上かみ条じよう当とう麻まは全てを見届けた。

　役割を負えたのか、もうここに黒猫の魔ま女じよはいない。

「……、」

　上かみ条じようもまた迷わなかった。

　頭上を覆うブラックホールのような何かに皆と一緒に飛び込んでいく。感覚的にはチューブの中を移動するエレベーターに近かったのかもしれない。時間自体は短かった。だが実際にどれほどの距離を移動したかは分からない。とにかく彼らはさらに上方へ飛び出したのだ。

　登山の先で待つ絶景は宇宙の果てでもビッグバン中心地でもなかった。

「階段……？」

　インデックスがそんな風に囁ささやいた。

　そう、ぐるりと大きく空間を取り囲むような螺ら旋せん階かい段だんが待っていた。材質は石材や金属というよりも、つるりとした陶器やガラス質を連想させる。

　少年の肩に乗っているオティヌスは息を吐いて、

「己の尾を嚙かむ蛇の輪か？　いいや、もっとシンプルに天国への階段かもしれないな」

　そして階段の根元、最初の一段目には血まみれの誰かが腰掛けていた。

「よお、カミやん」

「土つち御み門かど!!」

　魔ま術じゆつを使って上かみ条じよう達たちを庇かばった副作用か、あるいは別れた後も何度か魔ま術じゆつを使う必要性に迫られたのか。土つち御み門かどはその衣服のあちこちを赤黒く染め上げていた。

「あっ、兄貴……ッ!!」

「ああ、ああ。心配すんな。あんまりこういうトコは見せたくなかったが、まあ、気にするような事じゃない。これまでもこうやって生き残ってきた。これからもこうやって生き残っていくさ」

　意味のある言葉とは思えなかった。ロシアンルーレットを繰り返した場合、昨日まで大丈夫だったから明日も大丈夫だという保証は特にない。しかし、まやかしでも良いいから義理の妹を安心させたかったのだろう。

「大丈夫、そう……なのか？」

「自分でもびっくりするくらいにな。むしろ、ここで傷が開いた事にも意味があるように思えて仕方がないぜよ……。一時停止、他のヤツらが来るまでいったん待てってな」

「……、」

　アレイスター＝クロウリー。

　成功も失敗も問わず、賽さいを振って何が出ようが己の道を邁まい進しんする起爆剤に変えていくあの魔ま術じゆつ師し。考えるだけ無駄と切り捨ててしまえば操り人形になるばかりだし、かといってあれもこれも全てに意味があると疑ってかかっては自じ縄じよう自じ縛ばくに囚とらわれる。

「行こうぜカミやん。どんだけ振り回されたって問題ない、最後に笑えりゃそれで勝ちなのさ」

「……ああ」

　その上で、上かみ条じようはこんな風に考え始めてもいた。

　統括理事長は本当にこの先で、狡こう猾かつな罠わなを張り巡らせているのだろうか。

　あの魔ま術じゆつ師しを支配しているものは、本当に合理と効率なのだろうか。

　ヤツの戦争は見た。

　それはまるでドライアイスだ。徹底的に冷え切っているはずなのに、触れたもの全てを火傷やけどさせるくらいに熱い。果たしてどちらがアレイスター＝クロウリーの核なのか。上かみ条じようには簡単に結論を出せなかった。

　螺ら旋せん階かい段だんを踏む。

　一段一段登っていく。

　最初は気づかなかった。しかし、ガラスのような質感の段は一つ一つ登っていくたびに、その透明度を増していった。うっすらと空間へ溶けていくように。やがては段の存在自体が消えてなくなっていく。上かみ条じようはただただ天へと昇っていく。

　いいや、消えていくのは階段だけではなかった。

「……インデックス？」

　上かみ条じようはぎょっとして名前を呼んだ。

「オティヌス、府フ蘭ラン!?　くそ!!」

　どこからも返事はなかった。共にここまで歩んできた仲なか間ま達たちがいなくなっている。いいや、ひょっとしたら世界から消失しているのは彼かの女じよ達たちではないのかもしれない。上かみ条じよう当とう麻まこそが消えてなくなっていくのかもしれなかった。

　そしてどこかから声が聞こえてきた。

『理解はしたかね』

　遠い過去の中にあったのと同じ声色だった。

　いいや、その人物は一〇〇年以上前の戦いから何も変わっていないのだろう。

　銀と灰色の影があった。

　それは疲労と達成感とがないまぜになって生まれるトランスにでも支えられているのか。

　ノイズにまみれたその集合を、上かみ条じようは自然とこう呼んでいた。

「統括理事長、アレイスター……？」

『自分がここにいる意味を理解したかね』

　ここ、とはどこか。

『窓のないビル』の最上層へ向かっているこの現状か、学園都市で生活してきた事か、それともこの世界に生まれてきた事そのものか。

『ここまで来て未いまだに分からないのなら、それもまた僥ぎよう倖こう』

　誰かは言った。

　何をやっても決して己の予想通りには進まない事を運命づけられた『人間』が、確かに僥ぎよう倖こうと評価した。

『必要な情報は全て入力した。しかしなお答えを理解しないのなら、それは自覚症状なき病びよう巣そうと同じだ。痛みがなければ抵抗もできまい。私は私でその間に結論を出してしまおう』

「何が善で何が悪か、そんな事は論じない」

　上かみ条じようは首を横に振った。

「……だけどアンタの生き方は、哀かなしいよ。正しいか間違っているかなら、きっとアンタの歩んできた道は間違っていると思う」

『まるで今日ここまで見てきた全ての悲劇を私が演出してきたような口振りだな』

　ある意味では、それも間違っていないはずだ。

『黄金』壊滅後もあらゆる魔ま術じゆつを世界から駆逐するために、敵対する科学サイドという言葉を作って惑星を二つに切り分けた『人間』。自分の望む機能を手に入れるため学園都市を形成し、そして外の世界との対立をも主導してきたのなら、事はこの街だけに留とどまらない。科学サイドだけでも説明はつかない。学園都市で起きてきた悲劇は爪つめや牙きばを研ぐようなもので、むしろその鋭さが本領を発揮するのは『外』との闘争にあったはずだ。

　だがヤツは言った。

　銀と灰色の塊、世界のあらゆる雑念が人の形を取ったような影。アレイスター＝クロウリーは確かにこう宣告したのだ。

『事象の中心は君にあるのだよ、上かみ条じよう当とう麻ま』

「なん、だって？」

『私はあの衝突で「矢」を失った。そして再び必ず現れるそれを手にする必要があった。つまり、いつか生まれいずる上かみ条じよう当とう麻まを誘引するためにこの学園都市を作ったと言っても過言ではない』

「……、」

『幻想殺しイマジンブレイカーとは、その周辺に異能の力を持つ者が集つどわなければその能力がある事にも気づけない。上かみ条じよう当とう麻まとは、手の届く範囲に救いを求める者がいなければ闘争の指向性を発露する事ができない。……それでも君は、この上なくその存在を誇示する事ができた。何な故ぜか？　決まっているじゃあないか。東京西部で整備を固めた舞台はいつか来る上かみ条じよう当とう麻まが最も活躍できるように伝統セオリーを整えてきた超能力開発機関だったのだから』

　超能力が当たり前のように認知されているのは何な故ぜか？

　……そのように設定した人物がいるから。

　学がく生せい達たちが忌避感情なく街中で異能の力を振りかざすのは何な故ぜか？

　……そのように設定した人物がいるから。

　街の仕組みに穴があり、少年が憤いきどおるような事件がたびたび起こるのは何な故ぜか？

　……そのように設定した人物がいるから。

　大人おとな達たちが街の暗がりで私欲を満たす企たくらみを繰り返すのは何な故ぜか？

　……そのように設定した人物がいるから。

　上かみ里さと翔かけ流るが『外』からこの街へやってきた時、誰かが線引きした科学サイドでも魔ま術じゆつサイドでもなく本当に『外』からこの街へやってきた時。上かみ条じよう当とう麻まは何か猛烈な違和感を覚えなかったか。会話の全てが嚙かみ合あわず、話をすればするほどぬるぬると気味の悪い何かが絡からみついてくるような感覚はなかったか。何な故ぜこんなにも分かりにくい会話を望んで繰り返すのだろうと憤いきどおりすら覚えなかったか。

　でも、違ったのだ。

　あっちが正しかったのだ。

　全くの初対面の状態から探り探りで言葉を交わしたとして、ほんの五分一〇分で打ち解けて深く切り込める方がおかしかったのだ。本来の人と人の間には見えない壁のようなものがあって、長い時間をかけてそれを壊していくまでは相手の事など『見えない』方が正しい。相手を理解できない方が正常であって、理解できない事に殊こと更さらの不気味さを感じていた上かみ条じよう当とう麻まの方こそが誰かの造った温室の中で暮らしていたのを証明しているのではないか。

　この街で暮らし、記憶まで失った上かみ条じようは、学園都市に横たわっているもの以外の常識を知らない。言ってみればこの街が地元なのだ。ここにある感覚が世界の隅々にまで行き届いていて、これさえ理解していれば世界中のみんなと共通の感覚を得られるものだと考えてきた。

　だけどそれが、上かみ条じよう当とう麻まが生まれてくる前から上かみ条じよう当とう麻まのために設しつらえられたものだとしたら？

　それはこの上なく少年にとって居心地の良いいものになるだろう。

　言ってみれば野球少年のために野球が全ての野球学校を作って差し出すようなものなのだから。

　そして一方で、

『君がそんなでなければ、学園都市はこのような形にはならなかった』

　アレイスターの声はそう告げた。

『君が違った形で活躍できるなら、君を輝かせるための悲劇を構築する必要もなかった』

　もしも、上かみ条じよう当とう麻まが将棋を愛する頭脳派少年だったら、この街には盤を挟んで角を突き合わせる対局形式で溢あふれ返かえっていただろう。

　もしも、上かみ条じよう当とう麻まが料理を愛する感覚派少年だったら、この街には味や色や匂いや音や香りなど、鋭敏な五感がものを言うクッキングバトルで満ち満ちていただろう。

　もしも、上かみ条じよう当とう麻まが登山を愛する肉体派少年だったら、この街には高層建築の壁という壁をよじ登るクライミング合戦が蔓まん延えんしていただろう。

　だけど、その少年は右の拳に命と人生の全てを預けた。

　だから、学園都市は『こう』なった。彼が持つ暴力性を最も花開かせるために。

『盤を用意し、駒こまを並べて、舞台を構築したのは確かに私だ』

「……、」

『だがそのお手本となったのは、上かみ条じよう当とう麻ま、君の自由な法テレマなのだよ』

　どちらが主犯でどちらが共犯だったのか。

　……どうして上かみ条じよう当とう麻まという人間には、右の拳しかなかったのだろうか。そうでなければ、他の解決手段があったなら、学園都市はここまで暴力に特化しなかったかもしれないのに。学園都市第一位が二万人の軍用クローンの殺害を企図した『実験』や、打ち止めラストオーダーを経由し風かざ斬きり氷ひよう華かを起爆剤にする事で『天使』を呼び出す仕掛け、軍用サイボーグを中心とした『新入生』に反学園都市サイエンスガーディアン、守られるべき弱者を意図して構築する事で作為的に無数のヒーローを量産する『人的資源アジテートハレーシヨン』計画……。どうしようもない悪党や得え体たいのしれない上層部が全ての引き金を引いていたように見えていたそれらも、上かみ条じよう当とう麻まさえほんのわずかでも違った道を歩んでいれば生まれる必要のない悲劇だったかもしれないのに。

　どうして。

　どうして。

　どうして。

　考えて、考えて、考えて、そして上かみ条じよう当とう麻まは前を見据えた。

　少年は吼ほえた。




「どうしてじゃねえ!!　だったら何だクソったれッッッ!!!!!!」




　都合が良すぎる、活躍を期待され過ぎる自覚は確かにあった。

　だけど、だ。

　もしもどうだとか、仮にこうだとか、そんな話をした所で今さら何かが変わる訳ではない。現に上かみ条じよう当とう麻まはここにいる。その事実は変えられない。学園都市も彼が生まれるよりずっと前からこの国にあった。その事実だって変えられない。その全てはいつかやってくる上かみ条じよう当とう麻まを見据えて事前に整えられたものだったとしても、後からやってきた当の本人には原因の芽を摘み取る事など土台敵かなわない。

　だったら論ずるべきは、レールの切り替えポイントはそこではない。

　見据えろ。

　これ以上の悲劇を回避するために。

　ないものねだりなどしている暇はない。今の自分に何ができるのかを考えろ。真っ先にすべき事が何かは分かり切っている。たとえそれが誰の敷いたレールの先にあるものであろうとも。

　絶望はオティヌスの時に散々眺めてきた。

　だからもう大丈夫。

　世界の構造なんていう圧に押おし潰つぶされたりはしない。

「お前は見過ごせない……」

『なるほど』

「原因に何があろうが、その理由に共感できる部分があったとしたって、アンタは明らかに方法を間違えた!!　だったら止めてみせるさ、この街をこんなにしてしまった力を振りかざしたとしてもだ!!」

『間違いをもって間違いを正す、か。そういう風に伸びるのであればそれもまた結構。どうせ元より転落が前提の人生だ。自らが放った言葉がそのまま理解される方が珍しいほどなのだしな』

　アレイスター＝クロウリーもまた変わらない。

　おそらくは学園都市を構築したものと同じ。あるいは、その先を見据えて設定された、作られた悪役を全うすべくその声色は決してブレない。

　ただ一つの理由。

　位相の衝突、その火花。幼い娘が理由もなく命を奪われ、家族の絆きずなをズタズタに引き裂かれて……そんな悲劇が当たり前のように蔓まん延えんして、仕方がないよの一言で済まされてしまう、残酷な偶然を許容する世界に一いつ矢しを報いるため。それだけを考え、その『人間』は最悪の一手を打ってくる。

『だが少々主観に偏かたより過すぎた結論ではないかね。君を許しているのは君だけだ。その立ち位置が変わる事は絶対にないよ』

「……、」

　もはや応える必要はなかった。

　正義の体現者になどなれなくても良い。

　薄汚れた拳を握り締める闘争者でしかなくても構わない。

　何かを曲げて。

　自分に業ごうが返ってでも。

　この『人間』は止めなくてはならない。

　たとえ世界の誰からも認めてもらえなくても、これだけは果たさなくてはならない。

　そう思って、さらに透明な螺ら旋せん階かい段だんを踏んだ。

　底なしの闇に向けて突き進むように。

　しかし。

　直後の出来事だった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　あまりにも凄すさまじい轟ごう音おんが袋ふくろ小路こうじのような世界に巨大な風穴を空け、そして銀と灰色の影を粉々に吹き散らした。
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　A.A.A.。

　得え体たいのしれない魔ま法ほう陣じんのような核を使って誰かと繫つながっている機械。

　まるで望遠鏡を使って太陽を眺めるようなものだった。

　答えはすぐそこにあるのに、不用意に直視してしまってはこちらがやられる。意図して分厚いフィルターを何重にも重ねて視界を塞ふさぎ、取り込む情報量に制限を掛ける事でようやっと常時接続の目め途どが立ってきた。

　当然、得られる情報には限りがある。核心はあるはずなのにそれを摑つかみ切きれない。モザイクだらけの航空映像を基に空爆のトリガーに触れているようなもどかしさが離れないが、今は全てを知る必要はない。

　フォーカスすべき事柄はすでに分かっている。

　神かみ浄じようの討とう魔ま。

　字じ面づらこそ違うものの、少しよう女じよ達たちの良く知る少年だ。

「……場所が分かってきた」

　暗号通信自体はきちんと解析できなくても、電波が発せられればその距離と方角を摑つかむ事はできる。それと似たような感覚だった。美み琴ことはA.A.A.を介して接続者の位置情報の把握にかかったのだ。

　あるいは。

　呪じゆ詛そとやらで襲撃者が美み琴ことを襲った時も、同じ事をしていたのかもしれない。

　不用意にA.A.A.に触れた少女を察知し、その座標へ何かしらの見えざる攻撃を送り込んだという事だったのかもしれない。

　だがそれがどのようなものであれ、技術は平等に門戸を開いている。

　組織的なハッカー達たちの応酬であるサイバー戦争にはある鉄則が存在する。安易な報復は控えるべし。一方が攻撃されたからといって大規模な反撃を返してしまえば、今度はその侵入や感染の手段を相手に学ばせてしまう機会を与える。だから攻防の際には『それがコストに見合う成果を与えられるか否いなか』を常に考えろ、という方法論である。

　同じ事だ。

　向こうにできたのならば、こちらにもできる。

「第七学区中枢、『窓のないビル』。そこに得え体たいのしれない接続者がいる!!　かみじょうとうまを強く思い浮かべながら!!」

「おいおい……。踏み台みたいな事になっていない限り、それってどう考えてもあの人物って事になるわよねぇ……」

　A.A.A.を取り巻く環境を考えれば、『あの人物』が無害で好意的なポジションに立っているとは言いい難がたい。A.A.A.そのものの使用に対する反動のような鼻血はともかくとして、例の呪じゆ詛そは明らかに第三者の害意があったからだ。

　そして『窓のないビル』の主あるじに反旗を翻ひるがえす事は、そのまま学園都市で築き上げたもの全てを手放さざるを得ない状況に追い込まれるリスクを孕はらむ。相手は最高権力者の統括理事長で、成績の優劣など関係なくその気になれば少女の一人二人簡単に退学・退去処分にしてしまえるのだろうから。

　普通に考えれば波風を立てるべきではない。

　利口になるべき場面だ。

　だが少しよう女じよ達たちは一つの名前を耳にしていた。

　かみじょうとうま。

「始めましょう。あのビル今すぐぶち抜く」

「あなたもブレないわねぇ」

　ガシャガシャガチャチャ!!　と複数の金属が嚙かみ合あう不気味な音が連鎖した。スクラップになろうが持ち主の手で分解されてパーツパーツを地面に並べられようが、A.A.A.は根本的にA.A.A.だ。主あるじと認めた者の求めに応じて生物的に蠢うごめき、華きや奢しやな少女を取り囲むように接続されていく。一筋縄ではいかなく、確実に害を与えてくる存在であるとはいえ、ここまで忠実であればいっそ健けな気げな印象すらも漂わせていた。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは呆あきれたように息を吐きながら、

「でも大丈夫？　A.A.A.のコアの部分がアンテナに近い何かってトコまでは摑つかめたけど、未いまだに鼻血の部分については解明できていないんでしょ。どんな負担力がかかっているかは分からないけど、頭に関係している可能性もあるんダゾ。闇雲に頼るだけだといざって時に足元をすくわれるかもしれないわよぉ？」

「っ、でもここで強がっても仕方がないわ。正直に言うけど今の私じゃ周回遅れであの馬鹿と同じステージには立てない。リスク込みで底上げしたってやっと追い着けるかどうかって感じなんだから!!」

「だ・か・らぁ」

　食しよく蜂ほうは自分の唇に指を当て、片目を瞑つぶってこう告げた。

　見た目はふざけているようでいて、しかしこの局面で己の弱さを隠す事なくさらけ出した少女へ敬意を表するように。




「この私が御み坂さかさんの頭を掌握すれば、少なくとも負担は二人で分担できないかしらぁ？」




　考えた事もない発想だった。

　美み琴ことは目を白黒させて、そして質問に質問を返す。

「……何でアンタがそこまですんの？」

「理由は死んでも教えない」

　ここだけはバッサリ。

「第五位の私の心理掌握メンタルアウトは、第三位の超電磁砲レールガンに弾はじかれて頭を支配する事は叶かなわない。でもそれって、ようは御み坂さかさんが無意識の内に私の侵入力を拒絶しているからよねぇ。ま、普通に考えればそれが当然かもしれないけど」

「だとしたら何なの？」

「一つ質問だけど、今ってその拒絶は働いてる？　理由はどうあれ、とりあえず『あの人』を助けるために協力するって申し出ているこの私にぃ」

「壁の取り払い方なんて分からないわよ」

「自己の無意識を完全に制御できたら誰も苦労はしないわぁ。それこそ自分のゾーンを持ってるプロ棋士とかゴルフ選手じゃないんだからぁ」

　御み坂さか美み琴ことは改めて食しよく蜂ほう操みさ祈きの全身を、頭のてっぺんから足の先まで眺め回した。

　そして素直に言った。

「ソリは合わない」

「素直で良いいわぁ」

「超絶胡う散さん臭くさい。同じ学校の同級生なのに無意味に偉そうだし」

「でも段々腹が立ってくるわねぇ」

「あとムカつくくらいの無駄肉の塊なのが気に喰くわない」

「もう全く関係なくなってきているわねぇ!!」

　そう、何をどう取り繕った所で犬猿の仲なのだ。お互いに生せい理り的てき嫌けん悪お感かんの塊なのだ。イラつくものを片っ端から寄せ集めて人の形を作ったらこんな感じになるのだ。今が非常時だからといって、スイッチを切り替えるように仲良しこよしになる事はできない。

　だから拠より所どころは一つだけだった。

　御み坂さか美み琴ことは質問した。




「あの馬鹿が心配？」

「言わせるんじゃないわよ」
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　そして二つの時と場所が重なり合った。

　ドッッッ!!!!!!　と空気全体を圧縮させるような轟ごう音おんと共に、今再びA.A.A.を纏まとった御み坂さか美み琴ことが学園都市の青空を引き裂いていく。

　目的は一点。

　第七学区中枢、通称は『窓のないビル』。

『っつ!!　とんでもない鈍痛だらけねえ、あなたの頭の中！』

「少しは私の痛みを理解してもらえた？」

『それにしても御み坂さかさん、姿勢の問題かしら。何で胸ないのに肩凝ってるのぉ？？？』

「心で繫つながってもイラつく女だなオイ!!」

　接続しているのは御み坂さか美み琴ことと食しよく蜂ほう操みさ祈きだけではない。こうしている今もA.A.A.のコアの部分が受信している『誰か』の思念らしきものも織り交ぜられている。そちらについては明確な言語整理化ができないため、断片的な指標にしかならないが。

　だが距離が近づくにつれてノイズよりも単語の方が増えてきた印象があった。

　全体像はまだ分からない。

　しかし『誰か』がある少年の名前を強く意識して突き放しているのは見て取れる。

　それだけあれば十分だった。

「相手は核でも破壊不可能な『伝説』を持つ『窓のないビル』よ。私の超電磁砲レールガンでは壁は抜けないけどどうする!?」

『まあどこぞの第一位が地球の自転使って猛攻仕掛けた時もびくともしなかったって眉まゆ唾つばな報告が上がっているくらいだしねぇ』

　ただし、と頭の中で繫つながったもう一人の少女が囁ささやいた。

　悪戯いたずら好ずきのような、熱い吐息のニュアンスを乗せて。

『別に私わたし達たちが第一位に遠慮する必要なんてどこにもない。二人合わせて、前人未到のレコードを刻んであげましょ☆』

　食しよく蜂ほう操みさ祈きの能力は人の精神を操るものだが、厳密に言えばそれは体内の微細な水分を操る事で実現されている。

　そして塩分濃度などを調整すれば水分にも伝導性が備わるため、ローレンツ力など電磁的な力の影響の支配下に入る。

　極め付けに、美み琴ことの超電磁砲レールガンの破壊力を決めるにあたって、ネックになるのはその空気抵抗だ。分かりやすい所ではコイン一枚では五〇メートルも飛ばせば摩擦熱で完全に消滅してしまう訳だが、当然、速度が熱に変換されている時点で運動のエネルギーのロスは否定できない。

　では。

　例えばの話。

　そうした摩擦の力を軽減・無効化した上で超電磁砲レールガンを放ったら一体何がどうなるか。




　液状被覆超電磁砲リキツドプルーフレールガン。

　それは距離と速度の枷かせから解放され、どこまでも恐るべき破壊力を顕現する。




　摩擦熱をブレーキにするのではない。その発想からして転換する。コイン表面に付着させたわずかな水分が弾体の熱を奪って冷却を促しつつ、蒸気としてそれこそ爆発的に膨張させる事でより高い速度を叩たたき出だしたのだ。初速で撃ち出しておしまいではなく、射出後もさらに強く強く加速していく。天井知らずの速度を得た極小の砲弾は、槍やりのように細い飛行機雲を生み出しながら『窓のないビル』の絶大な壁面へと吸い込まれていく。

　水力操作の能力であれば何でも良いい訳ではない。

　脳の中の水分を操って情報を制御するほど繊細な作業でもってコイン表面に特殊な格こう子し模も様ようを張り巡らせない限り、こんな結果は生み出せない。単なるプラスチックの格こう子しでありながら、自ら計算通りに溶けていく事でスペースシャトルを大気圏の熱から守るアブレーションなどとは比べ物にならないくらいの精密さが必要とされていた。

　景色が歪ゆがんだ。

　空間そのものの壁をぶち抜くような勢いで、難攻不落の『窓のないビル』をただただ力業でもって容赦なく抉えぐり飛とばしていく。

　細かい事情を全て把握している訳ではない。

　だが近視眼的な、直近の問題だけならかろうじて推測できた。

　だから心の奥底から湧き出るままに、『少女』はこう叫んでいた。




「アンタが生きてくれていただけで、救われた命もある。アンタがそうして前を向いて突っ走ってくれるだけで、勇気をもらった人もいる。だから迷うな!!　アンタが歩んだ道のりの正しさは、そこで拾われた『可能性』は私が保証する。アンタの何かが間違っていると否定されたら、その都度私が全てを開いて説明する!!　だから、だから、だから!!　誰に何と言われようが、どんな論理でねじ伏せられたって！　そのまま自分の道を突き進めええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」
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　たったそれだけだった。

　おかしいと思うだろうか。

　でも、だけど、少女の一言が耳に届いた、ただそれだけで。

　その少年は、もう一度、どこまでも強く固く。右の拳を握り直した。

　銀と灰色で埋め尽くされた虚像はもういない。この先に待つのは正真正銘本物のアレイスター＝クロウリーそのものだ。
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　実際問題、その『少女』がどちらだったのかは、ひょっとしたら当とう人にん達たちにも把握できていなかったのかもしれない。

「……ふう」

　学園都市第五位の超レ能ベ力ル者５、心理掌握メンタルアウトの名を冠する食しよく蜂ほう操みさ祈きは遠く離れた場所でそっと息を吐いていた。

　彼女が何をどうした所で、あの少年には食しよく蜂ほうの顔は記憶されない。

　思い出は共有できず、どれだけの時間を共に過ごしても忘れられてしまう。

　それこそ、第五位としての能力をフル活用しても、だ。

　だけど、今なら違う。

　その全ては御み坂さか美み琴ことの言葉として記憶され、御み坂さか美み琴ことの功績として残されようとも。

『少女』の爪つめ痕あとをある少年に残す事ができる。

　ぱんっ!!　と瑞みず々みずしい音が弾はじけた。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きが自分の顔を挟むように、両手の掌てのひらで頰を叩たたいた音だった。

　そして『少女』は長い長い停滞から、改めて一歩を踏み出した。

　それが第三位か第五位かはこの際関係ない。

『少女』は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべてこう呟つぶやいたのだ。




「「さあて、久しぶりに暴れますか」」








行間　二









　口先だけならルネッサンスを気取りつつも、結局は既存の十字教による宗教観で世界を説明しなくてはならなかった旧来までと違い、蒸気機関を中心とした自然科学がいよいよ世界を席せつ巻けんしようというこの時代は、まさに魔ま術じゆつ師し達たちにとっては長い冬の終わりを意味していたのかもしれない。

『黄金』の名を冠する魔ま術じゆつ結けつ社しやもまた、そんな蒸気とガス灯の時代に産み落とされたものだった。彼らは聖書に記された単一情報を鵜う吞のみにせず、聖書発生以前の古代宗教などにも着目し、それらが今日どのような形で変遷して伝わってきたかを紐ひも解とこうとしていた節もある。

　母体のヘルメス学も手伝い、特に『黄金』の魔ま術じゆつ師しが着目していたのは地中海を挟んだ身近な異界、アフリカ大陸にその名な残ごりを残すエジプト神話だ。よって、『黄金』は自身がこれと決めた神殿にはイシスやオシリスなど、エジプト神話の神々の名をつけている事が窺うかがえる。

　ハナから十字教の掲げる善や正義にうんざりしていたアレイスター＝クロウリーにとっても、この時代はさぞかし居心地が良かっただろう。

　結局はその『黄金』も人間同士の醜い内紛によって空中分解してしまうのだが、その魔ま術じゆつ師しは『黄金』壊滅後もイシス、オシリス、ホルスの時代アイオーンという概念を提唱し続け、晩年にはトートの名を冠した独自のタロットを編へん纂さんして世に発表している。

　トートタロット。

　通常のＧＤタロットとの違いは、主に大アルカナ二二枚を再編している点だ。この図画の差し替えにより、旧来のタロットは最後の審判を経て人が次の段階へ進むまでの時代を占うのに対し、クロウリー版は一九〇四年に最後の審判はすでに果たされ、今ある時代は十字教の支配体制が消滅した『次の時代ホルス・アイオーン』であると主張している点が挙げられる。

　では、この一九〇四年には何があったのか。

　非常に主観に頼った意見で良ければ、こう答える事ができる。




　聖守護天使エイワスとの接触。

　そして『法の書』と呼ばれる魔ま道どう書しよの原典オリジンが世界に投じられた年である。








第四章　天の頂にて価値ある一戦を　[image: にじゅういんようふ]Light[image: にじゅういんようふ].
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　上かみ条じよう当とう麻まは改めて、透明な螺ら旋せん階かい段だんを最後の一段まで昇り切った。

　山の頂上、終点に到達した。

　ただただ広大な空間があった。床や階段の概念はなく、完全な透明。たった一歩踏み込んだだけで、自分が昇ってきた階段がどこにあったのかも把握できなくなる。いいや、上かみ条じようが到達した瞬間に本当に出口は消えてしまったのかもしれない。

　そして天の階段を昇った先。

　そこはもう宇宙であった。

　中と外とでどんな風に次元が歪ゆがんでいるのかは知らない。ともあれ、上かみ条じようの足元一面には巨大な青い星がどこまでも広がっていたのだ。

「簡単な話だよ」

　ノイズまみれの虚像ではない、初めての肉声があった。

　今さら上かみ条じよう当とう麻まは不条理や理不尽に驚かない。身を隠すものは何もない空間の真ん中に、その『人間』は立っていた。足首まで伸びる長い銀髪に、緑を基調とした手術衣。男性にも女性にも、大人にも子供にも、聖人にも罪人にも見えるその人間は、一〇〇年前から同じように佇たたずんでいたとでも言わんばかりの声色でこう囁ささやいたのだ。

「地面を走る地脈に空間を支配する『場』、東西南北の方位に他天体から降り注ぐ各種の力の指向性とその強度……。地球で生じた魔ま術じゆつとはすなわち地球に縛られた魔ま術じゆつである。そして残念な事に人間は己が目的のために海を埋め立て山を削り取る。多くの火花に干渉される人の手で。であれば、地球という終わった立地を脱出してしまえば目的に見合った儀式を執行できると思ったんだがな。どこぞの宇宙エレベーターに一部先を越された時は多少焦あせったがね」

　そのための、強固な障壁、完全循環環境、ロケットブースター。

　それら地球脱出条件が破損してしまってもお構いなし。ユークリッド幾何学を無視してでも空間を引き伸ばし、異次元の塔を打ち立てて、天体の枷かせからの解放をひたすらに邁まい進しんしていった。

「……アンタの闘争は、まだ終わっていないのか」

「永遠に終わる事はないのかもしれない。私が生命維持装置を利用してきたのは自身の生命力の痕こん跡せきを外界へ洩もらさぬためであったが、一七〇〇年の猶予を自らに課したのはそれだけの難業だという事さ。つまり、織り込み済みだ。失敗など、敗北など、喪失など、挫折など、いくらでも繰り返してみせる」

「踏ふみ躙にじるように卑ひ怯きような言い方をしても良いか？」

「例えば？」

「……言葉を覚える暇もなく息を引き取っていったリリスは、きっとアンタのそうじゃない顔を愛していたんだと思うよ」

　それ以上は何もなかった。

　元より言葉で止まる相手などとは上かみ条じようも思わない。アレイスターが何かしらの思惑をもって『窓のないビル』の最深部まで少年を招き寄せたのも理解している。そもそもここは全てを拳で決着をつけるべく整えられた学園都市。そこでなお右の拳を握り締める事は、統括理事長が用意したレールから一ミリも脱線せずに従い続ける行為に他ならない。

　だが構わなかった。

　結局は上かみ条じよう当とう麻まにはこれだけしかなかった。

　どれだけないものねだりをした所で、今この瞬間に棋士や料理人になれる訳ではない。ならば一つの道を極めるのみ。些さ事じにかまけてブレーキを掛ける事なくフルアクセルで突っ走り、仕掛け人の思惑すら振り切って成果を摑つかむ。それ以外に活路はない。

「行くぞ」

「今さら言葉など。私と君の仲だろう？」

　その言い回しに、不思議と上かみ条じようは口元に笑みを浮かべてしまっていた。

　正真正銘の初対面。

　にも拘かかわらず、アレイスターからの奇妙な申し出がひどく相応ふさわしいように思えたからだ。

　きっと生まれる前から結びつき、きっと生まれた時には敵対していた。

　お互いがその歩みを説明するにあたって、切っても切れない関係になっていた。

　だから。




　今度の今度こそ、言葉など必要なかった。

　ドンッッッ!!!!!!　と。二人揃そろって勢い良く地面を蹴けって駆け出していた。
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　あの魔ま術じゆつ戦せんを上かみ条じようも目撃していた。

　だからこそ、初見で殺される心配だけはなかった。




『人間』アレイスターの右手がすいっと前へ差し向けられる。親指と人差し指を立て、拳銃のようなジェスチャーが出来上がる。架空の銃口が懐ふところを狙う上かみ条じようへと突き付けられる。

　その手元で火花のように複数の数字が散る。

　32、30、10。

「ッ!?」

　ドガドガドガッ!!!!!!　と。

　立て続けに幻視の銃撃が炸さく裂れつする。フリントロック式だろうがお構いなし。なまじそれが小細工抜きの鉛弾であれば、逆に上かみ条じようには対処不能だったろう。だがこれはそういう魔ま術じゆつだ。であれば必殺の右手が効力を発揮する。イメージできすぎる、というのも良し悪しだ。

　弾はじき飛とばし、そして今度こそアレイスターの懐ふところへと潜り込む。

　いいや、そのはずだった。

「飛沫」

「なっ」

　上かみ条じようの疑問の声は響きとして表には出なかった。

　それよりも早くメキメキメキメキ！　という嫌な音が横から突き刺さった。脇から肋ろつ骨こつへ抉えぐり込こむような衝撃に、上かみ条じようの体がくの字に折れ曲がる。前へ進んでいたはずの体が真横へ弾はじき飛とばされる。呼吸と共に血の塊さえ口から飛び出した。悲鳴も絶叫も出す事は許されず、見えざる透明な床を何度も転がる。

「君は一体誰を見ている。ここに立つのはこの世の誰よりも位相の衝突を憎み、そのために永遠を生きると決めた魔ま術じゆつ師しだぞ」

「がっ、ば!?　広い世界にどう作用するかも読めない火花や飛沫のしわ寄せを、狙って向きを調整して撃ち込む方法でも構築したっていうのか……ッ!?」

「たかだか避雷針程度で驚くな、自分自身が放つ魔ま術じゆつ限定でしかないのだし。それでもあと一〇〇年早く完成していれば、罪なき赤子に優しさを見せてやれたかもしれなかった術式さ」

　いつまでも這はいつくばっている訳にはいかない。

　アレイスターはすでに構えを変え、その右手で空間を緩く握って前へ突き出している。火花のように数字が散る。13、５、32。まるでライターの火打石を擦こすって火を招くようであった。現物を見る機会の方が少ないはずなのに、何な故ぜだか上かみ条じようの脳裏にはフェンシングの鋭い切っ先が明確に見て取れる。

　霊れい的てき蹴けたぐり。

　見る者に問答無用でイメージを叩たたき込こむ魔ま術じゆつ。

　パントマイムに本物の価値を付随させる術式。

（刺され、る……ッ!!）

　とっさに転がりながら距離を取ろうとした。

　だが構わずアレイスターは何もない空間を突いた。

　いや。

　いいや!!




「衝撃の杖ブラステイングロツド」




　短い宣告と共に。

　すとっ、と。いっそ小気味の良いい音が上かみ条じようの右肩へと突き刺さった。小指ほどの太さの赤黒い穴が空く。見えざる刃に刺された。いちいち解説がなくとも直感と激痛が嫌というほど答えを教えてくれる。

「うごぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　脳裏のイメージよりも明らかに射程が長い。所しよ詮せんは実体がないものなので、そこまで変幻自在なのか。そんな風に考えた上かみ条じようだったが、何かがおかしい。

　彼とてあの衝突を目撃した身だ。

　魔ま術じゆつに無限の可能性があるように見えるのは、その仕組みを把握できていないからだ。『黄金』最盛期の魔ま術じゆつ師し達たちを思い出してみれば良い。彼らは必ず何かしらのルールに則のつとって限られた力を下地にして、そこから思い通りに世界を彩いろどっていった。

　届かないから距離を伸ばす。

　ただそれだけを実行に移すだけでも、そこには必ず下地となるルール、理論が存在する。

「ぶらすてぃんぐ、ろっど!!　そいつか!?」

「魔術の威力を標的が思う一〇倍に増幅する。我が唯一にして絶対の師、術者アラン＝ベネットが得意としたこの上なくシンプルで確実な力の象徴だよ。愚かなるウェストコットやメイザースからの嫉しつ妬とを避ける意味で、彼はあくまでも杖つえの先で標的を小突く事により体内で練った魔ま力りよくを暴走させ、傷一つなく意識を奪う手品だと装よそおっていたがね」

　最初に上かみ条じようや土つち御み門かど達を襲った一撃もこの増幅があったのか、などと考える暇もない。

　13、５、32。すなわち再びの一刀。

　頭の中でイメージするレイピアの一〇倍の長さを基準に考えるが、だがやはり上かみ条じようの脇腹へ赤黒い穴が空いた。

「ごっぼ!?」

「刃の長さが一〇倍だと考えれば、衝撃の杖ブラステイングロツドはそこを基準にさらなる一〇倍の増幅を見舞う。すなわち、今の刃渡りは一〇〇倍だな」

　そこまでになればこの空間の縦断さえ可能だ。引き抜く事はできない。串刺しにされたまま身動きが取れなくなるのを避けるため、上かみ条じようは生々しいイメージの刃を直接右手で摑つかんだ。砕いて虚こ空くうへ消し飛ばし、傷口の栓を失う代わりにようやっと自由を得る。

　全ての魔ま術じゆつを駆逐するという事は、彼は一人で全ての『魔ま神じん』と戦うつもりでもあったのだろう。上かみ里さと翔かけ流るの『理想送りワールドリジエクター』のような例外もなくどうやってそこに実現の目め途どをつけるのか。疑問ではあったが、そこにはこんなカラクリがあったのだ。

　人の身にできなければ、『魔ま神じん』そのものから破壊力を誘引する。

　あくまでも自身は人を保ったまま神の力を引き出し、倒す、あたかも召喚師のような考え方。

　神の仲間入りをするのではなく、操って、支配する。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんの極みは、つまりそれだけの憎しみを宿しているからか。

　だがそういう方法論なら全力全開のオティヌスが相手でも何とかなる可能性が出てくる。もちろん自分の実力に絶対の自信を持つ『魔ま神じん』の精神をどう切り崩すかは大きな悩み所ではあるものの、闇雲に人の力をぶつけるよりははるかに勝算があっただろう。

　そして、

「こんなものだとは思っていまい」

　アレイスター＝クロウリーは何もない指先を天へと向けた。

「人の業ごうに手を伸ばして背中を押す山の魔ま性しよう、鎖の刺客はどうして君を追い立てた。第三の樹きたる亜空の山を昇らせたのは。私の過去を追わせた理由は。霊れい的てき蹴けたぐりや衝撃の杖ブラステイングロツドを披露したのは。全ての物事には理由がある。君にそれが分からないとすれば、それは君の研けん鑽さんが足りないからだ」

「……？」

「全ては一つの儀式だった」

　宣告があった。

　そして力ある名前が術者の口から放たれた。




「出ろ、エイワス。思考を縛る鎖を逆手に取ってガイドと為なし、我が目的を完かん遂すいせよ」




　直後の事だった。

　太陽よりも眩まばゆい爆発が仮かり初そめの宇宙を埋め尽くした。
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　どぐんっ!!　と。

　その瞬間、一つの街が脈打った。

「う……っ!?」

　足元から伝わるその不気味なうねりに、第一一学区に残っていた食しよく蜂ほう操みさ祈きは思わず呻うめいていた。一面になめくじを敷き詰められたような生せい理り的てき嫌けん悪お感かんが背筋を伝うが、地面は相変わらずの硬いアスファルトだ。変化があったとすれば少女自身の方だろう。

　筋肉は弛し緩かんし、ぐにゃぐにゃに力が入らず、足元もおぼつかない。

　痛みとも違う、見えない手でお腹なかの中にある臓ぞう腑ふをまさぐられるような不快感に食しよく蜂ほうは内うち股ももを擦こすりつけたまま体をくの字に折る。

　自分の頭を押さえ付け、彼女は思考を維持する。

（な、に……？　能力、が……）

　一部、少年院などには集中を意図して乱すべく様々な光、音、匂いなどの刺激を与えて能力の使用を妨害する機構があるらしいが、それとも違う。非常に抽象的な言い方が許されるとすれば、

（……『吸われて』、いる……？？？）

　果たして、食しよく蜂ほう操みさ祈きには心当たりがあった。

　統括理事長を除けば一二人しかいない理事の一人、薬やく味み久ひさ子こ。『人的資源アジテートハレーシヨン』計画を遂すい行こうする彼女の下についていた七人の超レ能ベ力ル者５全ての能力を網羅する超能力サイボーグの恋れん査さ。彼女に使われていた技術は具体的に何だったか。

　そう、自分自身で能力を生み出すのではない。

　既存の超レ能ベ力ル者５と身体的特徴を合致させる事で、遠方からその能力を引き出して使用する、といったものではなかったか。

（つまり、統括理事長はその権限を利用して、学園都市の隅々にまで人工の神経と血管を張り巡らせていたって訳ぇ？　ここで育てた全ての能力者と問答無用でリンクし、その力を一つ所へ集約させるためにぃ……？？？）

　大した手品だが、しかし実際にはアレイスターにとってもギリギリのギャンブルだっただろう。何しろ直前に学園都市を襲った大熱波の正体は大規模なマイクロ波攻撃だったのだ。結果として競せり勝かったようだが、ほんの少し何かが間違っていればこの街の神経網はズタズタに破壊され、まともに機能しなくなっていたはずだ。

　そして。

　二三〇万人中の八割もの『力』を丸ごと飲み干さんとしているのはもちろん、

「窓のない、ビル」

　巨大な一つの生物の腹ふく腔こうに押し込まれたような、どうしようもない嫌けん悪お感かんのままに食しよく蜂ほうは呟つぶやいていた。

「でも、何が目的で……？」
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　光臨。

　果たしてその存在は最初から最後まで他者に合わせる概念など持ち合わせがなかった。だから太陽の輝きが衰えたのではなく、上かみ条じようの眼球の方が無理矢理に適応していったに違いない。

　エイワス。

　アレイスター＝クロウリーが最愛の妻の体を借りて呼び出した聖守護天使。

　黄金の長い髪に光り輝く肌。ただしどこまでも冷たいそれは、青ざめたプラチナとでも呼ぶべきか。

　それを美しいと思ってしまうのは、おそらくあまりにも遠い存在だからだろう。

　宝石のような、という感想を持つのは、つまり言い換えれば非生物的だと判断しているとも言えるのだから。

『テレマの真ま似ね事ごとか。英国を離れ僧院を建てたとしてもどうせ邪魔が入る事くらいは経験から分かっていただろうに』

「しゃべ……っ？」

　これだけで驚きに値する。

　確かに上かみ条じようも『天使』という存在を目まの当あたりにしている。例えば、『神の力ガブリエル』と呼ばれる個体については何度か。だがここまで自己を滑なめらかに主張する存在ではなかった。むしろ完全に近づくたびにその性質は機械的な方向に近づいていったようにも思えたのに……。

『なるほどなるほど。此こ度たびは私の肉声もブレずに届くか。それだけ世界が真実を思い出していったのかもしれないが』

　くつくつと、笑っているのに全く感情の見えない顔でエイワスは肩を震わせつつ、

『それに不思議な事かね、少年』

「な、あ？」

『私の雛ひな型がたとなったヒューズ＝カザキリとて、最終的には天使の姿を取りながら自己を保ち続けただろうに』

　人の手で一から形成したものだから。

　発生の初期段階からにして普通の天使とは違うものだから。

　……だから、なのか？　それが正しい答えなのか？

『そしてそのような些さ事じに気を配っている場合ではないぞ』

　ありえない事が起きた。

　にい、と。

　天使が笑ったのだ。

　この上ない退屈を紛らわす趣味と巡めぐり逢あえたような顔で。




『今の私は、君の天敵なのだからな』




　爆はぜた。

　何が？　上かみ条じようの認識が追い着く前に自分の拳が全力で振り抜かれ、そして右腕が肩からおかしな角度へ折れ曲がった。激痛の到来すら追い着かない。さらに肩口から飛び出した見えざる何かをエイワスは笑ったまま片手で摑つかみ取とる。

『ははっ!!　多少は成長しているようだがまだまだ青いな。しかも純度も甘い。どこぞで寄り道でもしてきたのかねアレイスターッ!?』

「しゃべり過ぎだ」

『了解』

　ばづんっ!!　と。

　一息だった。かつてのバゲージシティで見せた、『魔ま神じん』オティヌスと同じ。エイワスの握力は容易たやすく『何か』を握にぎり潰つぶして殺さつ戮りくしてしまう。

「あ、がぁ!?」

　ようやっと痛みの感覚が追い着いた。

　ぶらぶらと揺れる右肩を押さえ、上かみ条じようは後ろへ下がる。

『まったく無知とは恐ろしい。元よりユークリッドの崩れた箱庭で、なお三次元的な距離に命を預けるとはな』

　何かが来る。

　歯を食いしばって壊れた肩を摑つかみ、上かみ条じようは渾こん身しんの力を込めて強引に外れた関節を嵌はめ込こみ直す。

　腕を振るった直後に上かみ条じようの体がもんどりうって真後ろへ転がった。目が眩くらむほどの激痛と引き換えに無理矢理繫つなぎ合あわせたはずの肩の関節が、ものの数秒で再び外れてしまう。

「いぎぎぎぎっ、ぎぎぎっっっ！　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎっ!?」

（くそっ、受け止めても何が起きたか分からねえ!!）

　せめてダメージと引き換えに相手の攻撃の正体が分かれば、前後左右どう避ければ良いのかだって方針が決まったはずなのに。何も成果がないままではひたすら受け止め続けるしかなくなってしまう。

　何しろ全力全開のオティヌスを含む、全ての『魔ま神じん』を圧倒する目的で積み上げられてきた虎の子だ。単純に考えて、あの時の戦いと同じかそれ以上の地獄のような難易度。

　しかもこの場にいるのはエイワスだけではなかった。

　囁ささやくように、アレイスター＝クロウリーはこう宣告したのだ。

「衝撃の杖ブラステイングロツド」




　いわく。

　その補助術式は魔ま術じゆつについて標的が思い描く威力の一〇倍に出力を増幅させる。




　もはやそれは壁であった。

　聖守護天使エイワス、その一〇倍。

　肩の関節を嵌はめ込こむ時間もない。ぶらぶらと頼りなく揺れる右手首を左手で摑つかんで強引に前へ差し向けた途端、正面衝突が襲いかかってきた。

　両足が床から浮く。

　全身が宙を舞って色彩のない透明な壁へと背中から叩たたき付つけられる。

「ごっ、ぼ!?　ぶうあァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　聞いた事もない鈍い音が体内全部から炸さく裂れつする。

　言っておくが、幻想殺しイマジンブレイカーでありったけ打ち消しておいて、なおこれだ。

　あくまでも人間レベルの想像力の限界を参考に、そこから一〇倍に引き延ばしているとはいえ……その破壊力は絶大の一言であった。人の身でありながら『魔ま神じん』相手の全面戦争という傲ごう岸がん不ふ遜そんな考えに具体的な説得力を与えてしまうほどに。

「……は……はっ……っっっ」

　それは掌てのひらなのか、翼なのか。

　もはや巨大過ぎて全体の像が結びつかない『何か』がそっと離れていっても、しばらく上かみ条じようはその場を動けなかった。壁に張り付いたまま、倒れ込む事も許されなかったのだ。いいや、ひょっとすると潰つぶれたカエルのようにへばりついているのかもしれない。そんな妄想さえ脳裏をよぎる。

『さながら変形機能だな、大人気ない』

「そうでもなければ、一世紀以上も転落し続けないさ」

『それもそうか。お利口さんならとっくの昔に諦あきらめ、魂もしなびている』

　どうする？

　どうやって殴り倒す？？？

　目の前の激痛から逃避するように思考を内向きに回しても、たった一つの答えがいつまで経たっても出てこない。

　だからこれは、もはや反射に近かった。

　左手で右肩を摑つかんだ上かみ条じようは、そのまま肩の関節を嵌はめ込こんだ。

　戦闘続行のサインに、元のスケールに戻ったエイワスは嗤わらう。

　それはそれは、楽しそうに。

『君はよくよくヒーロー気質だなあ。そうまでしてアレイスター＝クロウリーが自ら落ちていくのが許せんのか。これは確かに、選ばれるだけのものを持っている』

「……？」

『幻想殺しイマジンブレイカーは君を選んだんだよ。どれだけこの男が焦がれても、例によって失敗と挫折を繰り返したおかげでね』

　言葉の真意を探る暇もなかった。

　再び太陽が襲いかかってきた。
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　ゾグン……ッ!!　と。

　その時、背筋にとてつもない悪お寒かんが走り抜けたのは、いつもの定位置を失った身長一五センチの妖精オティヌスであった。

「とうま、とうま！　どこにいるのーっ!?」

　大きな螺旋階段の途中で空気に溶けるように姿を消してしまった少年の名前を呼ぶ白い修道女の声を耳にしながら、オティヌスはオティヌスであらぬ方向へ目をやっていた。

「エイワス……ここでその名が出てくるか……」

「なのです？」

　踏ふみ潰つぶされないよう府フ蘭ランに両手で拾われながら、唯一生き残った『魔ま神じん』は鼻から息を吐く。

「チッ!!」

　螺ら旋せん階かい段だんによって足場が広くなると、落下の危険がなくなる代わりに舞まい夏かの周りに産み落とされる歯車や手錠の輪が効力を発揮してくる。おかげで土つち御み門かどは出ずっぱりだった。虹色の鎖の骨格に、水みず飴あめのように絡からみ付つく透明な血肉。幻想殺しイマジンブレイカーがなければ明確に倒す事のできない相手を巡って、次々に徒と手しゆ空くう拳けんで殴り倒していく事になる。一見時間の流れが緩いように見える府フ蘭ランも、唯一自発的にリスクなく魔ま術じゆつを扱える者として立派な実働部隊に編入されていた。

「元々アレイスターは科学的という言葉をポジティブに使っていた。霊的、物理的を問わず、美しく順序立てて因果を説明できるものを科学的だとな」

　そんな中、変わりない口調で語るオティヌスもまた大物なのか。

「そうした理論の頂点にいるのがエイワスだ。ヤツの名はどこにも出てこない。どんなカテゴリの宗教にも収まらない。……そしてこの世界は物理法則の上に幾重にも魔ま術じゆつサイドの位相を折り重ねる事によって成立している」

　つまり、と彼女は腰に両手を当てて山の魔性へ目をやり、

「エイワスとは、一番下層……純粋なる物理法則の世界に佇む天使なのだ。だからこそアレイスターは重宝した。エイワスの制御法を確立し、その莫ばく大だいな力でもってエイワス以外の全てのフィルターを破壊してしまえば、後には魔ま術じゆつのない世界しか残らないだろうしな」

「？　？？？」

　パーカービキニの少女の所属は魔ま術じゆつサイドのはずだが、それでも理解は及ばなかったらしい。

　ぴたりと動きを止めたのはインデックスだ。

「エイワス？　でもそんなのが理論値のまま表に出てきたら……」

「ああ、元々は私のような『魔ま神じん』に対抗する目的で構築されているはずだ。あの人間が真正面からぶつかってもまず勝てる見込みはないな」

　息を吞のむ音があった。

　だが意外にも、当の『理解者』の顔色にはさほど脅おびえはない。

　オティヌスは続けて、

「全ての男女は星である」

「アレイスター＝クロウリー？」

「ああ。言ってしまえばこの世界に無駄はなく、全ての物事が絡からみ合あって組み上げられている、という事を説明しているだけだ。まあ実際には個々の人が正しさに目覚めていないから今の歯車は錆さびたり詰まったりしている、とも付け足される訳だが」

「んっ、んー？？？　それがあると何だって言うんだー？」

「分からないのか？」

　オティヌスは魔ま術じゆつ、戦争、そして詐術の神だ。

　そこにわずかな勝算がある限り、彼女は決して勝負を捨てない。

「ならば発想を変えてみるんだ。逆に考えたらどうなるのか、とな」
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　A.A.A.を全身に装着し、『窓のないビル』の周囲を飛び回る御み坂さか美み琴こともまた、脈動する街並みの不気味さに打ちのめされていた。

　接続が悪い。

　自分自身の能力の制御も不安定で、先ほどから飛行そのものもふらついている。

　それでも美み琴ことは吼ほえた。

　ここにはいないもう一人の『少女』へ言葉を投げるために。

「歯ぁ食いしばりなさい！　食しよく蜂ほう!!」

『ッ!?　分かって、るわよぉっ!!』

　やるべき事は変わらない。

『窓のないビル』の主あるじが何を企くわだてているのか、その詳細までは摑つかめない。ノイズがひどすぎてA.A.A.越しに接続しているはずの相手の思念も読み取れない。だが考えてみれば良いのだ。ヤツの予定調和を崩すための、最も分かりやすい選択は何だ？　相手は世界最硬の要よう塞さいに閉じこもっているのだ。だったらその装甲を毟むしり取とって丸裸にしてしまう事ではあるまいか。

　結末を知る必要はない。

　ただ同じ舞台に立って状況を左右できる一因になれればそれで構わない。

　だとすれば、

「『行っくわよぉッッッ!!!!!!』」

　音が吹っ飛んだ。

　液状被覆超電磁砲リキツドプルーフレールガン。規格外の一撃が解き放たれ、『窓のないビル』の側面へランダムに突き刺さっていく。その牙が城じようを切り崩し、統括理事長が頭の中で思い描いていた理想図を一ミリでも狂わせるために。

　こんなものでは倒れない。

　血の涙を流すほどの努力を繰り返しても、最後の一撃は担になえない。

「だったらどうした」

『待っているのはもうたくさん』

「そこでくじけて諦あきらめるようなら」

『最初から立ち上がってなんかいないわぁ!!』
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　どうしても、どうあっても。

　聖守護天使エイワスから解き放たれる遊びのような一撃を、上かみ条じよう当とう麻まは回避できるはずがなかった。辺り一面は何の遮しや蔽へいもないだだっ広い空間。眼下に青い惑星を望むこのフィールドは、どこまで行ってもアレイスター側が用意した究極のアウェイでしかないのだ。

　だが少年は死ななかった。

　間近で炸さく裂れつした恐るべき轟ごう音おんに思わず両目すら閉じていたのに、いつまで経たっても痛みや衝撃は襲ってこなかった。

　ゆっくりと、痙けい攣れんする瞼まぶたをこじ開けるようにして、上かみ条じようは再び視界を確保していく。

　目の前に『それ』は広がっていた。




　ミナ＝メイザース。

　西洋喪服にネコミミと尻尾しつぽ。場違いなほど不釣り合いな黒猫の魔ま女じよが立たち塞ふさがったのだ。




「な、に……？」

　むしろ一番初めに驚きよう愕がくの声を発したのは、全てを用意したはずのアレイスター＝クロウリーであった。

　魔ま女じよの手にあったのは銀のパレットナイフであった。おおよそ攻撃力とは無縁に思える一品だが、しかしそれは『黄金』の結社において数々のカードや祭具を描き、塗り分け、構築していった究極の源でもある。

　ミナ＝メイザースの武器は美術だった。さながら人間に火を与えた文化英雄プロメテウスの指向性か。その腕でもって、多くの魔ま術じゆつ師しが抱く不確かなインスピレーションに具体的な形を与えていった存在だったのだ。

　パレットナイフへまとわりつくように空間中へ描かれた虹の軌跡が、彼女の全てだ。

『それほど予想から外れた結果ですか？』

　整えられたパレットナイフは少しずつ歪ゆがみ、折れ、形を失っていくが、それでもあのエイワスからの一撃を食い止め続けている。

『あなたは「黄金」の時代、そのホスト役として妻のローズでも娘のリリスでもなく、この私を選択した。ミナ＝メイザース、仇きゆう敵てきの妻という非常に不安定なポジションの人物像を。私はこう予測します、この失敗すらも本当は予見していたのではないか、つまり心のどこかで私が上条当麻の側に付く事を期待していたのではないかと』

「何だっ？」

　ようやっと上かみ条じようの方にも混乱が伝でん播ぱしてきた。

　右の拳を握り直しながらも、彼の頭は理解のできない空白でいっぱいだった。

「どうしてここでアンタが出てこられるんだっ？　アンタは作られた幻影の住人じゃなかったのか!?　あれ、でも前に一度、左手で触って、胸が柔らか、あれえ!?」

『どうか混乱なさらず、一つ一つ情報をまとめていきなさい。まず命なき幻影に魔ま術じゆつは行使できません。あらゆる魔ま術じゆつには動力となる魔ま力りよくの精製が必須であり、そのためには根幹となる生命力が必須なのですから』

『なるほどな……。アレイスター、どうやら君はまた一つ失敗したようだぞ』

　エイワスはエイワスで、どこかアクシデントを楽しむような口振りでそんな言葉を吐き出していた。

　ではこれは何だ？

　作られた幻影ではない。かといって本物の人間のミナ＝メイザースが顔を出す事もありえない。何な故ぜなら彼女は遠い昔にアレイスターとの闘争で敗北し、歴史の闇へと消えていったはずなのだから。それなら一体どこの誰が魔ま術じゆつを使って上かみ条じようを助けてくれたというのか。

『あなたはおそらく、答えを知っているはずです。ここまでアレイスター＝クロウリーという人物に付き合ってきたあなたなら』

「っ？」

『私はこの「窓のないビル」に備えられた問リ答ー型デ思イ考ン補グ助式人工知能トート７８。管理者アレイスター＝クロウリーが自らの「計画プラン」の軌道修正が正しいか否いなかを証明させるために用意した並列演算機器に過ぎません』
















　息を吞のんだのは上かみ条じよう当とう麻まではなかった。

　これを作ったアレイスターの方こそが、ようやく答えに辿たどり着ついたようだった。

『思考の中枢にあるのは管理者自らが構築した七八枚のタロットカード。しかしそのワンセット全てのソートを通じて一つの書を形作っているとも言えるのです』

　つまり、と。

　黒猫の魔ま女じよの姿を借りた誰かはこう告げた。




『私はトートタロットという名の魔ま道どう書しよの「原典オリジン」でもあります。生体と違って自身で魔ま力りよくを精製する機能はなくとも、禁忌の記述が周囲から力を吸い寄せる事で半ば防衛機能のように魔ま術じゆつを自動行使する術を獲得した「原典オリジン」なのです』




　轟ごう音おんが二度三度と炸さく裂れつした。

　虹の芸術が天の暴虐を弾はじき飛とばす。

　歪ゆがんだパレットナイフと聖守護天使の翼とが激突したが、未いまだに黒猫の魔ま女じよは倒れない。

　それはどちらもアレイスター＝クロウリーの最高傑作であった。

　いいや、

『ＧＤ正式モデルから派生した変則ソートであるトートタロットの中には、聖守護天使エイワスの意味エツセンスも組み込まれています。大アルカナ二〇番、その名は永劫アイオーン。本来であれば最後の審判を象徴するカードとなるはずですが、あなたは一九〇四年にエイワスとの接触によりすでに審判は果たされているとみなして絵柄アルカナを差し替えていたはずです。つまり』

『ははっ！　恋れん査さと同じだな。その魔ま道どう書しよには私から力を引き出す記述もあるか!!』

　道理で反撃が許される訳だ。

　所しよ詮せんは借り物に過ぎないとはいえ、どちらの陣営も取り扱っているのはエイワスの力。

　しかも基礎理論自体は超能力サイボーグを使って七人の超レ能ベ力ル者５から力を引き出そうとしたアレイスター自身が証明してしまっている。

『だが借り物は借り物だ。いつまでもは保もたんぞ？』

『構いません。手をこまねいている間にも、アレイスター＝クロウリーは常に転落し続ける。私は結末までの時間を稼げればそれでよいのです』

　まだ何かあるのか。

　そんな風に上かみ条じようは考えてしまったが、それでは間違いなのだ。

　そもそも黒猫の魔ま女じよ、いいやトートタロットはどうして主人たるアレイスターに反旗を翻ひるがえす事ができた？

『全ての男女は星である』

　西洋喪服にネコミミの淑女はヴェールの向こうからそんな風に囁ささやいた。

『個々の人があるべき振る舞いを行う場合に限り世界に不要なものなどないという管理者の思想ですが、言い換えれば歯車が一つでも損なわれればオルゴール全体は止まってしまうという事も意味するはずです。そしてアレイスター、あなたはすでにトランプのピラミッドが崩れていく瞬間を目まの当あたりにしている』

　ズズン……ッ!!　という低い震動があった。

　だが爆心地は遠い。どこか別の場所で起きている破壊の余波だ。

　アレイスターは答えを叫ぶ。

「外からの攻撃……A.A.A.の簒さん奪だつ者しやか!?」

『これにて完全は崩れた。私はトランプのピラミッドと表現しました。たった一つの小さな破壊が全体を突き崩す遠因となる。あなたの失敗は一度に留とどまりません。始まってしまえば立て続けに崩壊は連鎖していくのです。かつてのあなたがたった一つのアクシデントからテレマの僧院全体を失った時と同じように』

　そう、

『この無む垢くなる少しよう年ねん達たちは、何な故ぜここに来たのですか？』

　問いかけには当然ながら対ついとなる解答が存在した。

　すなわち、

『土つち御み門かど舞まい夏かに打ち込まれた魔ま術じゆつ剣けんを安全に除去する方法を手に入れるため。あなたが全てを使ってエイワス召喚に安定性を持たせたのなら、これだってあなたの「計画プラン」を突き崩す重大な危険因子になるとは思いませんか？』
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　つまり、最初から答えは目の前にあったのだ。

　府フ蘭ランに両手で包まれたまま、オティヌスはこんな風に言った。

「認識を拡張しろ」

　そこはユークリッド幾何学の通用しない不可思議な亜空間。しかし今はその条件も限定的に崩されつつある。

　外からの砲撃によって壁に亀き裂れつが入り、本来あるべき密閉が損なわれているからだ。遊園地のミラーハウスでは、無数にある鏡の一つを割ってしまうだけでも完全性は断たれる。

「砕かれた壁の外にある景色に焦点を合わせ、全体を捉とらえ直なおすんだ。ああ、ああ。ちくしょう、虹色の鎖なんぞにかまけていないで、始めからこうしていれば良かったんだ。元々最初から私わたし達たちは壊れたロケットブースターの大穴を潜くぐって内部へ侵入したというのに!!」

　そして府フ蘭ランが改めて正しい焦点で世界を見渡してみれば、そこに幻想的な光景など何もなかった。景色全体は霧が晴れていくように拭ぬぐい去さられ、業務用の冷蔵庫みたいな大型演算機器と床をのたくる無数の太いケーブル類ばかりが並ぶ鋼とレアメタルの空間が広がっていた。

「これ、は……っ」

「確かに神殿は暴かれたけど、でもとうまが戻ってこないんだよ!!」

「ヤツは少々深入りし過ぎた。サルベージの機会は設けるとして、今はアレイスター＝クロウリーの構築した完全性を確実に打ち砕く所から始めるぞ」

　やるべき事は何だ？

　何のために危険を冒して『窓のないビル』までやってきた？

「片っ端からストレージの中身を引きずり出せ。そこの小娘の胸に刺さった刃を安全に引っこ抜くための術式があれば、それが最大の武器になる。全ての男女は星である。あらゆるものを利用したというのなら、歯車が一つでも損なわれれば丸ごと世界を失う事を意味している。私わたし達たちはこうしている今も、上かみ条じよう当とう麻まと共に戦っているという訳さ」

　データの抜き出しには機械に強い土つち御み門かどと府フ蘭ランが奔走する事になった。

　本来なら得え体たいのしれない暗号で保護されているどころか、そもそも使われているプログラム言語自体が他のどこにも存在しないような形式だったに違いない。だが彼らの前に現れたのは、不思議と誰の目にも分かるオープンな文書だった。

　まるでどこかの誰かが最初から手渡すための準備を進めてきたような。

「うぐっ!?」

「府フ蘭ランちゃ、ダメだ！　こいつは覗のぞき込こむなっ!!」

　パーカービキニの呻うめきに、土つち御み門かどもまたサングラスの向こうで眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　魔ま道どう書しよ、その『原典オリジン』の猛毒のような汚染。

　対抗できるのは一人しかいなかった。

「magickの基礎理論というよりは記号と数値を網羅した辞典や照応表に近い、ヘルメス学、薔薇十字ローゼンクロイツ、『黄金』、ううんもっと先、７７７の書が世界に放たれる前の草稿、走り書きかな、オリンポスの七つの星に東の易えき経きようと西の四大属性での変換、独自のタロットカード、エジプトの神々、象徴武器シンボリツクウエポンの作成法……。ああそうか、処女性を保つ魔ま術じゆつ剣けん!!　うん、これならいけそうかも」

　しかしそれだけの知識の引き出しを開けたのは誰か。魔ま道どう書しよ図と書しよ館かんインデックスが学園都市で生活している事も、こうして今『窓のないビル』へ侵入している事も『ヤツ』なら理解しているはずだ。だとすると、

「アレイスターじゃない」

　オティヌスはそう呟つぶやいた。

「ヤツは成功しても失敗しても構わずに進む、という心性の持ち主だ。つまり賽さい自体は本気で振る。最初から破れかぶれの敗因を見せびらかすような自滅願望の行動パターンはそぐわない」

　なら誰が？

　手元にある情報だけでは答えは出ないが、何にしても言える事はある。これもまた、アレイスター＝クロウリーにとっての予想外に違いないと。

　そしてオティヌスは暗闇の中に浮かぶＬＥＤスーツのように輝く虹色の鎖のケダモノ、人の業を引き出す山の魔性を引き付けている土つち御み門かどに向けて冷静に言い放った。

「おい血まみれ陰おん陽みよう師じ。貴様の出番だぞ」

「……マジかよ容赦ねえな。そっちにゃ副作用なしに魔ま術じゆつを使えるお嬢ちゃんがいるのによ」

「役割交換だ。府フ蘭ランとやらが鎖のケダモノを抑え込めば良い。ああ、色彩変更で魔ま術じゆつが暴走するからといって甘えるなよ。こちらが失敗すればパズルのように多様な意味の組み合わさった短剣は粉々に砕け散って命が一つ失われる事を忘れるな」

「ま、イメージに色彩を挟まない術式を使えば問題なく戦えるはずなのですが」

　パーカービキニと土つち御み門かど元もと春はるが背中を合わせ、ぐるりと振り返る。

　一つの回転扉ですれ違うように、彼らは向かう先を切り替えていく。

「別に、私は『理解者』以外の人間に気を配る理由を持ち合わせていない」

　一五センチの神様は鼻から息を吐いて、

「確かに合理はない。効率もない。……だが良いいのか？　自分の家族を助ける役割をよそへ譲って」

「チッ」

　サングラスの男は肩の力を抜いた。

　そして言った。

「仕方がねえな。お兄ちゃんが格好良いトコを見せてやる」
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　ジジッ!!　と。

　あれだけ完璧に見えた聖守護天使エイワスの全身に、あからさまな異物が混ざった。まるでノイズのようなものが走り、その輪郭が不規則に乱れていく。その頭部の中心と重なるように、小さな三角柱が見えた。

『くっくっ』

　当の本人はそれでも楽しそうだった。

　この世界には自らを傷つけるものがまだ残っている。彼にとっては不利にしかならないはずの事実を祝福するかのように。

『此こ度たびもまた失敗、か。まったく世界とは簡単なように見えて存外に広いものだよなあ、アレイスター？』

　そこまでだった。

　ふっ、と。まるで頼りない蠟ろう燭そくの火でも吹き消すように、最大強者のはずだったエイワスの全身はあっさりと消失した。

　それは同時に、彼から力を借りていたトートタロット、黒猫の魔ま女じよの体を借りた誰かから最大の力が失われた事も意味していた。

『あまりにも大きな引力は生命力の流れにすら歪みをもたらす。ですがそれもここまで。今のあなたになら銃弾はおろか生身の拳も届くはず』

　そして最初からミナ＝メイザースはこう告げていたではないか。結末までの時間を稼げればそれでよい、と。

『行ってらっしゃいませ、無む垢くなる少年よ』

　だから。

　最後の最後で大きく前に出たのは、どこにでもいる当たり前の高校生だった。

　最初の最初から神への叛はん逆ぎやくだけを誓って、信じてすがった魔ま術じゆつにまでも裏切られた『人間』は、それでも明確に唇を動かした。

「……私は位相だらけで無数の色眼鏡を挟んだ、偽りの景色を拭ぬぐい去さる」

　アレイスター＝クロウリーは何度でも失敗を経験してきた。故ゆえに自らが窮地に立たされたとしても、それでスタンスが変わる事は絶対にありえなかった。

「全ての位相を撃滅し、誰もが知らずに振り回されるこんな世界を正してみせる！　リリスの死一つに留とどまらない、あそこまでの悲劇が仕方がないよで埋もれてしまうような世の中を丸ごと作り替えてみせる!!　そのためなら、私は、そのためだったら……ッッッ!!!!!!」

「その形のないものだって、時には人の幸せを守ってきたとは思えなかったのか？」

　それは、本来であれば上かみ条じよう当とう麻まの語るべき事ではなかったのかもしれない。

　どこまでいっても科学サイドの住人であり、神話や宗教すらまず科学的に解釈するとどういう事になるのかという風に考えてしまう街には不釣り合いだったのかもしれない。

　だけど、そもそも魔ま術じゆつサイドだの科学サイドだののくくりを決めたのはどこの誰だ？　そして、そいつは世界を二つに切り分ける事で一体どんな利を得ようとしていた？

　決まっている。

　アレイスター＝クロウリーは自らの目的のために人の思考の自由度を意図して狭せばめたのだ。知らず知らずの内に世の中全体が彼の嫌うものを排斥するように仕向けていた。だとすれば、学園都市の常識、すなわち敵対状態にあるアレイスターが自分で決めたルールなんぞ律りち儀ぎに従う意味はない。もっと自由に想像の翼を羽ばたかせてみるべきだ。

「位相と位相の衝突がもたらすのは、出会いと別れの両方なんだろう。打ちのめされた時に背中を後押ししてくれる力でもあるんだろう。もう一度、あと一回だけ立ち上がる力を取り戻すきっかけになった時だってあるんだって、そんな風には考えられなかったのか!?」

「ふざけるな……。黒幕も陰謀もなく、ただ意味もなく偏った世界の中からパンくずにも劣る幸福を摑ませて拍手を贈るのが君の回答か。その傍らで踏み潰される者が出る事すら織り込んで!!」

「それなら!!」

　何が正しいのかなんて上かみ条じよう当とう麻まにも分からない。

　だから自分は絶対に正しいと信じる者に、これだけは尋ねておきたかった。




「何の罪もないリリスの魂は無事に天国へ向かった、彼女はそこで笑っている!!　そんな風に信じる行いすらもアンタは踏ふみ躙にじり、無条件で否定するって言うのか!?」




　息の詰まる音を、確かに聞いた。

　完全正はここに失われた。上かみ条じよう当とう麻まはこう続け、そして踏み込んだ。

「教えてくれよ、神秘の否定者。アンタにとって、結局リリスの『その後』はどうだったんだ!?　ただ単純に科学の方式に当てはめて、生命活動を終えたタンパク質の塊が土の下で腐敗に任せていくばかりだったのか!?　何にも頼れず落ち目の時も均一に不幸な時代も辛いだろ。息も絶え絶えの子供に自分で這い上がれって言うのが平等か？　幸不幸が外から操られても人の手で分け合えば、全ての人が優しく回れば差は埋まるんじゃないのか!?　どうなんだッッッ!!!!!!」

　きっと復ふく讐しゆう者しやに足りなかったのはそれだけだった。

　薄情でも良いい。度胸がなくても構わない。消えてしまった命がそれでも天国で笑っていると信じる事ができたなら、おそらく復ふく讐しゆうになんて走る必要はなかった。

『黄金』を壊してしまう事も。

　かつての友や師を殺してしまう事も。

　……そんな凶行に走る必然なんて何もなくて、どこかで許せたかもしれなかった。

「まやかしだ」

「かもしれない」

「そんな不確かなものに揺さぶられるほど私の思考は細くない!!」

「だけど俺は信じてやらなきゃいけないんだ!!　アンタの娘はきちんと天国に行ったんだって!!　何も悪い事をしていない人間が死んだ後も報われないだなんて絶対に間違っているって!!　魂の正体が何なのかは分からない。天国なんてものが具体的にどこにあるのかだって説明できない。だけどそこはあって、そいつは外から奪われちゃならないんだって！　残された俺達も命を粗末にしないって!!　こればっかりは否定させないぞ。アレイスター＝クロウリー。たとえお前があの子の父親だろうが、絶対に否定させる訳にはいかないんだ!!」

　もはや言葉の応酬に留とどまらなかった。

　32、30、10。アレイスターの右手が拳銃の形を作り、上かみ条じよう当とう麻まの右拳がイメージの弾丸を弾はじき飛とばす。さらに魔ま術じゆつ師しの唇が呪じゆを紡つむぐ。衝撃の杖ブラステイングロツド。しかしその力が効果を発揮する前に、傍観していた黒猫の魔ま女じよがパレットナイフを軽く投げつけた。途端に虚こ空くうで何かが刺さり、そして銀のねじくれた杖つえが透明な床へと転がった。

『片や亡なきリリスのためを想おもい自身の常識をもかなぐり捨てて拳一つで世界に我を貫くと言っているのです。対する父親が回答に脅おびえて小細工へ逃げるとは何事ですか』

　ザンッ!!　と。

　ついに上かみ条じよう当とう麻まがアレイスターの懐ふところへと潜り込む。

　だが統括理事長の実弾はまだ途切れない。そもそも彼は自分が行使した魔ま術じゆつに限り、位相と位相の衝突が生み出す火花や飛沫に似た力を狙った場所へ送り出す事ができるのだから。

　それは最愛の娘を死に追いやった力と同系。憎き者と同じ罪にまみれる矛盾した奥の手。

　そんなものを最後の切り札として叩たたき出だすしかない男の心境はいかばかりか。

　アレイスター＝クロウリーは常に失敗を繰り返す。

　分かり切っていたとしても、あまりにも運命の皮肉を感じずにはいられない。

　そして上かみ条じよう当とう麻まは最初から回避など考えてもいなかった。




　クロスカウンターなどという小奇麗なものではなかった。

　両者の攻撃がそれぞれの肉体へと容赦なく突き刺さった。




　上かみ条じよう当とう麻まの肋ろつ骨こつが悲鳴を上げる。脇腹から抉えぐり込こむように襲いかかる不可視の一撃が彼の肉体を破壊しにかかる。

　一方でその拳は確実に統括理事長の顔面へと埋まっている。ペキペキという細かいものが砕けていくような感触が拳に返ってくるのが分かる。

　それは一瞬だったか、あるいは永えい劫ごうだったか。

　しばしの沈黙ののち。

　やがて動きがあった。

「どう、して」

　最初に聞こえたのは声だった。

　世界の全てを知り尽くしていたはずの魔ま術じゆつ師しから出てきたのは、シンプルな疑問だった。それだけでは質問の意味が分かりかねるほどに。

　だが上かみ条じよう当とう麻まはこう答えていた。




「……アンタの敗因はな。いつの間にかリリスの魂と尊厳を守る側に立てなくなっちまった事、たったそれだけだったんだよ」




　それ以上は何もなかった。

　ずっ……と、アレイスター＝クロウリーの体が真下へ崩れていった。








終章　破裂する悪意　Devil_in_Evil.









　全部終わった。

　荒い息を吐く上かみ条じようが辺りを見回すと、そこはもう宇宙ではなかった。無骨な機械ばかりが並べられた、広いけれど圧迫感を覚える人工の空間に過ぎない。

　そして黒猫の魔ま女じよはヴェールの向こうでうっすらと微笑ほほえんでいた。

　こちらに向かって静かに一礼すると、彼女もまたゆっくりと消失していく。

『窓のないビル』が破壊され、主あるじもまた舞台を降りる事になった。その時からこうなる事が分かっていたんだろうか。

「とうま!!」

　意外なほど間近で声が響いた。

　驚いて上かみ条じようがそちらへ目をやると、インデックスがいた。

「何だお前、今までどこにいたんだ？」

「それはこっちの台詞せりふなんだよ!!　まったくもうこんなに深入りして!!」

「？　？？？」

　具体的な事は何も分からないが、ともあれ合流できたのは良いい事だ。

　土つち御み門かどは土つち御み門かどで、

「アレイスターのヤツは……噓うそだろう、ぶっ倒れてやがるぞ」

「お前すげえ血まみれになってるけども」

「妹助けんのに命張ったの」

　口調が地味にふざけていなかった。親指で肩越しに指し示した方へ目をやってみれば……確かに、土つち御み門かど舞まい夏かの薄い胸の真ん中に刺さっていた闇を固めたような短剣がなくなっている。

　上かみ条じようは倒れている魔ま術じゆつ師しの方へ視線を戻して、

「……これで憑つき物ものが落ちてくれれば良いんだけど、敗北も失敗も前提だなんていう規格外だからな。一応念のため、やっぱり土つち御み門かどと府フ蘭ランは外のイギリス清せい教きようと合流した方が良いいかもしれない。様子を見る意味でもな」

　難攻不落の『窓のないビル』もボロボロだった。青空を引き裂くように、時折ゴテゴテと鋼の塊を装着した女子中学生が横切っていくのも見て取れる。

　ともあれ、これで一区切りだ。

　上かみ条じよう達たちはそう思って、出口らしい出口がないか調べる事にした。




　その矢先の事だった。

　とんっ……という、あまりにも軽い音が響き渡った。




　音源はどこか。

　上かみ条じよう当とう麻まが、インデックスが、オティヌスが、土つち御み門かど元もと春はるが、烏丸からすま府ふ蘭らんが、土つち御み門かど舞まい夏かが、全員がそちらへ振り返った。

『人間』アレイスター＝クロウリー。

　仰向けに倒れている人影の、その左胸へと容赦なく。あまりにも唐突に、分厚い刃が貫通していたのだ。

　凶器の名を、魔ま道どう書しよ図と書しよ館かんはこう呟つぶやいていた。

「……ダモクレスの……？」

　直後に傷口が爆発的な閃せん光こうを発し、そして上かみ条じよう達たちは重力の存在を忘れた。







「ふっふふんふっふーん☆」

　そして誰もいなくなったその後に、心臓を串刺しにされたその魔ま術じゆつ師しの顔を見ようと現れた影があった。

　あまりにも長すぎる金髪。

　ベージュの法ほう衣え。

　烏丸からすま府ふ蘭らんを通じて隠おん密みつ行こう動どうに特化した回収部隊を街の外周へ配置し、その中に紛れて密ひそやかに懐ふところへと潜り込んでいたイギリス清せい教きようの最大主教アークビシヨツプ。

　ローラ＝スチュアート。

「覚悟なき権力者を戒いましめるための剣。元は伝説を理論立てて再現し、王侯貴族が箔はく付づけと度胸試しのために活用していたるのだが、贈る相手を選びたればご覧の通り。貴様の上に落ちたる刃としてなかなかの趣向でありけるとは思わないかしら？」

　いいや、誰もいないのではない。

　直後に心臓を失ったはずの男は両の瞼まぶたを開いたのだ。

「何の真ま似ねだ」

「チェック」

　彼女は簡潔に告げた。

「全身の血管に残留したる血流でかろうじて意識を回しているようだけど、脳への血流が滞とどこおる事で数分も経たたずに貴様の思考は濁って消えぬる。今さら生命力で魔ま力りよくを精製する事もできぬでしょう。当然、ウェストコットの真ま似ね事ごとでありける大いなる存在の引力を利用した生命力の循環経路の歪曲、半不死性の維持もね」

「……、」

「学園都市の統括理事長など誰も知らない。密閉されたる『窓のないビル』の中でどこの誰が入れ替わりていようが気づかれたる事もない。貴様がかように育てたるものは私が有効に扱わせてもらうよ。科学サイド、世界の半分。それさえ手に入れたれば、ローマ正教やロシア成教とのパワーバランスも決定的に覆くつがえせるだろうしなあ？」

　魔ま術じゆつサイドと科学サイド。

　その内の片方、魔ま術じゆつサイドの中でもさらなる派閥の争い。

　……なんと人の世の醜い事か。アレイスター＝クロウリーはそれだけ考えていた。この女はそもそもどうして世界が二つに分かたれたのかも理解していない。どこぞの高校生よりもさらに周回遅れかと思うとそれはそれで笑みが込み上げてくる。

　だがそんな魔ま術じゆつ師しに、聖職者は思わぬ一言を放ってきた。

「なあアレイスター、いい加減におかしいとは思わぬのか？」

「なん、だと？」

「名前だよ、な・ま・え」

　意図の摑つかめぬアレイスターに、その女は細い指先を小さく振った。

「娘が娘がと喚わめき散ちらしたるのは結構だが、ちょっとばかり薄情じゃあないのか？　アレイスター、貴様が生涯一人の妻しか娶めとらぬなどと言いたるほど品行方正でないのは自覚がありけるだろう。貴様は複数の結婚を行い、愛人だって存在した。つまり娘はリリス一人だけではない。ん？　どうした？　まだその名が分からぬか？？？」

「ま、さか」

「どうして今まで思い出せぬるのか、不思議で不思議で仕方がないといった顔ね。ついでにもう一つ、復習の時間なりけるわよ。貴様が蛇だ蝎かつのように嫌いたりけるメイザース。彼は優れた魔ま術じゆつ師しでありける他に、ハイランダーを自称しある古い王朝の復活を願って活動していた。それが結社のメンバーの頭を悩ませるほどにな。さ・あ・て、この王朝とは何か」

「……スチュアート王朝……。いや、まさか、いや!!」

「ま、仮かり初そめの名の選択につきてはヤツの願望を反映したサービスみたいなものなりけるかね。貴様はのちの世で私を呼び出したりけると思うていたようだが、実際にはもっと前に召喚は済みたるのだよ」

　この場合、頭に浮かぶのは一つしかない。

　蘇よみがえるのは砂漠の記憶。

　彼がタロット同士をパスで結んでも越境できぬ深しん淵えんを見み出いだし、それを超えるために呼び出そうとし、しかし失敗と分かって退去を命じたある悪あく魔ま。

　ある意味において、聖守護天使エイワスと同等かそれ以上に意味のある名前。

「……コロン、ゾン……？」

「術者メイザースからの命令は一つ、アレイスター＝クロウリー、貴様に初めて召喚されたるふりをして破滅に導け。北アフリカからパピルスの山に紛れて英国まで流れ着き、神秘の側面より長らく列強の歴史を操りてきたのは良いいが、たわむれに人の願いを叶かなえたる間に契約で縛られた。アレイスター、貴様の陰に隠れがちではありけるが、メイザースもなかなかの腕だったぞ？」

　くつくつと『それ』は嗤わらっていた。

　だが『それ』は本当に目の前の女を指す言葉で合っているのか。

「故人となっても命令が消える訳でもなし、こうして律りち儀ぎに従いたる訳よ。まあ、貴様自身の体を乗っ取る事には失敗したので、別の霊媒アバターを選ぶ事になったがね」

　ファミリーネームのスチュアートは、真の召喚者が固執していたものから拝借した。

　ではファーストネームは？

　それは一体どこの何から取ったものだ？

「ああ、ああ。哀れなるかなローラ。狂気の破は綻たん者しやと因果の糸で連なる二人目の娘よ」

「きさま……」

　頭の後ろでまとめていた、足首から二重に折り返してなお腰まで届く長い長いその金髪。純金の留め具を外した途端に光の絨じゆう毯たんのように広がったそれらが、ローラの背中側で大きく蠢うごめいたのだ。

　女の髪には魔まが宿る。

　古き魔ま女じよ達たちの伝承をなぞるようであった。

　背中一面の黄金の滝にはまるで背中一面の刺青いれずみか何かのように、禍まが々まがしくも巨大な悪あく魔まの顔が浮かんでいたのだ。

　ベージュ色の修道服に包まれた艶なまめかしい肢体を己の両腕で抱き締めながら、背筋を冒ぼう瀆とく的てきに震わせる女はこう嘲あざ笑わらっていた。

　一人の父親が最も見たくはなかったであろう顔。

　同じく愛まな娘むすめもまた見せたくはなかったであろう表情。

　その全てを暴あばくように。

「普段はあれだけ悪態をつきていたのに、最後は泣きながらこう懇願していたぞ。お父さん、お父さん、助けてお父さん、ってなあ!!!!!!」

「貴様ァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」




　現実は容赦をしなかった。

　最初から、アレイスター＝クロウリーの望みは叶かなわないと決まっているのだ。
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　彼が彼自身をそう断罪したのだから。




　ぐじゅるぐじゅり、という粘質な音が響き渡った。

　音源は貫かれた魔ま術じゆつ師しの中へと潜り込んでいき、そしてコロンゾンと呼ばれた存在は新たな霊媒アバターを手に入れた。胸板に空いた風穴がなくなる訳ではないが、場所が場所だ。衣服の上から接触されない限り、異変に気づかれる事もないだろう。元よりこんな要よう塞さいに引きこもり続けてきた人材だ、まずそんな機会はない。

　ばさり、と。

　仰向けのまま大きく広がった銀の髪が、ひとりでにざわつく。背中に敷かれているため見る事は叶かなわないが、その髪にはやはり悪あく魔まの顔が浮かんでいる事だろう。

「くっくっ」

　そして。

　今度の今度こそ、誰もいなくなった冷たい空間で、美しい女の器に収まっているその悪あく魔まは嗤わらったのだ。

「くっくくっかか!!　ひっひ、ははははははははははははははははははははははははははははははははあはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははあはははは!!」

　コロンゾンそのものにも目的はある。

　だがしばしの間、それすら忘れてしまいそうな愉悦があった。ただただ愛まな娘むすめの手を使って父親の尊厳を抉えぐり出だしたという事実が楽しくて楽しくて仕方がないといった調子で。

（……さて、これでようやくメイザースのクソ野郎ともエンは切れた。善行と悪行の調律も必要ない。アレイスターも狙い通りに面白いオモチャを育ててくれた。ここまで待った甲か斐いがあったってものだ）

　元々、ローラ＝スチュアートは善行と悪行をきっちり秤はかりに乗せて水平を保つように、どちらも均等に行う人間として知られていた。

　だがそれだって、本来あるべき命にそぐわない行動を取った場合は帳尻を合わせて波を鎮しずめなくてはならない、という制約があっての話だ。メイザースそのものとの契約を全うした以上、もはやその枷かせはない。そして被召喚体とは黙っていても勝手に消えるものではない。それは本来、術者が責任をもって追つい儺なを行う事で初めて退去するのである。

　その時だった。

　通信術式がさえずる。ローラの耳に遠方からの声があった。

『最大主教アークビシヨツプ、緊急です!!』

　背面に浮かんでいた巨大な顔が黄金の滝の向こうへ消え、鳴りを潜める。床に落ちた金の髪飾りを拾いながら、まるで鼻歌でも歌うように美び貌ぼうの指導者はこう尋ねた。

「具体的にどんな？　今日ならロンドンが落ちたと言われたりても驚かぬぞ」

　ついつい冗談でそんな事が口に出てしまった。

　だが直後にこうあったのだ。

『ご存知でしたか！　流石さすがはお耳が早い!!』

「……、は？」

『カナダ、オーストラリアなどを中心に、イギリス連邦勢力圏で立て続けに大規模な襲撃が発生しております！　イギリス本国でも被害あり。現在、騎士派などが食い止めてはいますが、すでにロンドン郊外は落とされています!!　ここに拠点を築かれれば長期戦に陥るリスクもあると!!』

「ちょちょちょ、何が、ちょっと待て！　具体的にそちらでは何が起きたるの!?」

『繰り返します、イギリス連邦勢力圏で同時多発的に大規模な襲撃がばぎゅっ!?』

　音声すら途切れた。

　いいや、通信術式の向こうに別の誰かがいた。




『……まだ分からないか？』




　ありえない声があった。

　だがローラ＝スチュアートは通信術式の向こうでもなく、床に縫い止められた抜け殻を乗っ取られた霊媒アバターでもなく、全く別の方向へ目をやっていた。

　誰もいないはずの空間に誰かが立っていた。

　ざわり、と。

　金の髪飾りで束ねかけた長い長い髪が、再び邪悪に蠢うごめき始はじめる。

「……トートタロット、人の姿を借りる魔ま道どう書しよか？」

「それは予想か、あるいは君の願望かね？」

　そこにいるのは一人ではなかった。

　男性がいる。女性がいる。大人がいる。子供がいる。聖人がいる。罪人がいる。

　元々無個性が災いして見る者に多様な印象を与えてきたアレイスターだが、それら一つ一つの面が独立して蠢うごめいているかのような、あまりに異質な光景だった。

「私の魂は極ごく彩さいに輝いていた」

　これは何だ？

　予測を立てて、そしてローラ＝スチュアートの頰が不気味に痙けい攣れんした。

「元々一つの体にあらゆる可能性を封じ込めていた、という訳だな。とはいえ、世界に私が複数いてもかち合うばかりでおおよそ協力態勢など期待できぬと判明してな、そこから先は自じ縄じよう自じ縛ばくで私は全ての私を重ねて一つの座標に留とどめるしかなくなった。つまりいつも通り考えなしの大後悔という訳さ」

　群れが告げる。

「右方のフィアンマに制裁を加えた時などは、瞬間的に分化した別の私が観測できたはずなんだがな。一瞬で現れて一瞬で消える。何も空間移動テレポートのような形だけでなく、そう、今となっては珍しくなったファックスのような形でも説明がつくとは思わなかったのかね」

「ちょっと待て。それではつまり」

「烏丸からすま府ふ蘭らんや木き原はら唯ゆい一いつの問題を解決するにあたり、生命維持装置から外へ出た時点でこの流れは決まっていたんだ。上かみ条じよう当とう麻まやローラ＝スチュアートが現れるまでもなく、私は際限なき分化に流れつつあった。結果これから生じるのは、『あらゆる私』というｉｆの群れだ」

　笑みが取り囲む。

　それは紛れもなく『人間』アレイスター＝クロウリーのものであった。

「かつてあった『樹形図の設計者ツリーダイアグラム』が演算し、問リ答ー型デ思イ考ン補グ助式人工知能トート７８が証明した数値が正しければ、私が選び得る事のできる選択肢、そしてそこからの分岐先は一〇億八三〇九万二八六七通り。つまり多様な可能性としてそれだけのアレイスター＝クロウリーが存在する。君はその瞬間を目撃した。そう、今さら何をしようが目撃した『だけ』なんだ。この一点から、花火でも打ち上げるようにな」

「……、」

「なあ、おい。散々言ってきただろう。アレイスター＝クロウリーは成功も失敗も問わない、と。成功すればそれで良し、失敗してもそれを糧かてに前へ進む。それが私の『法テレマ』に基づく『計画プラン』だと。なのに何な故ぜ、勝った程度で安心してしまうんだ？　私は確かにローラとコロンゾンの秘密には辿たどり着つけなかった。そもそも忌まわしい魔術に再び手を染めた時点で失敗と言えた。だが答えが分からずにまんまと出し抜かれたからと言って、私の作る流れに何か変化があるとでも？？？」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………っっっ!?」

　ボンッ!!　という水っぽい音が炸さく裂れつした。

　だが彼らの中の一人がひしゃげて死しても、蠢うごめく群体は構わず宣戦布告を言い放った。

「「「『計画プラン』はまた失敗だ。形を変えた僧院、学園都市は君にくれてやる」」」

　あまりにもあっさりとしたその言葉。

　そして全てが覆くつがえされる。

「「「では代わりに、君のオモチャを私がもらうとしようか。イギリス連邦に属する全ての国家と……本丸の連合王国そのものをな」」」










　上かみ条じよう当とう麻まは空中に投げ出されていた。

　どうやら『窓のないビル』の壁の破損部位から外へ放り出されたのだと理解するのにかなりかかった。

　落下が始まってからも地面へ激突するのは一瞬ではなかった。

　A.A.A.を纏まとう美み琴ことが宙を舞い、いくつかの影を拾い集めていたようだった。だがどうしても最後の一人、上かみ条じようには届かない。

　絶叫を放つ暇もなかった。

　その命が潰つぶれて消えたのではない。

　美み琴ことの手が届くまでもなく、唐突に落下が中断されてしまったからだ。

「ぐえっ!?」

　首に猛烈な抵抗があった。地上数十メートルの空中で、襟の後ろを棒の先端か何かで引っ掛けられているのだと遅れて気づく。

　そして鈴を鳴らすような声があった。

「無闇に右手を振り回すなよ。ここでホウキを破壊されたら私も君も命の保証はしかねるぞ」

「……な」

　似ても似つかなかった。

　そこから聞こえたのは確かに中学生か高校生くらいの少女のもののはずだった。

「街の機能中枢は奪われたが、エイワスのコアへ触れるには君の幻想殺しイマジンブレイカーと第一位の一方通行アクセラレータが必須となる。問リ答ー型デ思イ考ン補グ助式人工知能トート７８、ミナ＝メイザースについてもそうとは分からぬ形で民生にレベルを落として普及させたアネリがバックアップとして機能する。ローラ、いやコロンゾンはチェックメイトを決めたつもりのようだが、ヤツの包囲網にはいくらでも抜け道が存在するのだよ」

　だが確かに上かみ条じよう当とう麻まの脳裏には全く別の名前が浮かんでいた。

　そう、かの魔ま術じゆつ師しの名が。

「改めて自己紹介でもしておこうか」

　少女は笑う。

　まるで旧知の仲のように、その宿敵はこう告げたのだ。










「アレイスター＝クロウリー。数ある可能性の、その一つだよ」








あとがき









　一冊ずつの方はお久しぶり、まとめ買いの方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回は新約に入ってから一八冊目となります。満を持してのアレイスター＝クロウリー無双。ただし『魔ま神じん』のような剛腕一直線ではなく『人としての』積み重ねの強さを意識してみました。何しろ学園都市の最高責任者でもあるので大掛かりなギミックはあって当然、これまでのシリーズ通しての大きな舞台を構築できればと思って書き進めていきました。

　クロウリーは書物によって扱われ方がかなり変わってくる人物で、中には作中で紹介したようなお茶目（……で許されるのやら）なエピソードばかりが際きわ立だっている資料もありました。人間は切り取り方次第で多様な面を見せてくれる、というのはこのシリーズでも結構大きな柱として扱っている考え方ではありますが、そういう点でならこのクロウリーが最たる人物かもしれません。

　成功しても失敗しても、必ず結果を一つの方向へと結びつける。表層の感情に囚とらわれず、常に法テレマと呼ばれる魂の奥底で本質を見据えていく。簡単に言えば勝っても負けても感情を動かさずに淡々と目的へ向けて全く同じ速度で邁まい進しんしていくという、おおよそバトルものの敵対者としてはあまりに極悪で、かつ、決して順じゆん風ぷう満まん帆ぱんとはいかなかった彼の人生を象徴するような強さを表現したかったのですが、いかがでしたでしょうか。

　……作中に出てきたブライスロードの戦いは『世界最大の魔ま術じゆつ結けつ社しやの首脳陣が、その王座を巡って霧の都ロンドンで繰り広げた内部闘争』と、その名前や字じ面づらだけ目で追い駆けるとロマンの塊なのですが、実際にはその経緯も結果もわやくちゃみたいですので、フィクション寄りに大分手を加えています（そもそも『本物の』彼らの扱う魔ま術じゆつは炎を噴いたりホウキで飛んだり、とはまた違ったようですし）。時系列をズラし、娘の話に原因を持ってきたりとかは最たるものですね。興味をお持ちの方は詳しく調べてみるのも一興ですが、その権力争いを眺めて幻滅してしまう危険性もあるという事だけお伝えしておきます。







　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、そして今回は舞台の大きなイメージにも尽力していただいた伊藤タテキさんにも感謝を。舞台から敵から結構不定形なものがどばっと出てきたと思います。イラスト化するのも困難を極めた事でしょう。お付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。この巻ではある意味で基本に立ち返り、最後のバトルに全てが集約されるような構造を目指してみました。楽しんでいただけたら幸いです。




　今回は魔術関連の資料として、『魔術─理論と実践』（著 アレイスター＝クロウリー様。訳　島弘之様、植松靖夫様、江口之隆様）、『７７７の書』（著 アレイスター＝クロウリー様。訳　江口之隆様）が大変役に立ちました。素晴しい資料ありがとうございます。




　それでは、ここでページを閉じていただいて。

　次回もまた新しい一ページを開いていただける事を願いつつ。

　今回は、この辺りで筆を置かせていただきます。




　ダブルお嬢様がお気に入りです。合体は男のロマンだよ、感性を学びたまえ


鎌かま池ち和かず馬ま　









　学園都市の中で、誰かが言った。

「んあっ？　何だアネリ、警報警報ってこれだけスマホをパカパカ点滅させられたって分かんねえって」




　そして別の場所では、もう一人もこう言った。

「……クソくだらねェ。どこの馬鹿だ覗のぞき見みしているクソ野郎は」
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